
෩ͷ๖͠ͷޙࠓʹ͍ͭͯ

　શࠃେձ͕ऴΘΓɺ৽͕࢝·Γ·͢ɻͦのλΠϛϯグでࠓ·でօ༷ʹ͓Γ͖ͯͨ͠
ձใ「෩の๖」࣍߸ΑΓ（ैདྷで͢ͱ��݄༧ఆで͕͢ൃߦλΠϛϯグؚΊ）Ϧχϡー
ΞルΛܭը͓ͯ͠Γ·͢ɻޙࠓฤू୲理事Λத৺ʹਐΊͯ·͍Γ·͢ɻ

このೋؒ「ϞϊΫϩ」から「Χϥー」、「ҹ」から「ిࢠ৴」にけࢼ行ޡࡨを行っ
てまいりました。もちΖんഎܠには「ܦඅのݮ」もతとしておりました。
ɹ今߸はそれまでのྲྀれを౿ऻしながら、つ࣍回Ҏ߱にもつながる༷なܗで࡞いたしま
した。ҹをҙࣝしたϖーδࢴ໘のαΠζにはとらわれͣにిࢠ৴తな໘をڧௐして
。いたしました࡞

ɹ今߸はલにഭった東京大会の紹介がத৺です。8&#ʢ)�1�ʣからもঞूのҰ෦を紹介
しております。

ɹݸʑの会員のد稿にΑるاըʰリϨーد稿 、ɦh ଓܧもޙのこだわりʱにؔしましては今ࢲ
さͤて頂きます。稿の݅もిࢠ৴ࣜܗにԊ͏くࡦࡏݱఆதです。
したがって今߸はこれまでごد稿頂いたจষをվΊてまとΊてࡌܝさͤて頂きました。ݸผ
の࿈ࡌをฒてΈるとい͏ࣄはあるҙຯ৽であり৽たな「気ͮき」のきっかけとなりそ͏
だと͑ߟ今回の༷なࣜܗでࡌܝとさͤて頂きました。
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ಛఆඇӦར׆ಈ法人ʢ/10ʣ
Δ療ॴɾ͑ࢧέΞΛࡏ
市ຽશࠃωοτϫʔΫࢴؔػ

2019 年 9月 10 日

ୈ 047 ߸

ɹ「Ҭҩྍڀݚ会」とはපӃをओମとしてҬҩ
ྍ࿈ܞにけて����Αりʢୈ�回શࠃ大会։࠵ʣ
ಈしているஂମです。大会は߹ಉ大会として྆ஂ׆
ମのಛを生かしたηοションを多くاըいたし
ました。
今߸では、その߹ಉશࠃ大会をத৺に紹介さͤて
いただきます。
ɹجௐߨԋ、߹ಉシンϙδϜ、実ફަྲྀ会、ϥン
νョンηϛφー、ࢢຽެ։࠲ߨなͲおΑそ��Ҏ্
ものηοションが̎ؒにわたって։࠵されます。
ɹઐ৬のΈならͣҰൠのํʑにとっても「ฉきたい
ίンςンπ」がඞͣݟつかるࣄと͑ߟております。
ɹೖもՄです。多くのօ༷にདྷていただく
Α͏お願いਃし্͛ます。

ʕ�地域医療ڀݚձとの߹ಉ։࠵�ʕ
͕ͱͯ݁͠େձ（ୈҰճ）「ωοτϫーΫࠃΔྍॴશ͑ࢧέΞΛࡏ」 ౦ژで։͔Εͨの͕
����ɺҎޙ ����ɺ����ͱ͓͖ʹ౦ژʹͯ։͞࠵Ε͖ͯ·ͨ͠ɻͦのޙશࠃ
֤でのେձ͕ଟ͘��ͿΓʹ౦ͯͬؼʹژ ͖·ͨ͠ɻ
ߋճࠓ　 「ʹҬҩྍڀݚձ」ͱの߹ಉେձ
ͱͯ͠ߦΘΕΔ͜ͱʹͳΓɺߋʹॆ࣮ͨ͠༰
ͱͳΓ·ͨ͠ɻ

˙�ओɹɹ࠵ɹɹ/1OࡏέΞを支えるྍॴ・ࢢຽશࠃωοτϫʔΫ
Ҭҩྍڀݚձ

ஂࡒ೦هҩྍॿ成ɹ༐ඒࡏ๏ਓɹஂࡒɹɹެӹ࠵ɹɹڞ�˙

શࠃͷू͍ɺٱʑʹ౦ژͰ։࠵

େձプϩグϥム

ԋɺ߹ಉγϯϙジムߨௐج

࣮ફަྲྀձ

理事ձاը

市ຽެ։࠲ߨ

ϦϨーߘد　ᶃʙᶍ

のͩ͜ΘΓ　ᶃʙᶌࢲ
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医療法人社団 実幸会　いらはら診療所
特定非営利活動法人(NPO)  在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク

TEL：０４７-３４７-２２３１　FAX：０４７-３４７-２５５１

ɹ·ͳ͘શࠃେձͰ͢ɻଟ͘のํʑの͓ࢀՃΛ
͓ちͯ͠い·͢ɻ
ɹこのձใҹओମのߏ͔Βిࢠ৴ʹ͚
ͦの༰ͱදݱʹؔͯ͠ϦχϡʔΞϧΛܭըいͨ
͠·͢ɻ͔͠͠ͳ͕Βͦのத৺ձһのօ༷Ͱ͢ɻ
օ༷ʹͱͬͯ༗ޮͳπʔޙࠓଶมΘΖうͱܗ
ϧͱͳΔΑうΊͯ·いΓ·͢ɻ

ʢฤू୲ཧࣄҰಉʣ

「風の萌」はホームページから
でも閲覧できます
ɹ��߸Αり 1%'ϑΝΠルとして৴さͤて頂いて
おります。
ɹࡏݱは会員ొのࡍにਃし出て頂いたメールΞυ
Ϩε宛に৴さͤて頂いておりますが、くؔの
ํʑにもݟて頂きたくϗーϜϖーδからでもӾཡ
Մになっております。
ɹτοϓϖーδの「ใࢽ」Αりೖっていただけれ
ӾཡおΑͼաڈもؚΊたμンϩーυがՄにな
ります。
ɹ会員のօ༷ํのݱελοϑ、ؔऀにੋඇおを
かけて頂きたくお願いਃし্͛ます。

活ಈ予ఆ
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「風の萌」はホームページから
でも閲覧できます
「風の萌」はホームページから

地域包括支援

ҬΈΜͳͰ

JOGPSNBM 4FSWJDF

GPSNBM 4FSWJDF

͏߹͑ࢧ

Ҭྗ・ϘϥϯςΟΞ

ޢ・ҩྍ・հߦ
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1日目／9月15日（日）
会場名 第̍会場 第２会場 第３会場 第̐会場 第̑会場 第̒会場 第̓会場

部൪߸ ႌӬه೦ϗーϧ ̐' 41� 4' 419 �' �01" �' �01# �' �02" �' �02#
  8��0～ 受付開始

9�00～12�15

։ձࣜ

ʲ地域医療研ڀ会ɾ
在宅ケア全ࠃωοτ
ըʳا࠵ڞ

基調講演

ԋ者ɹ্己

ʮհޢʯɺʮࡏʯ ɺ
ʮҬʯͱʁ
～医療ɾ介護のվֵ
の方ੑ～

合同シンϙδϜ

ΈΜͳͰͭ͘Δ
ҬแׅέΞ
～地域ڞ生社会をめ
ざして～

ɿय़田明࠲
ɹɹɿౢࡾହ೭
ԋ者ɿদ本จ
ɹɹɿ原ɹ実ɹ
ɹɹɿُҪࠀయ
ɹɹɿ小倉

12�15～12��0 ܜٳ

12��0～1���0

ランチョンセミナー
ᶃ

φʔεͷଟ༷ͳಇ
͖ํΛ͑ߟΔᶃ
～Ωϟンφスの取
り組みと今後～

ԋ者ɿੁ原由ඒ

 ʢΧφϛοクωοτ
ϫークʣɹ

ランチョンセミナー  
ᶄ

᧘ᚃͷϥοϓྍ๏

  ࢯହ೭ౢࡾɿ࠲
ԋ者ɿௗ୩部ढ़Ұ

ʢさくら風の村
訪問診療所ʣ

ランチョンセミナー  
ᶅ

ҬڞੜέΞ
ͮ͘ΓͷࢼΈ
～看護職ɾ介護職
が元気になるώン
τ～

ࢠɿ安順࠲
ԋ者ɿळ本大ี

 ʢちば地域ケア
研ڀ会ʣ

ランチョンセミナー
ᾨ

ΈΜͳͰ͑ࢧΔখࣇ
ϗεϐεέΞࡏ
～すべてのڙࢠた
ちがҭまれるɹ地
域まるごとࢠども
ϗスϐスケアを目
指して～

ԋ者ɿށ୩ɹ߶

 ʢちば地域ケア
研ڀ会ʣ

ランチョンセミナー  
ᶆ

ւ֎ٕ࣮श੍

ࢠɿઙপ༟࠲
ԋ者ɿਫจ༤

 ʢいらはら診療所ʣ

1���0～1��45 ܜٳ

1��45～17�15

シンポジウムᶃ ࣮ફަྲྀ会ᶃ ࣮ફަྲྀ会ᶄ ࣮ફަྲྀ会ᶅ ࣮ફަྲྀ会ᶆ

Ո͕ՈͰ͋Δ
ͨΊʹ
～ίϛϡχテΟー
としての家族への
ԉとそのഁたんࢧ
のة機としてのٮ
へのみつめ～

߶୩ɹށɿ࠲
ԋ者ɿࢁஉ
ɹɹɿ小ڮ介
ɹɹɿ田ࢤ

ʢࡏੜ׆ͷܧଓʣ

ɿ小倉࠲
ɹɹɿय़田明
ɹɹ

ʢ๚αʔϏεɾ
௨ॴαʔϏεʣ

ࢠɿԬ࡚Ղ࠲
ɹɹɿ安順ࢠ

ʢ؇έΞͱऔ
Γʣ

ࢠܒɿ中ౢ࠲
ɹɹɿ安౻உ

ʢਓࡐҭɾڭҭʣ

࣍原由܂ɿ࠲
ɹɹɿੁ原由ඒ

18��0 懇親会（サンシャインクルーズ・クルーズ）

2019tokyo.indd   2 2019/08/26   14:35
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第８会場 第９会場 第 10 会場 第 11 会場 第 12 会場 第 13 会場 第 14 会場 第 15 会場
�' �0� �' �05 �' �08 �' �10 �' �12" �' �12# �' �1�" �' �22#

ܜٳ
ランチョンセミナー

ᶇ

ਓੜ���࣌ͷ
ʮऴͷॅॲʯΛ͑ߟΔ
～બび方、ॅ み方～

ɿञҪɹರ࠲
ԋ者ɿ大ੴՂࢠ

 ʢ東ٸϦόブϧʣ

ランチョンセミナー  
ᾩ

)*7ཅੑऀͷࡏ
ྍཆΛ͑ߟΔ
～もっくん後10
年を振り返りつつ
～

ࢠژɿས࠲
ԋ者ɿ٠ɹՅ
ɹɹɿ田ҥॏ
ɹɹɿ༄田月ඒ
ɹɹɿੴխࢠ

 ʢちば地域ケア
研ڀ会ʣ

ランチョンセミナー  
ᶈ

ҩྍࡏҬͷٱࠤ

～Ҡとӫཆ理
でもෛ୲ܰݮでき
る夫を～

ɿ原ɹ実࠲
ԋ者ɿ北ᖒজߒ

 ʢࣜג会社大௩
ༀ業ʣ

ランチョンセミナー  
ᶉ

ࣾձ՝ղܾʹ
औΓΈ͚ͨ
～৽しい介護のΧ
タν～

ԋ者ɿԘ܇ষ

 ʢίχΧϛϊϧタʣ

ランチョンセミナー  
⑧

ϙϦϑΝʔϚγʔ
ͱͷ্खͳ͖߹
͍ํ
～  と  き 合 い、
葉をえ、をࢬ
ҭてる～

ɿۚҪलथ࠲
ԋ者ɿ٢田ӳ人

 ʢ᷃やまとௐࡎ
ༀہʣ

ランチョンセミナー  
⑨

ௌ͍͍ͯͩ͘͞ʂ
͜ͷ࿑ಇڥͰࡏ
ͷݶք্͕
Δͷ͔ʁʂ
～「世քのϔϧύー
さんと出会うཱྀ」の
～るޠը当事者がا

ɿय़田明࠲
ԋ者ɿ౻原るか

 ʢ྆උシステϜζʣ

ランチョンセミナー  
⑩

ઓ࢙ޙɺଜҩྍɺ
ҬҩྍͰͷए݄ࢥ
ΛվΊͯ͑ߟΔ

夫ؠࠇɿ࠲
ԋ者ɿɹ純Ұ

 ʢ医療法人 萌気会ʣ

ܜٳ
࣮ફަྲྀ会ᶇ ࣮ફަྲྀ会ᶈ ࣮ફަྲྀ会ᶉ ࣮ફަྲྀ会⑧ ࣮ફަྲྀ会⑨ シンポジウムᶄ シンポジウムᶅ

ʢҬͰ͑ࢧΔ
 ೝέΞʣ

फޫބɿ多࠲
ɹɹɿ؛ࢁ大ี

ʢߢޱέΞͱӫཆ
ཧʣ

ɿ大Ԇ࠲
ɹɹɿொࢁ༟ඒ

ʢҬแׅέΞʣ

ࢠ由ඒࢁɿळ࠲
ɹɹɿ北ᖒজߒ

ʢ৽͍͠ࢼΈʣ

ߦɿ٢Ӭོ࠲
ɹɹɿ田തত

ʢༀͷҩྍհޢ
࿈ܞʣ

࢘ۉɿഡ田࠲
ɹɹɿۄҪయࢠ

ຊͷҩྍͲ͜
ʁ͘ߦ

～医師ภ在と医療
่յの࠶来～

ɿদ本จ࠲
ԋ者ɿ
専門医੍度 

中 ɹՂҰɹ
ফඅ੫ 

੪౻وஉɹ
医療่յの࠶来

本田ɹ ɹ
ɹɹɹɹɹ

૯߹ྍઐҩ੍
ͱࡏҩྍɾ
Ҭҩྍ

 ɿɹ純Ұ࠲
ɹɹɹ٢ᖒɹప
ԋ者ɿࡾӜ૱༤
ɹɹɿؠࠇ夫
ɹɹɿ౻প߁थ
ɹɹɿ大࢙߁
ɹɹɹ

懇親会（サンシャインクルーズ・クルーズ）
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�日目／9月1�日（月ɾॕ ）
会場名 第̍会場 第２会場 第３会場 第̐会場 第̑会場 第̒会場 第̓会場

部൪߸ ႌӬه೦ϗーϧ ̐' 41� 4' 419 �' �01" �' �01# �' �02" �' �02#
7��0～8��0
8��0～9�00
9�00～9��0

9��0～12�00

【ᶗ࠲ຽެ։講ࢢ】

ਓֶؒΛࠜڌͱ͠
ͨೝέΞ

ೋݡɿੴ田࠲
य़थࡾԋɿߨ

シンポジウムᶆ

৽࣌ͷࡏҩྍ

～在宅療ཆࢧԉ診
療所のׂと期
～

ɿ৽田ᅳ夫࠲
ԋ者ɿଠ田लथ
ɹɹɿ࠭ߴ༟ࢠ
ɹɹɿੴ本३
ɹɹɿް生࿑ಇল

シンポジウムᶇ

ΛऀࣄέΞैࡏ
࿑ಇ͔ࡂΒकΔ

ࢤɿ田࠲
ԋ者ɿࣰ࡚ྑউ
ɹɹɿ福田༟ࢠ
ɹɹɿਔҪ୩ޫ
ɹɹɿ佐௩みさࢠ
ɹɹɿ田ࢤ

シンポジウムᶈ

φがεͷଟ༷ͳಇ
͖ํΛ͑ߟΔᶄ

～ 地 域 を ࢧ え る
φースの取り組み
とະ来～

ߒɿ北ᖒজ࠲
ɹɹɿੁ原由ඒ
ԋ者ɿԣࢠࢁ
ɹɹɿߐ٢ɹޛ
ɹɹɿ田明ࢠ
ίメンテーターɿ
ɹɹɹઙҰ

シンポジウムᶉ

ݩ ؾ Ϧ ϋ Ϗ Ϧ Λ
͠ɺೝΛ͏ױ
ಠऀྸߴډΛҬ
͏ͦؼʂ

৳ɿೄ࠲
ɹɹɿদӬฏଠ

（基調講演）

ɹҴརޫ

シンポジウム

ԋ者ɿࢁ༟ل
ɹɹɿࣲلඒࢠ
ɹɹɿསࢠژ

講演・࠲ஊ会̍

ே·ͰੜςϨϏ෩ʂ

ప ఈ ౼ ʮ ࣄ 
ͬͯඞཁʁʯ

ɿੴ௩लढ़࠲
ɹɹɿઙপ༟ࢠ
ԋ者ɿ修ത
ɹɹɿҴ生ਝ人
ɹɹɿԬ࡚理ֆ
ɹɹɿ佐౻ɹ修
ɹɹɿླॏྑ
ɹɹɿ中ೋ
ɹɹɿ村ඒֆ
ɹɹɿງ部ल夫
ɹɹɿ増Ӭӳঘ
ɹɹɿদ本๛ਖ਼
ɹɹɿਫ্人
ɹɹɿٶԼɹ勉

12�00～12�15 ܜٳ

12�15～1��15

ランチョンセミナー
⑪

ݟ क Γ ߹ ͍ ϓ ϩ
δΣΫτ

ԋ者ɿߴ原ୡ

 ʢ医療法人ᑉై会）

ランチョンセミナー
⑫

ʠ͓ͻͱΓ͞·ʡ
ͷΩʔύʔιϯʹ
୭͕ͳΔͷʂʁ

～単身ྸߴ者への
ΠンϑΥーϚϧケ
ア実ྫ～

ԋ者ɿࡾӜل夫

ʢϏϋーラ 21
ɹ福祉事業ڠ会ʣ

ランチョンセミナー
ᶏ

පؾো͕͍Λ࣋
ͭ͜ͲͱՈΛ
সإʹ

ༀൃہ、地域で取
組 Ή こ ど み ら π
アー

ࢠɿඌ࡚ल࠲
ԋ者ɿߚ୩ɹา

 ʢ༑ѪメσΟΧϧʣ

ランチョンセミナー
ᶐ

͕ΜͱڞʹาΉྗ
Λ

～ϚΪーζ東ژの
～みࢼ

ɿُ࠲ Ҫࠀయ
ԋ者ɿळࢁਖ਼ࢠ

 ʢ医療法人 生ण会ʣ

ランチョンセミナー
ᶑ

୭ͰԿॲͰͰ
͖ɺυϯυϯؾݩ
ʹͳΔϦϋϏϦ

ɿদӬฏଠ࠲
ԋ者ɿࡾਖ਼堂

 ʢ医療法人 ༏会ʣ

ランチョンセミナー
ᶒ

͔͔Γ͚ͭҩੜ
පΛཧ͢׳श׆
Δ͜ͱͰɺೝ
ͷൃਐߦΛ
Ͱ͖Δʂࢭ

ɿѴɹढ़ਉ࠲
ԋ者ɿ堂ਨ৳治

ʢ医療法人 会ʣ

1��15～1���0 ܜٳ

1���0～15��0

【ᶘ࠲ຽެ։講ࢢ】 シンポジウムᶏ シンポジウムᶐ シンポジウムᶑ シンポジウムᶒ シンポジウム⑰

ೝ༧ͱ
ೝϙδςΟϒ

ɿ大ᖒɹ࠲
ԋ者ɿޱࢁอ

άϦʔϑέΞ

～その日まで、
ɹɹその日から～

ହ೭ౢࡾɿ࠲
ԋ者ɿຑ生明
ɹɹɿՃ౻ɹر
ɹɹɿւอଠ྄
ɹɹɿࡾӜل夫
ɹɹɿٶ本ါୡ
ɹɹɿྑ৴উ
ɹɹɿҏ౻∁ষ

ҩྍʹ͓͚Δࡏ
ༀػࢣࡎͷ׆༻

～ޮ率化と医師業
務ܰݮにけて～

࢘ɿਫ恵࠲
ɹɹɿҪ手ޱࢠ
ԋ者ɿळ元ٛ
ɹɹɿࣰ原ٱਔࢠ
ɹɹɿদҪྱࢠ
ɹɹɿӽ田ɹߊ

ஂմ � શڞಆੈ
ͷະདྷͱ՝

～ଓ全ڞಆന書アン
ケーτをૉࡐに～

ɿ田തত࠲
ԋ者ɿམ合恵ࢠ
ɹɹɿѨ部ࢠ
ɹɹɿएࢿ
ɹɹɿ小ਿ྄ࢠ
プϨθンターɿ
ɹɹɹ前田உ
ίーσΟωーターɿ
ɹɹɹೋܒ

ҬแׅέΞγε
ςϜͷߏஙʹ͚
ͨʮ·ͪͮ͘Γʯ
ͷֻ͚

ɿ田৳Ұ࠲
ԋ者ɿҪࢠ
ɹɹɿᖒొٱ༤

ʮ୯ऀྸߴΛ
Ҭ Ͱ Ͳ ͏ ࢧ ͑ Δ
͔ʁʯ

ࢠ३ࢁɿ小࠲
ɹɹɿ堂ਨ৳治

総ߨԋɿ
ɹɹɹ൘֞॔ࢠ

15�45～ 閉会式
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第８会場 第９会場 第 10 会場 第 11 会場 第 12 会場 第 13 会場 第 14 会場 第 15 会場
�' �0� �' �05 �' �08 �' �10 �' �12" �' �12# �' �1�" �' �22#

地域研 世話人会
NPO 総　会

地域研 世話人会
NPO 理事会

講演　２

【NW理事会企画ʳ

ଟ৬छͱࢢຽͷ࿈
ΛͲͷΑ͏ʹਪܞ
ਐ͖͔͢

～多職छ連携のί
ンϐテンシーの活
༻～

ɿ小倉࠲
ɹɹɿ܂原由࣍
ԋ者ɿ小୩༱夫
ɹɹɿඌརՃࢠ
ɹɹɿय़田३ࢤ

シンポジウム⑧
ɹɹ

ҩྍ৬ͱհޢ৬ͷ
͖߹͍ํ

～ ラ Π ϑʢ 生 ໋ ʣ
と ラ Π ϑʢ 生 活 ʣ
のために～

ۣٱɿ中ౢ࠲
ࢠޫޱߴԋɿߨ
ԋ者ɿٶ田৴೭
ɹɹɿ田中ֆཬ
ίーσΟωーターɿ
ɹɹɹࢠޫޱߴ

シンポジウム⑨

ҬแׅέΞʹ͓
͚ΔࣃՊอ݈׆ಈ
ͷׂ

ɿ大Ԇ࠲
ɹɹɿ小ࢁɹږ
ԋ者ɿ২村ɹ修
ɹɹɿٶ田ར
ɹɹɿࢁ本लथ

シンポジウム⑩

ԉපӃࢧྍཆࡏ
ͷεεϝ

～ ί ϛ ϡ χ テ Οɾ
ϗスϐタϧへのస
～

ࢠɿ大ੴՂ࠲
ԋ者ɿ大ਿହ߂
ɹɹɿ༏थ
ɹɹɿ安間ষ༟

9��0～12��0

講義・グループ
ワーク

ೝΛࣗࣄͱ
Α͏͑ߟͯ͠

ɿ内門大丈࠲
ɹɹɿ大ᖒɹ
ԋ者ɿൟ田խ߂

シンポジウム⑪

*$5ɺ*P5 ͼٴ "*
ΑΔҬҩʹ༺׆
ྍɾࡏҩྍͷະ
དྷ

యࠀɿُҪ࠲
ԋ者ɿൟ田༞Ұ
ɹɹɿ田中大介
ɹɹɿ小ྛਗ਼

シンポジウム⑫

ʮҩࢣͷಇ͖ํվ
ֵʯޫͱӄ

ɿ田തত࠲
ԋ者ɿງԬ৳
ɹɹɿ本田ɹ
ɹɹɿԘ୩ହҰ

ܜٳ
ランチョンセミナー

⑰

ͷࡏҩྍͷ
ঢ়ͱຊͱͷަݱ
ྲྀ

ɿ小倉࠲
ԋ者ɿ༨ɹঘठ

 ʢはちのへϑΝϛ
ɹϦークϦχοクʣ

ランチョンセミナー
⑱

͍ͤͭέΞɾ
Ϧϋ

૱ɹݹɿ࠲
ԋ者ɿࢁԼయ

 ʢΧϨΠυ ᷂ɾ
ɹ᷂ϑーυケアʣ

ランチョンセミナー
⑲

Δ͑ࢧҩྍΛࡏ
ΫϥυࢠిܕΧ
ϧς

（デモ展示）

ԋ者ɿॅࠇ振Ұ

 ʢセίϜ医療シス
ɹテϜζʣ

ランチョンセミナー
⑳

ਓੜ ��� ࣌ɻ
ͷ݈߁ʹ͍ͭͯ
Δɻ͑ߟ
～ҙ外にらない目
の病気。必ずに立
つ目のࣝ～

ࢠɿ大ੴՂ࠲
ԋ者ɿฏ௩ٛफ

 ʢࢀ天ༀʣ

12��0～12�45 ܜٳ

 12�45～1��45

ランチョンセミナー
�

4)*(&5" ϋε
ϓϩδΣΫτ
～ভೆฏ௩から日本
へ、そして世քへ～
ɿ大ᖒɹ࠲
ԋ者ɿൟ田խ߂
ɹɹɿ内門大丈
ɹɹɿฏ田߂
ɹɹɿૣ恵ࢠ

 ʢ医療法人あͮま会ʣ

ランチョンセミナー
�

ԭೄݝத෦පӃͰ
ਐΊΔࡏέΞ

～在宅ケアにੑٸ
期病院が取り組Ή
ҙٛ～

ɿɹ純Ұ࠲
ԋ者ɿߒٛࢁߴ

 ʢ地域医療研ڀ会ʣ

ランチョンセミナー
�

පӃ͔ͩΒͦ͜Ͱ
͖Δࡏ؇έΞ

～最後は病院がい
いですかʁ家がい
いですかʁ～

ࢠɿԬ田ඒஐ࠲
ԋ者ɿ福࡚治
ɹɹɿٶᖒਖ਼
ɹɹɿᜊ田ྑ恵

 ʢভೆ中ԝ病院ʣ

ܜٳ
ワークショップ シンポジウム⑱ 講演　３ シンポジウム⑲ シンポジウム� シンポジウム⑳ シンポジウム�

【NW 理事会企画】

ଟ৬छͱࢢຽͷ࿈
ΛͲͷΑ͏ʹਪܞ
ਐ͖͔͢

ʙ多৬छ࿈ܞのίン
ϐテンシーの׆༻ʙ

ワークショップ

ɿখ࠲
ɹɹɿ܂原༝࣍

ࢤɿय़ా३ࢣߨ
ɹɹɿੁ原ٱඒࢠ
ɹɹɿখ۲࿏ܙ

ೝͷ֩৺

～ༀとਫ਼ਆՊೖ
Ӄを回ආするには
～

基調講演

ɿ東ాɹษࢣߨ

シンポジウム

ೝέΞͷݱ
͔ΒֶͿ
ʢݱใࠂʣ

ࢠɿ҆ॱ࠲
ɹɹɿ東ాɹษ
ԋऀɿԬࢠ
ɹɹɿ大୩ೡࢠ
ɹɹɿઔɹਅ
ίーσΟωーターɿ
ɹɹɹࡾय़थ

͓͍͘͠৯ଓ͚
͍ͨ

～あなたも৯ࣄα
ϙーλーになって
৯たいを͑ࢧΑ
͏～

島๎ޒɿ࠲
ԋऀɿখࢁचඒ

հޢͷੜੑ࢈ͷൈ
ຊత͚ͯʹ্

ࢠɿ大ੴՂ࠲
ԋऀɿഅफҰ
ɹɹɿࢁԬɹউ
ɹɹɿദૣึ

ҬΛࠐ͖רΜͩ
ΧϑΣͱ͍͏ڌ
ͮ͘Γͱ͑ࢧΔͨ
Ίͷਓͮ͘Γ

大ี؛ࢁɿ࠲
ԋऀɿࢠ࢙
ԋऀɿొࠤඒ
ɹɹɿହࡾ

ҬҩྍΛ࣮ફ͢
ΔපӃ͕औΓΉ
ҩྍࡏ

ɿɹ७Ұ࠲
ԋऀɿߒٛࢁߴ
ɹɹɿُҪࠀయ
ɹɹɿᖒজߒ
ɹɹɿԞɹٱ

ҩྍɾհޢͱجຊ
తਓݖ

ɿय़ా໌࠲
ԋऀɿࢢࢠ
ɹɹɿถࢁΑし͑
ɹɹɿখࢁय़

/8ɿ/10 在宅ケアをࢧえる診療所ɾ市ຽ全ࠃωοτϫーク
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基調講演 �݄��日　ୈ̍会場　��00ʙ�2���

「介護」、「在宅」 、「地域」とは？－医療・介護の改革の方向性－

【演者】池上　直己（聖路加国際大学特命教授、慶應義塾大学名誉教授）

目తをୡするに、まͣྺ史తͳ経Ңを理ղするඞཁがあるɻʮ介護ʯと、ʮ医療ʯによͬてվળが
しい合に、͘ͳるまで続͘ケアの͜とであΓ、ࢪઃ͔Β࢝まͬているɻʮ介護ʯに対Ԡするために特ผཆ護
人ϗーϜが���� にઃさΕ、���� Ҏޙ、ΰールυプϥンによͬてඋさΕたɻҰํ、ʮ医療ʯվળ
を目తとして֎དྷ͔Βൃୡしたが、���� の人医療ແྉԽによͬて人病院がੜし、介護とのڥքがෆ
໌֬にͳͬたɻ
���� の介護保険のઃによΓ、྆者のؔ理さΕたよ͏に͑ݟたが、ґવとしてڥքෆ໌֬であ

Γ、特にվળを目తとした介護༧の導入によͬてҰᐆດにͳͬたɻまた、ʮࢪઃʯとʮډ宅ʯのڥքもෆ
໌֬にͳΓ、例͑α高ॅでडけるαーϏスのඅ用を合ܭすΕ、ʮࢪઃඅʯよΓも高ֹにͳるՄ性があるɻ
したがͬて、ʮ医療ʯとʮ介護ʯ、ʮࢪઃʯとʮډ宅ʯのׂをվめてنఆするඞཁがあるɻ
医療として高ྸ者のケアにݙߩにできるの、แׅతՊධՁ 	CPNQSFIFOTJWF�(FSJBUSJD�"TTFTT�

NFOU�C("
とνーϜケアによるঢ়ଶのվળであるɻC("のඞཁ性についてࡍࠃతにもೝࣝさΕている
が、Պ医がෆしているので、アメϦカで護師やιーシャルϫーカーが対Ԡする.JOJNVN�%BUB�4FU�
	.%4
 を։ൃし、���� にશถのφーシンάϗーϜにおいて入ॴ者のアηスメンτとケアプϥンの࡞をٛ
付けたɻͦのޙ、ԤभのՊ医やԋ者も加わͬてࢪઃɾډ宅ɾ高ྸ者ॅ宅を౷合したインλーϥイ൛アη
スメンτํ式が։ൃさΕ、本ޠ൛が���� にൃץさΕたɻ
す構がఏࣔさΕているが、まͣ対象とͳるʮݟに、Ҭ医療構によͬて、Ҭの医療ମ੍をൈ本తに࣍

Ҭʯの理తൣғを検ূするඞཁがあるɻߦがطఆの事࣮としてఏࣔするʮ࣍�医療ݍʯをنఆする根ڌ
し͘、֤ ࣗ、を౿ま͑てのಈݍとして、ΉしΖ療ؔػのஅでઢҾきしたにա͗ͳいɻ医療ݝ 院の持ͬ
ているػをੳし、ͦΕをิする医療ؔػとີͳ連携ؔを構築すきであるɻ
するにݱऑ高ྸ者のケアに対Ԡできる医師のཆであΓ、ͦΕを࣮ڏさΕた՝として、Ұつににޙ࠷

ଁثผの療Պの下でཆするݱ在のମ੍をൈ本తにݟすඞཁがあるɻも͏Ұつ༧ࢉのཪ付けがͳ͘、
ධՁの指ඪもఏࣔさΕていͳいҬแׅケアシスςϜͳͲのඪޠにわさΕる͜とͳ͘、医療、介護αーϏス
をਅにఏڙし、վળをੵみॏͶる͜とであるɻ

จݙ
上ݾɿʮ本の医療と介護ʯ、本経ࡁ৽聞ग़൛社、����
上ݾ༁ɿʮインλーϥイํ式　ケアアηスメンτʯ、医ֶॻ院、����
上ݾɾੴڮஐতɾ高ཾতฤɿʮインλーϥイํ式ΨイυϒッΫɻ ケアプϥン࡞、࣭のධՁ、護の活用ʯ、
医ֶॻ院、����

ʲུྺʳ
্ɹ己ʢいけがみɹなおきʣ

1949年東ژに生まれる。1975年ܚጯٛक़大学医学部卒業。1981年医学ത1990。࢜年ܚ
ጯٛक़大学総合ࡦ学部ڭत、1FOOTZMWBOJB大学8IBSUPOߍ訪問ڭतを経て199�年ܚጯٛ
क़大学医学部医療ࡦɾ理学ڭࣨڭत。2015年ܚጯٛक़大学名༪ڭत、201�年から࿏Ճ
。तڭถ大学医学部٬員ཹٱत。2018年ڭ大学ಛࡍࠃ
医療ɾ病院理学会理事、医療経ࡁ学会会、ٴび中医ڠのௐࠪ専門組織ɾຫੑ期入院医療
のแׅධՁௐࠪ分科会ɾ同%1$ධՁ分科会ҕ員などをྺ。
。医師会病院ҕ員会ҕ員ژ༩、東ࢀ会事、日本病院会ڠ在、全日本病院ݱ

主ஶに、ʰ日本の医療ʵ౷੍とόランス感֮ʱʢ+�$�Ωϟンϕϧとڞஶʣ、中ԝެ社、199�ʣ、ʰ臨চための
20-ϋンυブοクʱʢ福原ढ़Ұらとڞฤஶ、医学書院、2001ʣ、ʰΠンターラΠ方ࣜケアアセスメンτʱʢ+�Ϟ
Ϧス他とฤஶ、医学書院、2011ʣ、ʰΠンターラΠ方ࣜΨΠυブοク、ケアプランの࡞成ɾ࣭の理ɾ看護で
の活༻ʱʢੴڮஐতɾߴཾとฤू、医学書院、2017ʣ、ʰ日本の医療と介護ɿྺ࢙と構、そしてվֵの方
ੑʱʢ日本経ࡁ৽ฉ出൛社、2017年ʣ、ʰ医療理ɿ病院のあり方を原からͻもとくʱなど。

目次に戻る
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�݄��日　ୈ̍会場　��00ʙ�2��� ߹ಉγϯϙδϜ
地域医療ڀݚձʗ在宅έΞΛ͑ࢧΔ療ॴ・ࢢຽશࠃωοτϫʔΫ
ը߹ಉγϯϙδϜا࠵ڞ
ΈΜͳͰͭ Δ͘地域แׅέΞʙ地域ڞੜࣾձΛΊͯ͟͠ʙ
（ಉ߹�ԣਢլதԝྍॴ　ॴڠ׆࿑者ҩྍੜۈݝਆಸ）य़ా　໌【࠲】

ͷ෩�͞ࠤହ೭（ҩྍ๏ਓࣾஂ　ౢࡾ Β͘෩ͷଜ๚ྍॴ　ཧࣄ）
【演者】দຊ　จ（Ҭҩྍڀݚձදɾࣾձҩྍ๏ਓஂࡒఱ৺ಊ　ձ）

ݪ　࣮　ç（/10ࡏşŗΛ͑ࢧΔྍॴɾࢢຽશ国ωοτϫʔΫ　ձ、
ҩྍ๏ਓࣾஂ࣮ձ　͍ΒΒྍॴ　ཧࣄ）

ُҪ　ࠀయ（Ҭҩྍڀݚձ෭දɾҩྍ๏ਓੜणձ　ཧࣄ）
খ　（/10ࡏşŗΛ͑ࢧΔྍॴɾࢢຽશ国ωοτϫʔΫ　෭ձ）

（/10๏ਓ3FDPOOFDU ཧࣄɾͪͷϑΝϛϦʔΫϦχοΫ　Ӄ）

দຊɹจ
߹ಉγϯϙʹ͓͚Δࢹɹɹɹʕ�Ҭҩྍڀݚձのաࡏݱ・ڈ・ະདྷ�ʕ
Ҭ医療ڀݚ会ʢҎ下ʮ医ݚʯʣ、���� にൃした֎Պ医療ڀݚ会をに、���� にୈ �ճの

医ݚがൃし、本で��目とͳるɻ
���� よΓシンϙジϜとશࠃ大会がͦΕͧΕִに։͔Εるよ͏にͳͬたɻ
͜Εまでの医ݚをج൫とした医療ࡦ上ので、介護保険のઃ、৽ଔྟޙচݚ修੍のൃに大

きͳׂをՌたしたɻ���� ࿑働者ॅຽ医療ؔػ連བྷ会ٞʢҎ下ʮ࿑ॅ医連ʯʣ͔Βޒౡ正ࢯنがऺٞ院、
���� 医͔ݚΒࠓ井ࢯが参ٞ院、���� 医ݚɾ࿑ॅ医連͔ΒѨ෦知子ࢯがऺٞ院に当બし、൴Βと
連携し、医ݚ、͜のೋつの੍ൃに大きͳׂをՌたしたɻ
੍をม͑るに、ࠃ会を௨してでし͔ग़དྷͳいɻ
੍のを指ఠするͩけで、ੈの中มΒͳいɻ大きͳ࣏ӡಈがඞཁであるɻ
Ҭ医療構やҬแׅケアに、シスςϜとして大きͳがある͜とを指ఠしたいɻ

ݪɹ࣮
ঢ়ͱ՝ݱԉྍॴのࢧྍ養ࡏܕԽڧ
わがࠃのগ子高ྸԽ人ݮޱগ社会とい͏ݫしい局໘をܴ͑ているɻ���� で、 ���� ສ人の人ޱ

がݮগし、中小ࢢҰつがফࣦする΄Ͳの人であΓ、ͦ のӨڹ医療介護ͩけでͳ͘、社会શൠに与͑ているɻ
͑ߟに合わせてگのもͦΕͧΕのҬのঢ়ڙํによΓҟͳるため、医療介護ఏߦগ子高ྸԽのਐޙࠓ
てΏ͔ͳけΕͳΒͳいɻ
当院のある千葉ݝ松戸ࢢで、���� まで高ྸ人ޱが૿加するため、医療ؔػや介護ࢪઃがෆしてい

るɻ当໘医療介護ࢪઃෆが続͘ので、ͦΕͧΕの、医療ؔػやࢪઃがҬの特性を理ղし、ͦのׂや
ཱͪҐஔをೝࣝし、協ྗする͜とがٻめΒΕているɻ
੍をม͑てΏ͘に࣏のྗඞཁであるが、੍ をݟすにݱ͔ΒのఏݴがͳけΕͳΒͳいɻʑ

の医療介護活ಈで͡ײるໃ६を、ݱ͔Βを上͛てΏ͘͜とで、੍มわͬてΏ͘ɻ
ঢ়と՝、およͼҬ医療に対するଘ೦をड़るɻݱԉ療ॴのࢧ在宅療ཆܕԽڧ

ُҪɹࠀయ
ҬแׅέΞʹ͓͚Δࡏҩྍのݱঢ়ͱকདྷの՝
Ҭแׅケア療ॴͩけでも、介護事ۀॴͩけでも、病院ͩけでも݁しͳいɻ多職種が༷ʑͳཱͪҐ

ஔで患者さん、ՈにدΓఴい、૯合తɾแׅతにアプローνする͜とでཱするシスςϜ֓೦であるɻ
ैͬて、ৗతͳҬでの多職種連携、ICTπールの活用によるコϛϡχケーシϣンのਂԽ、医師会ͳͲ

֤種職団ମやߦとの共௨理ղのৢͳͲたΏま͵ྗがඞཁであるɻまたաૄ、ํࢢ、大ࢢといͬ
たҬ社会の࣮ଶとݸผ՝に合わせたΦϦジφルͳマネジメンτがཁٻさΕるɻ
医療法人ੜण会大໊ࢢ古でにわたΓ法人内での多職種ɾෳ合తͳ在宅療ཆࢧԉのシスςϜͮ Γ͘

にऔΓ組んできたが、同時にߦやҬの医師会、介護事ۀॴ、高ٸ性期װج病院との連携ɾ共同による�
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߹ಉγϯϙδϜ �݄��日　ୈ̍会場　��00ʙ�2���

Ҭแׅケアのਪਐをਤͬてきたɻͦ͏したऔΓ組みを介するとともに、Ҭแׅケアにおける在宅医療の
したいɻߟঢ়と՝についてݱ

খɹ
ʮҬแׅέΞの࣮ݱͱҬڞ生ࣾձʹ͚ͯʯ
Ҭ共ੜ社会の構築において、࣮ફのでし͔࣮ײできͳい՝も多いҰํ、Ҭ͝との՝ࠀ服のऔΓ

組みがଞのҬでの՝ղܾの参ߟにͳる͜とも多いɻ
八戸ࢢの在宅医療ɾ介護連携ਪਐ事ۀ、八戸ࢢ、八戸ࢢ医師会と/10法人3FDPOOFDU が協ྗしてͬߦ

ておΓ、3FDPOOFDU  ICTを活用した連携およͼ多職種連携のための事例検討会ɾݚ修会をҬにఏڙして
いるɻまた、在宅医療のみͳΒͣ、ೝ知ケアやಠډ高ྸ者のための連携のऔΓ組みや、ੜ活श׳病、͏つ
患者にؔする連携、"C1や৯ࢧԉ、ҬのੈؒަྲྀのऔΓ組みͳͲもͬߦておΓ、Ҭแׅケアの࣮ݱと
Ҭ共ੜ社会にけたऔΓ組みをͬߦているɻ
/10在宅ケアを͑ࢧる療ॴɾࢢຽશࠃネッτϫーΫ、͜のよ͏ͳҬのݱの多職種およͼࢢຽをつͳ

͗、՝の共有とใަɾަྲྀをਪਐしͳがΒ、શࠃにおけるҬแׅケアとҬ共ੜ社会の࣮ݱにޙࠓも
るɻ͑ߟ与するきであるとد

ʲུྺʳ
य़田ɹ明ʢはるたɹめいろうʣ

1955年東ژ生まれ
ਡ訪中ԝ病院、Ώきぐに大病院、क門村診療所を経てݱ職
在宅医療、アスϕスτ関連の࿑ࡂ職業病診療にै事
福祉のまちͮくりをਐめる市ຽू会実ߦҕ員

ɹହ೭ʢみしまɹやすΏきʣౢࡾ
1971年生まれ、࡛ۄ県出身
2000年ɹ順天堂大学医学部卒業
2001年ɹ同Ѫه೦病院ʢ田۠ʣ研修医、循環器内科
2007年ɹさくら風の村訪問診療所開業
ɹ

দ本ɹจʢまつもとɹͿんろくʣ
1942年生。1971年大医卒。1980年天心堂へつ͗病院ઃ、2008年社会医療法人֨取ಘ、2019年�月ୀ
職。総合診療医ʢ関心事ɿ医療ྙ理ʗ医療ࡦʗ医療ඃʣ。ʗ地医研ද世話人ʗ࿑ॅ医連ٞ
ɹ

原ɹ実ʢいらはらɹみのるʣ
1981年ಙౡ大学卒業、日本赤十字社医療センター研修医、福ౡ県立医大関連病院で研修後、1994年千葉県ദ
市にいらはら診療所開業。在宅医療を始めたのをܖ機として、1997年千葉県দށ市に༗চ診療所を৽ઃ。地域の
χーυに合わせて、訪問看護ステーション、σΠケア、σΠαーϏス、༗ྉ人ϗーϜ、ೝྸߴ者άϧープϗ
ーϜ、小規模多機居宅介護を開ઃし、医療と看護、介護を通じた地域ͮくりをめざしている。
ɹ

ُҪɹࠀయʢかめいɹかつのりʣ
1982年ɹळ田大学医学部を卒業
1994年ɹന医療福祉ࡒ団നはまΏう病院院
2008年ɹ医療法人生ण会かわな病院院
2010年ɹ医療法人生ण会理事ʢかわな病院院݉務ʣ
2015年ɹかわな病院地域แׅケアࢧԉセンター
2018年ɹ֮Ԧࢁ内科ɾ在宅クϦχοク、在宅ϗスϐスはまΏうを開ઃ
、在は医療法人生ण会理事、かわな病院在宅ケアセンター センター、在宅ϗスϐスはまΏう ౷ׅϦーダーݱ
֮Ԧࢁ内科ɾ在宅クϦχοク院
ɹ

小倉ɹʢおぐらɹかずやʣ
はちのへϑΝϛϦークϦχοク院。/10在宅ケアをࢧえる診療所ɾ市ຽ全ࠃωοτϫーク෭会。/10法人
3FDPOOFDU理事。日本プラΠϚϦɾケア連合学会ೝఆ医ɾ指ಋ医。全ࠃ在宅療ཆࢧԉ診療所連བྷ会世話人。日
本在宅医療連合学会ධٞ員。
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࣮ફަྲྀձ̍ �݄��日　ୈ̐会場　�����ʙ�����

在宅ੜ׆のܧଓ

ωοτϫʔΫ࠲ɿখ　（ͪͷϑΝϛϦʔΫϦχοΫ）
౦ژ߹ಉ大ձ࠲ɿय़ా　໌（ԣਢլதԝྍॴ）

൪߸ ൃද者 ॴଐ 演名

� 村　ଠઘࠓ
医療法人　ࡔསϋーτ会
さ͔ͳしϋーτΫϦχッΫ

ʮՈの介護をडけて、在宅でΒしていきたいʯ
ʕ͝本人のཁにఴ͏ҝ、உ༷がڷؼ同ډした
ケースの介ʕ

� 森　����ହ࣏
社会ࢱ法人　ྕࢁ会
小ن多ػϗーϜ　;もとのՈ

小ن多ػϗーϜにྡする高ྸ者ॅ宅でのੜ
活ࢧԉ

� ฌఈ　ढ़Ұ
医療法人　य़会　
介護人保݈ࢪઃ　アメχςィࠃ
 	૬ஊάループ　ࢧԉ૬ஊһ 


ʮ�ϒϥッシϡアップ入ॴɾϦϋڧԽ期入ॴ࡞ઓʂʂʯ
～　人保݈ࢪઃシϣーτスςィで在宅療ཆをࢧ
ԉする　～

� 南ཬ　ྋ子
医療法人みͲΓάループ
ϦϋϏϦηンλー大村　介護෦

在宅療ཆࢧԉをݟਾ͑たഉᔔケアの࣮ફ

� 小ࢁ　幸ଂ
医療法人社団༏和会
人保݈ࢪઃ
ケアηンλーເ͘ΒͿࢁؗ

ʮ目のલの利用者さんの̍ ̌ະདྷのসإをकる͜
とʯ

� 小　ܗจ
医療法人社団め͙み会田村ΫϦ
χッΫ دΓのͳいಠډ高ྸ者をҬで͑ࢧる

� 大　ޭ߶
医療法人あいͪ療会
のͳみ๚護スςーシϣン

ϦϋϏϦςーシϣンと活ಈ参加

� ޱ　༝ل子
下ࢤ病院　
Ҭ医療連携ࣨ

Ҭの患者༷の在宅でのੜ活継続をࢧԉする当院
Ҭ医療連携ࣨでͬߦている病院がͬߦているऔ
組

� 高原　ت子
有ݶ会社　ࡊのՖ　ࡊのՖケアプ
ϥンηンλー

ʮおܑͪΌんやͬたΒ、Կと͔して͘Εるʁʯ̥̖ ̧
̩̎
★フォローアップ対象

目次に戻る
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࣮ફަྲྀձ̎ �݄��日　ୈ̑会場　�����ʙ�����

๚αʔϏε・௨ॴαʔϏε

ωοτϫʔΫ࠲ɿԬ࡚　Ղࢠ　（༗ݶձࣾ　ࡊͷՖ）
౦ژ߹ಉ大ձ࠲ɿ҆　ॱࢠ　（ॴɾσΠαʔϏε　ͻ Β͙͠ͷ͍͑）

൪߸ ൃද者 ॴଐ 演名

� ླ　和子
社会ࢱ法人お͔͛さま
デイαーϏスηンλーお͔͛さま

���ˋՔ働のೝ知対Ԡܕ小نデイαーϏス
のӡӦํ法

� 　ཽ
特ఆ医療法人　社団若林会
介護人保݈ࢪઃ　湘南わ͔
ԓػ܇࿅ࣨ

介護༧ɾৗੜ活ࢧԉ૯合事ۀの๚ܕαーϏ
ス̘の活用ํ法について

� ޗ　ࠃ٢
特ఆ医療法人フΣχッΫス ૯合事ۀアイディアউෛ～֤原ࢢと協働で৽

たͳνャϨンジを～

� ቇ田　Ұ幸
医療法人社団　༏和会
松Ӭ医院௨ॴϦϋϏϦςーシϣン
ηンλー

௨ॴϦϋϏϦςーシϣンのଔۀとͦのޙ

� ഡ原　Ώみ
特ఆ医療法人社団若林会　
若林会ډ宅介護ࢧԉ事ۀॴ

ॅまいをࣦͬたஉ性が高ྸ者ॅ宅でऔΒΕるま
で

� 大田　ܚҰ
医療法人社団会　
άループϗーϜ΄ͬ͜Γ҇

ୡのʮऔΓʯࢲ

� 内　ߞ
ੜ活Ϋϥϒ෩の村　
ॏ৺௨ॴさ͘Β

ॏ৺োࣇ者の入ཋを͛よ͏Ҭ協ྗࢪઃ
入ཋαーϏスʮのͼのͼʯ

� 田ޱ　༃
特ఆඇӦ利法人　本૯合ϦϋϏ
Ϧスτ協会
ʢžŰűƄžţŪŴŖŷ上ߔʣ

ເを͑るデイαーϏスプロジΣΫτ

� ล　ಙܙ
医療法人社団　会　
ϗーϜϔルプスςーシϣンであい

ʮ૬手のύーιφルスϖースを知る͜との大さʯ　
～　人ͦΕͧΕにある৺のྖҬ　～　　

�� 村　理ܙ
医療法人社団　会　　
ϗーϜϔルプスςーシϣンͻまわ
Γ

ኼする利用者༷をकるҝに
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࣮ફަྲྀձ̏ �݄��日　ୈ̒会場　�����ʙ�����

؇έΞとऔΓ

ωοτϫʔΫ࠲ɿதౢ　ࢠܒ　（ҩྍ๏ਓܒ�༑ձ　ͳ͔͡·ྍॴ）
౦ژ߹ಉ大ձ࠲ɿ҆౻　உ　（ϦόʔαΠυΫϦχοΫ）

൪߸ ൃද者 ॴଐ 演名

� ٢田　美ل子
医療法人社団会　
ॴͻまわΓۀԉ事ࢧ宅介護ډ

ԉࢧについての『ر期の࠷のࢲ』

� ਸ਼保　ڮ∁ ͪのファϛϦーΫϦχッΫ
ʮҬでできる在宅医療とऔΓʯについてݚ修
会͔ΒのҰߟ

� 上　ҁ子ࡾ
株式会社�༔愛�๚護スςー
シϣンあいΩャンφスӊࢁ

小ࣇ在宅医療の経験がしいҬで͑ࢧた小ࣇの
在宅औΓʕ小ࣇがんの終末期を在宅でա͝すた
めの݅ʕ

� ਅ理　ډં
医療法人社団࣮幸会
南ദ๚護スςーシϣン

άϦーフケア～ࢲたͪにできる事～

� 大谷　ത美

医療法人社団ຬण会　
ϲౡ在宅医療療ॴ　　
ʢ護෦౷ׅʣ社会ࢱ法人　
ᴈ会　ϲౡ΄΄͑みのڷ

在宅医療療ॴと人ࢪࢱઃの介護ྗで͑ࢧる
औΓ～ੜ活のでԺや͔でࣗવͳ࠷期を～

� ౡ　५
医療法人ܒ友会
̜̝ め͙み　め͙み̎ 　介護士

終末期ॖ߆が͘ࠅ᧘ᚃが࣏Γに͘いํのসإをऔ
Γすʂ～ϦϋϏϦ職とのॖ߆ケアのऔΓ組み～

� फ　౻ޙ
ੜ活介護αーϏス株式会社
άループϗーϜϢーカϦ৽松戸

��� ํ͑ߟをੜきてɾɾɾ介護にؔしてのࡀ

� 林　Ն美
医療法人݈会　
จژͻ͔Γのཬ

औΓケアのための連携とޡࡨߦࢼ
�ʮ;つ͏のΒしʯのためにऔΓ組んͩ͜と�

� ਂ田　知༸ߐ
̣̥ ̤法人　Ώ͏Βい;　　
Ώ͏Βい;ډ宅介護ࢧԉ事ۀॴ

ʮ終のॅॲʯを͑ߟるҙܾࢥఆࢧԉ　～人ੜの࠷
終ষを、本人のいをټみՈɾ多職種で͑ߟる
～ʢフォローアップ対象ʣ

�� ొඌ　友ل
社会ࢱ法人　ྕࢁ会
特ผཆ護人ϗーϜ　フϥϫー
ϗーϜ　

特ཆ入ॴ者のࣗ宅औΓの

�� 西　ߊ߂ 介護人保݈ࢪઃ　͗͝ΐ͏のཬ
Զの人ੜԶがܾめるʂʂ࠷期までࣗのੜきํを
؏いた̮ さん

�� ᴡ田　ྑܙ
医療法人社団若林会　
わ͔๚護スςーシϣン

͜Εͬて終末期͡Όͳいʁʕ多職種によるҙܾࢥఆ
た̍͑期を࠷ԉと連携がͦの人Βしいࢧ 事例ʕ�

�� 子ر田　ѥؠ
医療法人ੜण会　
͔わͳ๚護スςーシϣン

,病院在宅ケアηンλーにおけるアυバンスɾケアɾ
プϥンχンάの՝

�� Ԭ田　美ஐ子
特ఆ医療法人社団若林会　
湘南中央病院
在宅療Պ

病院と在宅がつͳ͙औΓ
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�݄��日　ୈ̓会場　�����ʙ����� ࣮ફަྲྀձ̐

ਓࡐҭ・ڭҭ

ωοτϫʔΫ࠲ɿݪ܂　༝࣍　（̣̥ ̤๏ਓηΧϯυϦʔά࡛ۄ）
౦ژ߹ಉ大ձ࠲ɿੁݪ　༝ඒ　（શ国๚ϘϥϯςΟΞφʔεͷձ　Ωϟϯφε）

൪߸ ൃද者 ॴଐ 演名

� ℬ原　
医療法人社団๖ؾ会
　๖ؾԂ大和௨ॴ介護ʮଂの
౬ʯ

コϛϡχケーシϣンྗ上のऔΓ組み～人
ήーϜのັྗとͦのՄ性～

� 小ݟ　和೭
医療法人宮田医院　
ケアηンλーͮࡩつみ

ड入のమଇ～ࢪઃのडけ入Εج४ͬてԿʁ～

� 井上　ًত

大和会άループ社会ࢱ法人ਇμ
イϠϥイフࢱ会
特ผཆ護人ϗーϜあ͟みのཬ����
ʢ介護ࢧԉઐһʣ

人ࡐҭとັྗある職ͮ Γ͘利用者、職һํ
に༏しいケアを目指して

� 村井　߳৫
社会ࢱ法人ੜ活Ϋϥϒ
ੜ活Ϋϥϒ෩の村特ཆϗーϜ八֗　
ઃࢪ

ࣦഊ͔Βֶんͩ大ͳग़会いにͳるための४උɾɾɾ

� 中村　ਅ美
医療法人ܒ友会ͳ͔͡ま療ॴ
๚介護事ۀ෦

๚介護の人ࡐෆ

� ਸ਼保　ڮ∁ ͪのファϛϦーΫϦχッΫ 人ࡐҭɾڭҭとしてのʮ'"I3ʯの活用
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࣮ફަྲྀձ̑ �݄��日　ୈ̔会場　�����ʙ�����

地域Ͱ͑ࢧΔೝέΞ

ωοτϫʔΫ࠲ɿଟބ　ޫफ（ҩྍ๏ਓ�݈ձ　ΤϧωεҩྍΫϦχοΫ）
౦ژ߹ಉ大ձ࠲ɿ؛ࢁ　大ี（ੜ׆հޢαʔϏεࣜגձࣾ）

൪߸ ൃද者 ॴଐ 演名

� 田　
医療法人社団　࣮幸会
いΒΒ療ॴ

άループϗーϜにおけるੜ活ػ上にけたҰ
ؒのऔΓ組み

� ৽谷�千Ն
医療法人社団　会
άループϗーϜҰࣉ΄ͬ͜Γ҇

གྷΓɾ目తにԠ͡たମૢにしてみてのମػɾ
ҙཉのධՁ

� ླ　໌美
医療法人宮田医院　
ケアηンλーͮࡩつみ

མͪணいてա͝せるۭؒ～ԶのॴͲͩ͜ �� ～

� 　పߥ
介護人保݈ࢪઃ　͗͝ΐ͏のཬ চҬのおҿみ　～ೃછみのإがͦ͜に

ある～

� ఒࢁ　ֆཬ子
社会ࢱ法人　ྕࢁ会　
フϥϫʵϗʵϜډ宅介護ࢧԉ事ۀ
ॴ

ਫ਼ਆঢ়をͬたೝ知のํの在宅ࢧԉ

� ෦　ҏࠤ夫
医療法人社団　๖ؾ会
๖ؾԂ人ϗーϜʮすみΕʯ

人ੜのޠճ法によるೝ知ケア
★フォローアップ対象

� 西村　ప
医療法人宮会　
介護ࢧԉηンλーみや ᶘ͗

ೝ知の理ղをਂめて͘ҝのアプローν
★フォローアップ対象

� ಙ田ӳ߂
医療法人ネϦϠ
ファϛϦーΫϦχッΫネϦϠ

アルπϋイマーܕೝ知の終末期の経管ӫཆɾң
ᚈ造ઃにؔする本人のҙࢥのଚॏとՈの৺の༳
Εのࢧԉ
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�݄��日　ୈ̕会場　�����ʙ����� ࣮ફަྲྀձ̒

έΞとӫཆཧߢޱ

ωοτϫʔΫ࠲ɿ大　Ԇ（大ࣃՊҩӃ）
౦ژ߹ಉ大ձ࠲ɿொࢁ　༟ඒ（͍ΒΒྍॴ）

൪߸ ൃද者 ॴଐ 演名

� لࠤ　౻ࡈ
特ఆ医療法人フΣχッΫス　
αンバϨー͔͔み

༧とૣ期介入がࢲ～ݤたͪのഏԌ༧ઓུ～

� ླ�ֆ美
特ఆ医療法人社団若林会
介護人保݈ࢪઃ　湘南わ͔
ԓ�

介護人保݈ࢪઃにおける৯ࢧԉのऔΓ組み
ʕޠݴௌ֮士のࢹ͔Βʕ

� 中村　܆
医療法人　大和会
άループϗーϜਇいきいきֶߍ

৯事ઁऔҙཉの下した入ډ者のアプローν

� 　正ਔ
特ఆඇӦ利法人　本૯合ϦϋϏ
Ϧスτ協会　ࣃՊ医院

ˌύーΩンιン　ˌңロ　ˌ多職種協同　ˌ経ޱ
ઁऔ～ύーΩンιン病を͔͔͑経ઁޱऔにけた
νーϜ医療～

� ദ　昌史
ദࣃՊ医院

ΦーϥルフϨイルの༧

� จࢁࣈ　ึਸ਼
西東ߢޱژケアスςーシϣン

在宅ケアにおけるࣃՊӴੜ士のׂ

� �༝ل子
ӫཆαϙーτνーϜ　Ϩインߢޱ
Ϙー

༷ʑͳ͔֯Βʠ৯るʡを͑ߟる在宅๚ӫཆ
指導の࣮ࡍ

� 小ઘ　貴子
医療法人社団࣮幸会
いΒΒ療ॴ　病౩

ʮ多職種連携のߢޱケアの࣮ࡍ～病౩͔Β在宅
～ʯ

� Ұݡ　本ࡔ
医療法人みͲΓάループ　ϦϋϏ
Ϧηンλー大村
ϦϋϏϦςーシϣン෦

ᅞ下ػのԽに合わせた対Ԡでޙ࠷まで৯続
ける
★フォローアップ対象

�� 小ੁ　Ұ߂
ジϡネスデンλルΫϦχッΫɾळ田
৯介護ڀݚ会

ԕִ๚ࣃՊ療にೝఆ৯事αϙーλーを活用
したઁ৯ᅞ下指導例

�� 中��ग࣮
ॴいΖΓۀԉ事ࢧ宅介護ډ

৸たきΓ͔ΒࣗྗาߦɻカϥΦケ࠶։のເをՌ
たした高ྸ者事例ᶃ～ເをபに本人、࠺、多職種
をケアマネジメンτしたཱ͔Β～

�� 手௩　จӫ
医療法人　た͔͗ࣃՊ

৸たきΓ͔ΒࣗྗาߦɻカϥΦケ࠶։のເをՌ
たした高ྸ者事例　　　ᶄ　～טめる࡞ޱΓとӫ
ཆվળでເの࣮ݱに協ྗ～

�� 高田　༃
ެӹ社団法人　東ژ๛ౡ۠ࣃ
Պ医師会 ICTを活用して多職種連携で͙ܨҬแׅケア
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࣮ફަྲྀձ̓ �݄��日　ୈ�0会場　�����ʙ�����

地域แׅέΞ

ωοτϫʔΫ࠲ɿळࢁ　༝ඒࢠ　（Ұൠஂࡒ๏ਓࣾձڀݚࢱॴ）
౦ژ߹ಉ大ձ࠲ɿᖒ　জߒ（+"�ްੜ࿈　ٱࠤ૯߹පӃ）

൪߸ ൃද者 ॴଐ 演名

� ֟原　র໌
社会ࢱ法人　ੜ活Ϋϥϒ
八֗ࢢ南෦Ҭแׅࢧԉηンλー

Ҭに根付いたҬแׅケアをਐめるために

� 田　ਅथ
医療法人　社団若林会
౻࣏໌ࢢҬแׅࢧԉηンλー

ҬแׅケアシスςϜਪਐにおけるҬแׅࢧԉ
ηンλーのׂ～ҕୗܕแׅとしての࣮ફとͦの
～քと՝ݶ

� 田　ത೭ؠ
医療法人ੜण会ޒ�ϦϋϏϦ
ςーシϣン病院
ϦϋϏϦςーシϣンՊ理ֶ療法士

௨ॴϦϋϏϦにおけるҬแׅケアけた՝

� 小ੴ　ਅ子 ;み;みカルλڀݚ会
Ұൠ高ྸ者に対するަྲྀπールとして݈߁カルλ
をऔΓ入Εたڀݚʵ団にॅΉ高ྸ者の介護༧
にؔわるϦーμーのࢧԉʵ　ୈ �ใ

� ګ　ޱࢁ
フΣχッΫス૯合ΫϦχッΫ
૯合スμンηンλー　Ҭ連携ࣨ

���� をݟਾ͑たҬデβインػのڧԽ
～૯合ड付ػをڧԽしシーϜϨスͳ連携を目指
して～

� 高　༟ོࠨ 特ఆ医療法人フΣχッΫス
フΣχッΫスྲྀҬแׅケアシスςϜ～医療介護
ෳ合ࢪઃでのऔΓ組み、ޙࠓのల～

� ੴ田　࣏
医療法人ੜण会
͔わͳ病院

ಁੳ医療と在宅医療ɾ介護連携のํ性

� 上村　ഢ人 医療法人社団　上村医院
ʮҬแׅケアシスςϜのアτカϜධՁとしての
検討の検討ʯ
ʵ৽ׁڕݝপҬの医療අが本Ұ҆い理༝ʵ

� 田಄　༐人
αーϏス付き高ྸ者けॅ宅アン
ジϡ͔わͳ

αーϏス付き高ྸ者けॅ宅アンジϡ͔わͳのऔ
Γ組み

�� 　Ղޖ
のͳみ๚護スςーシϣン
ϦϋϏϦςーシϣン෦

利用者͔Βֶんͩϗンτにඞཁͳ連携

�� ઔ　ਅ
医療法人社団め͙み会
田村ΫϦχッΫ

在宅ࢧԉ療ॴにおける̢̨ ̬のׂと՝

�� ۙ౻　眞理子
医療法人　あいͪ療会
ୌのਫ　ܜいのֶߍ

中Ұ時ࢧԉ事ۀにおける医療ケア

�� ҏ౻　ਗ਼ੈ
医療法人社団　੩࣮会　
ͳいと͏ΫϦχッΫ

๚ӫཆ৯事指導まͬたの ʁ͔
★フォローアップ対象

�� ࢬ田　উߐ
医療法人　宮田医院
みやた๚護スςーシϣンډ宅
介護ࢧԉ事ۀॴ

時の対Ԡについて～ケアマネージャーとしてࡂ
～てきた͜とͬߦ
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�݄��日　ୈ��会場　�����ʙ����� ࣮ફަྲྀձ̔

৽͍͠ࢼΈ

ωοτϫʔΫ࠲ɿ٢Ӭ　ོࣜג）　ߦձ τࣾʔϤʔɾϓϦϯτࣾ）
౦ژ߹ಉ大ձ࠲ɿా　തত（特ఆҩྍ๏ਓࣾஂ�एྛձ　ভೆதԝපӃ）

൪߸ ൃද者 ॴଐ 演名

� 松ඌ　和࠸
特ఆ医療法人　フΣχッΫス　在
宅ࢧԉΫϦχッΫ

あきΒめͳいϦϋϏϦ　若さͦ͜࠷大のث～ॏ
 �例の経験͔Β～

� 大౻　༸
医療法人宮会　宮医院　Ϧϋ
ϏϦςーシϣンՊ

άループϗーϜ内における大଼ۙࠎҐ෦ંࠎに対
するϦϋϏϦ̎ 　★フォローアップ対象

� 種子田　ߛ子 たͶͩ内Պ　ܗ֎Պ
高ྸ者の֎ইに対するࢼみɿスΩンςアーやද皮
ണの対Ԡ

� ٢Ո　
ੜ活介護αーϏス株式会社　介護
付有ྉ人ϗーϜ　ϢーカϦ小金
原介護職

ʮτイϨにߦきたいʯ本人のرを͔ͳ͑るため
にɾɾɾ～有ྉ人ϗーϜでのؔわΓやׂにつ
いて～

� 内田　थ
医療法人すͣΒん会たΖ͏ΫϦ
χッΫ

Φンϥイン療を用いた在宅医療の࣮ࡍ

� Ѩ෦　友ܙ
医療法人社団　๖ؾ会　๖ؾԂ
ೋொ療ॴ
๚ϦϋϏϦςーシϣン　ΓΒい;

職ۀผʂあͳたԿาาいています ʁ͔　～๖ؾ会
7FS� ～

� 南ग़　ହ
ੜ活介護αーϏス株式会社　ά
ループϗーϜさ͘Β

ʮ入ډ者༷ͦΕͧΕのເとرを͑るʯ　～ݩ
～ͳ͏ͪにؾ

� 大谷　༃子
医療法人社団๖ؾ会
๖ؾԂ௨ॴϦϋϏϦηンλーӜࠤ

ʮおで͔けϦϋϏϦʯใࠂ

� 西村　࡙ل

大和会άループ　社会ࢱ法人ਇ
μイϠϥイフࢱ会
特ผཆ護人ϗーϜ　あ͟みのཬ
ʢ介護ʣ

ʮ৽しい時と共に࣭の高いケアを目指して　
～μイϠϦンά～　ʯ

�� ኍ　和美
医療法人　ܒ友会　介護人保
ઃ　བ西けいΏ͏のཬࢪ݈

৺にدΓఴ͏アルバϜͮ Γ͘

�� 大　Ұࢬ
ੜ活Ϋϥϒ෩の村特ཆϗーϜ八֗
内　ఆ期८ճスςーシϣン八֗
ఆ期८ճαーϏスʢ在宅෦ʣ

ケアメンʢஉの介護者αロンʣ

�� ล　ͳͳみ
ϲౡ在宅医療ࢿྉॴ
在宅医療コーディネーτηンλー

৽ઃʂ在宅医療コーディネーτηンλー～有চ療
ॴにおける入退院ࢧԉのऔΓ組みについて～

�� 井　݈ೋࠤ

大和会άループ　社会ࢱ法人ਇ
μイϠϥイフࢱ会
Ϣχッτܕ特ผཆ護人ϗーϜឺ
の

高知ݝॳ、ࠃ࢛།ҰのϢχッτϦーμーݚ修࣮
ઃのऔΓ組みࢪ修ݚ
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࣮ફަྲྀձ̕ �݄��日　ୈ�2会場　�����ʙ�����

ༀの医療介護࿈ܞ

ωοτϫʔΫ࠲ɿഡా　࢘ۉ　（༗ݶձࣾϝσΟϑΣχοΫείʔϙϨʔγϣϯ�ༀͭہΊϑΝʔϚγʔ）
౦ژ߹ಉ大ձ࠲ɿۄҪ　యࢠ（ࣜגձࣾ༑ѪϝσΟΧϧ）

൪߸ ൃද者 ॴଐ 演名

� 大平　美保子
株式会社ときのや薬局

貼付剤について　～患者さんに聞きました～

� 眞鍋　知史
玉造眞鍋薬局

患者に合わせた調剤の工夫

� 西村　淳
友愛メディカル
友愛薬局　六高台店

多職種連携による服薬管理～内服薬の配薬、吸入
管理の検討～

� 井上　修士
株式会社　千葉薬品 保険薬局薬剤師が退院時共同指導に参加する有用

性

� 宮澤　正幸
医療法人社団若林会　
湘南中央病院　薬局

がん終末期の在宅患者における持続皮下投与で使
用するデバイスの特徴と経験

� 森谷　貴史
友愛メディカル
友愛薬局　小金原店

当薬局における多職種連携～ ICTを利用した事例
も含めて～

� 小手　美和
友愛メディカル
友愛薬局　東松戸店

薬剤師と介護職との協働連携

� 根本　昌幸
株式会社アインファーマシーズ　
アイン薬局　八戸店

ICTを活用した保険薬剤師と多職種との連携
★フォローアップ対象

� 宇田　和夫
古河薬剤師会　株式会社ファーコ
ス

薬剤師とケアマネジャーの連携による継続性のあ
る服薬管理の仕組み『古河モデル』構築を目指し
て
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�݄��日　ୈ̔会場　�ɿ�0ʙ�2ɿ00 講演̎　/8ཧࣄձاը

ଟ৬छとࢢຽの࿈ܞΛͲのΑ͏ʹਪਐ͖͔͢
ʙଟ৬छ࿈ܞのίϯϐςϯγʔの׆༻ʙ
খ　　（ͪͷϑΝϛϦʔΫϦχοΫ　Ӄ）【࠲】
　　　çݪ܂　༝࣍　（ྍॴɾࢢຽશ国ωοτϫʔΫ　ཧࣄ）
【講ࢣ】খ୩　༱　（ϔϧύʔεςʔγϣϯᠳԓ　ॴ）
　　　çඌ　ར加ࢠ（ࣜגձࣾඌҩྍ࿈ࣄܞॴ　දऔక）
　　　çय़ా　३ࢤ　（ஜ大学ҩ学ҩྍܥ　।教授）

খ୩ɹ༱
多職種を知Γ、Ҭも知るɻ
ʮഎܠʯ
Ҭでの活ಈをしている多職種がগͳ͘、多職種がҬにग़てい͘ඞཁを͡ײると共に、多職種のूまΓも

ͳいɻ
ʮ目తʯ
ʢ�ʣ�ࣗのཱをͬきΓさせてൃݴをする͜とɻ
ʢ�ʣ�おޓいのઐ性やݸ人をଚॏし、理ղし合͏ɻใ共有してΒしにཱてる͜とを͜͏ߦとɻ
ʢ�ʣ�݄̍ ճษڧ会を։࠵する͜とɻ
ʢ�ʣ�知ࣝをҬにؐݩするために、Ҭ参加ɾҬڭҭをする͜とɻ
ʮํ法ʯ
ʢ�ʣ݄�ճ多職種でのษڧ会を͏ߦɻ
ʢ�ʣ店֗のேࢢにてேםをൢച
ʮ݁Ռʯ
݄�ճ多職種でのษڧ会、�લ͔Βͬߦているɻ店֗での活ಈ�લ͔Βͬߦてるɻ
ʮߟʯ
多職種のษڧ会を͜͏ߦとで、ޓいの職種のׂΓが͔Γ、ී ஈのやΓऔΓでもスϜーズに͑ߦるよ͏にͳͬ

たɻ
店֗にग़る͜とによΓҬとؔわΓを持つ事で、Ҭの͜とがྑ͔͘るɻ
ʮ݁ʯ
Ҭを知るに、多職種とのإの͑ݟるؔ性と、Ҭを知る͜とがॏཁであるɻ

ඌɹརՃࢠ
����でࢢԬݝܗࢁ ͔Β���� まで、病院のҬ医療連携ࣨ事職として、病病ˠ同職種ˠ多職種

連携のを構築したɻあるの多職種連携の会で、入退院ࢧԉおよͼ在宅療ཆ՝の中に、ؔ者ͩけで
し合いを続けてもղܾできͳいモϊがあると͡ײたɻ
Ԭࢢの高ྸԽ���� に ����ˋのࠐݟみであΓ、高ྸ社会の構造͔Βىきる՝ղܾに、医

療介護ۀքҎ֎の͔Βの理ղと連携がඞਢͩɻし͔し、医療介護ࢢ、ϏジネスଆにとͬてメϦッτがײ
͡ΒΕͣڵຯをࣔさͳいɻまたৗۀの中で、݈߁ͳࢢຽが医療介護ใにڵຯをࣔさͳいも͡ײて
いたɻ
͜͏いͬたݱঢ়に対し、病院の֎͔Β多職種と社会をつͳ͝͏と���� に病院を退職、Ҭと医療をつͳ

ຽとのަྲྀのͮࢢʡをઃཱしたɻ��ؒの多職種連携とݿʠ連携コϫーΩンάスϖースみͲΓまͪจڌ͙
Γ͘にؔする経験͔Β、ҬแׅケアシスςϜの࣮ݱにඞཁと͡ײている͜とをお͑するɻ

य़ాɹ३ࢤ
多職種連携にඞཁͳྗとして、多職種連携コンϐςンシーが ���� に本でも։ൃさΕ、ͦのޙϫーΫ

シϣップやධՁදͳͲに活用さΕてきたɻ本ηッシϣンで、小谷さん、ඌさんのऔΓ組みを౿ま͑、多職種
とࢢຽの連携について多職種連携コンϐςンシーの組みでଊ͑ͳおし、ଞのҬでのస用Մ性について

/8ɿ/10ࡏέΞを͑ࢧΔྍॴ・ࢢຽશࠃωοτϫʔΫ

目次に戻る
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ディスカッシϣンするɻ

ʲུྺʳ
小୩ɹ༱夫ʢこたにɹのͿおʣ

者ʢ前職ௐ理師ʣڙ在ϔϧύーステーションᠳԓɹ所ʗαーϏスఏݱ
会会員ɼ田࢜介護福祉ژをり্げる会දɼ東ݯࢿ師などをしている。地域の社会ߨしてߦ場の業務とฒݱ
۠訪問介護事業者連བྷ会ද。

ɹ
ඌɹརՃࢠʢせおɹりかこʣ

2002年ɹԬڠ立病院入職ɹ地域医療連携ࣨଐ
2015年ɹʢגʣスτϩーϋοτʢ/FU46ӡӦ会社ʣ入社ɾ৽規事業開ൃνーϜଐ
2017年ɹ	ג
ඌ医療連携事務所ઃ立ɹද取క

ɹ
य़田ɹ३ࢤʢはるたɹじΎんじʣ

2004年4月ɹɹ東ژほくとԦࢠ生ڠ病院
2015年�月ɹɹ東ژ大学大学院医学ܥ研ڀ科内科学専߈ത࢜՝ఔ修ྃɹ
2015年4月ɹɹஜ大学ෟଐ病院総合診療άϧープ
2018年4月ɹɹஜ大学医学医療ܥɹߨ師ɹ
2019年4月ɹɹஜ大学医学医療ܥɹ।ڭत

講演̎　/8ཧࣄձاը �݄��日　ୈ̔会場　�ɿ�0ʙ�2ɿ00

/8ɿ/10ࡏέΞを͑ࢧΔྍॴ・ࢢຽશࠃωοτϫʔΫ
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�݄��日　ୈ̔会場　��ɿ�0ʙ��ɿ�0 /8ཧࣄձاը（ϫʔΫγϣοϓ）

ଟ৬छとࢢຽの࿈ܞΛͲのΑ͏ʹਪਐ͖͔͢ɹ
ʙଟ৬छ࿈ܞのίϯϐςϯγʔの׆༻ʙ
খ　　ç（ͪͷϑΝϛϦʔΫϦχοΫ　Ӄ）【࠲】

（ࣄຽશ国ωοτϫʔΫ　ཧࢢྍॴɾ）ç　࣍༝　ݪ܂
【講ࢣ】य़ా　३ࢤ　ç（ஜ大学ҩ学ҩྍܥ　।教授）

（Έྍॴ͓͓　ڠҩྍੜۄ࡛）ࢠඒٱ　ݪੁ
খ۲　路ܙ　ç（ੜڠ　ුؒྍॴ　ࢣޢ）

ΒΕますɻ͛ڍネッτϫーΫの特徴としてҎ下のがࠃຽશࢢたͪ療ॴɾࢲ
ᶃ　Ҭแׅケアのඞཁ性をૣ期͔Βఏএしਪਐしてきた団ମである͜と
ᶄ　ݱの医療ࢱ介護のઐ職およͼࢢຽによる団ମである͜と
ᶅ　上هᶃᶄを౿ま͑、ަྲྀおよͼใ共有と活ಈのࢧԉをશࠃతにͬߦてきた組৫である͜と
ᶅを継続తにͬߦてきた団ମとして、͜Εまでの経Ңとݱঢ়を౿ま͑、ݱのҙݟや活ಈを、ࠃの理೦や

ҬのߦのऔΓ組みと݁ͼつけ、࣮ޮ性のあるҬแׅケアシスςϜを࣮ݱするためのࢧԉを͜͏ߦとができ
る団ମとして、ଞの団ମにできͳいׂを୲い͏るものと͑ߟますɻ
͜の͜とを౿ま͑、理事会اըとしてޙࠓのํ性を会һがٞするاըをࣛࣇౡ大会、ͪの大会と継

続しましたɻまた、۩ମతͳ多職種連携のվળのための理を活ಈに活͔ͦ͏と、大ࡕ大会で多職種連携コ
ンϐςンシーを։ൃさΕたஜ大ֶෟଐ病院のय़田淳ࢯࢤをおটきしϫーΫシϣップをߦいましたɻ
͜のྲྀΕを౿ま͑、多職種とࢢຽが参加する特徴ある団ମとして、ݱの医療介護ؔࢱ者の多職種連携

の࣭をਂめ、ࢢຽも参加したҬแׅケアシスςϜとҬ共ੜ社会の࣮ݱにد与するため、多職種連携コンϐ
ςンシーを理ղし連携に活͔すためのݚ修を、本プϥイマϦɾケア連合ֶ会の多職種連携ҕһ会と共に։ൃ
する͜ととͳΓましたɻ
いͳがΒ、当会として͜てདྷΒΕたํʑのおもͬߦ修を法人内でݚを͡め、͜のよ͏ͳࢯճय़田ࠓ

のコンϐςンシーݚ修を௨͡てͲのよ͏に多職種連携をਪਐして͘ߦき͔、共に͑ߟるػ会にしたいとࢥいま
すɻ

/8ɿ/10ࡏέΞを͑ࢧΔྍॴ・ࢢຽશࠃωοτϫʔΫ
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ᶗ࠲ຽެ։講ࢢ �݄��日　ୈ̎会場　�ɿ�0ʙ�2ɿ00

ਓֶؒΛࠜڌとͨ͠ೝέΞ

͞　ೋ（ΈͲΓάϧʔϓදݡ　ੴా【࠲】 Β͘ΫϦχοΫӃ）
【演者】ࡾ　य़थ（ੜ׆ͱϦϋϏϦڀݚॴ　ද）

ʮ人ֶؒをࠜڌͱͨ͠ೝ知έΞʯ
『͜のݱ特ผͳ͜とをしてをしていͳいのに、ͳんで人がམͪணいてるの ʁ͔いや、特ผͳ͜とをして
いͳい͔Β、མͪணいているんですɻ;つ͏の͜と、つまΓ、ੜ活తͳ͜とをͪΌんとやる͜とͦ͜ೝ知ケア
ですɻ』

ʲུྺʳ
ੴ田ɹݡೋʢいしだɹけんじʣ

ত�2年生まれ
࡚大学医学部卒、ୈҰ内科入ہ
࡚大学病院、日赤࡚原ര病院、大分県立病院など関連病院ۈ務
ฏ成7年࡚県大村市で、さくらクϦχοク	ແচ診療所、ݱ在は༗চ診療所
開院
ɹळᓎᬭ院ʢ在宅療ཆࢧԉ診療所、通所ϦϋϏϦ、訪問看護ʣ

ϦϋϏϦセンター大村ʢ介護人อ݈施ઃʣ
こすもすケアセンターʢ居宅介護ࢧԉ事業所、ϔϧύーステーション、σΠαーϏスセンターʣ
ケアϗーϜळᓎʢॅ宅ܕ༗ྉ人ϗーϜʣ
ケアϗーϜࡩഅ場ʢྸߴ者専༻ିॅ宅ʣ
せせら͗ʢ看護小規模多機ܕ居宅介護事業所ʣで構成する、みどりάϧープද

ɹय़थɹʢみよしɹはるきʣࡾ
1950年、ౡ県生まれ。ಛผཆ護人ϗーϜの生活指ಋ員としてۈ務後、理学療法࢜となる。1985年に「生活
とϦϋϏϦ研ڀ所」をઃ立。ݱ在年間180回をえるߨԋと実ٕ指ಋで、ݱ場にઈ大な࣋ࢧをಘている介護分の
ୈҰ人者。介護、看護、ϦϋϏϦのみならず、医療や心理、思領域にまで大きなӨڹを༩えている。݂ӷܕは"
。ܕ

ʲ主なஶ書ʳ
ʰ関係োʱh ೝ介護 ʢɦӢ書ʣh じいさんɾばあさんのѪしかた ʢɦ法研ʣh なぜ、உはいにऑいのか ʢɦߨ
談社จݿʣなど。h 全ਤղ৽しい介護 ʢɦߨ談社ʣは、介護職からҰൠ家ఉまでരൃ的なചれߦきをଓけている。h 実
༻介護事య ʢɦߨ談社ʣは介護ࣝのܾఆ൛。

目次に戻る
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ᶘ࠲ຽެ։講ࢢ �݄��日　ୈ̎会場　����0ʙ����0

ೝ༧とೝϙδςΟϒ

（ɾӃࣄྍॴ　ཧށҩྍ๏ਓ͋ͮ·ձ大Ҫ）大ᖒ　　ç【࠲】
【演者】ޱࢁ　อ（ೝհڀݚޢɾݚम౦ژηϯλʔ　ηϯλʔ）

ʮೝ知ࡦࢪਪਐ大ߝʯが、ྩ和ݩ �݄��、ೝ知ࡦࢪਪਐֳؔ྅会ٞでܾఆさΕましたが、ߨ師
のޱࢁઌੜ͜の大ߝをऔΓまとめたʮೝ知ࡦࢪਪਐのための有ࣝ者会ٞʯのҕһですɻ͜の大ߝのझࢫ
ʮೝ知のൃをΒせ、ೝ知にͳͬてもرを持ͬてৗੜ活をա͝せる社会を目指しೝ知の人やՈ
のࢹをॏࢹしͳがΒň共ੜ ŉとň༧ ŉをंの྆ྠとして࣮ݱさせて͏͜ߦʯとい͏ものですɻօ༷とともに、
本ߨԋ͔Β、ň共ੜ ŉとň༧ ŉのҙຯをਂ͘理ղできたΒとࢥいますɻ

ೝ知にͳるに、ੜきがඞཁですɻणとೝ知ηッτൢചがج本ͳのですɻӡಈしたΓ、ϙϦフΣϊー
ルʢࡊɾՌʣをઁͬたΓ、͘よ͘よしͳい͜とがମの݈߁にも、の݈߁にも大で、͜Εでੜきで
きると同時に、ೝ知をઌૹΓできますɻͦ͏、ʮೝ知༧ʯと、ઌૹΓする͜とですɻͦして、࠷も֬
࣮ͳೝ知༧法、ੜきしͳい͜とですɻ
ੜきしているといͣΕͳるೝ知について、ٻࠓめΒΕている͜と、ᶃೝ知のネΨςィϒͳイメージʢภ

Βし、ᶄೝ知のϙジςィϒͳ໘をࣔす͜と、また、ᶅたと͑ೝ知にͳͬても、ೝ知といݮやᖻҹʣをݟ
、してʢ%FNFOUJB�DBQBCMFʣ、幸せにੜきΒΕる͜とʢXFMM�CFJOHʣشを๊͑ͳがΒも、もてるྗをൃࠔ͏
ͦして、ᶆͦの事࣮をࣔ͘す͜と、さΒに、ᶇೝ知ケアのネΨςィϒͳ໘͔Γでͳ͘、ϙジςィϒͳ
໘もとΒ͑てケアをする͜とで介護͏つやෛ୲ײをܰݮできる͜と、ᶈೝ知の人やՈにやさしいҬͮ Γ͘
ʢ%FNFOUJB�GSJFOEMZ�DPNNVOJUZʣがਐんでいるݱঢ়をप知する͜とͳͲ、ೝ知にؔする༷ʑͳϙジςィ
ϒͳ໘をもͬと৳してい͜͏とい͏͜とですɻ͜Εがʮೝ知ϙジςィϒʯの֓೦ですɻʯ
ˎ参ߟஶॻ、ʮೝ知ϙジςィϒɿՊֶでͻもと͘সإのΒしとケアのコπʯʢ協同医ॻग़൛、����ʣ

ʲུྺʳ
大ᖒɹɹʢおおさわɹまことʣ

医療法人あͮま会大Ҫށ診療所理事ɾ院として、܈അ県ҏ࡚市で、主にೝのͻとの在宅医療に取組んで
います。在宅ケアをࢧえる診療所ɾ市ຽ全ࠃωοτϫーク෭会ɾ全ࠃ在宅療ཆࢧԉ診療所連བྷ会全ࠃ世話人ɾ日
本年ਫ਼神医学会ධٞ員ɾ܈അ県介護ࢧԉ専門員ڠ会会ɾҏ࡚佐医師会会

ɹอɹʢやまぐちɹはるやすʣޱࢁ
അ܈。അ大学卒業の医師で専門はೝの医療ɾϦϋɾケア。ೝとϦϋの専門医。日本ೝ学会名༪会員܈
大学名༪ڭत。201�年からೝ介護研ڀɾ研修東ژセンター。
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風の萌　　ࢴؔػωοτϫʔΫࠃΔ療ॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ　10/

Ҭの֓ཁ
三ࢢはࠃ࢛のࢢொଜの中で一൪行面ੵのい
ߏޱ෦により人ࢢであり山間෦がଟく、山間෦とࢢ
のঢ়گが大きくҟなります。社人ཱࠃ）ݚ社会保ো・
人ޱ問ڀݚॴ）のࢿ料では、�0�� 年には���00
人ऑの人ޱが�0�0 年には��000人ऑとなり、ྸߴ
Խは�0��ˋが ����ˋにୡするとਪଌされています。
���にあるࢢ 地۠あるうち��� 地 （۠�0��ˋ）は
ք集མで、集མのコミュニݶ以上が�0ˋ以上のࡀ��
テΟのҡ持がඇৗにしいঢ়گとなっており、人ݮޱ
গ時に合った地Ҭ社会ͮくりがٻめられています。

Ҭのҩྍ・հޢମ੍
三ࢢの医療ࢪઃは中֩となるಙౡཱݝ三病院
があり、�0�� 年に৽౩が完しظੑٸ病院としての
ׂを୲っています。ドクターϔリなどۭからのํޙ支
ԉମ੍やフルセットのがん࣏療、認知症のέΞにもऔ
りんでいます。ଞに�つの病院、��の療ॴがあ
り、その中に在療ཆ支ԉ療ॴが �つあります。ߴ
ྸ者հࢪޢઃはྸߴ者人ޱൺでݝトップクラスのඋ
で、ࢪઃのଟい地Ҭです。入ॴఆһも全ࠃฏۉの
��3� ഒありますが、ঃʑに医療धཁྔもհޢधཁྔも
。গにస͡ていますݮ

のऔΓΈߦ
三ࢢは「三ࢢまち・ͻと・しごと生૯合戦ུ」
を͛ܝ、Ҡॅଅਐࡦにੵۃతにऔりみ、医療と
հޢの࿈ܞをਤるとしています。医療ؔは保ݥ医
՝が୲当し、ྸߴ者保݈福祉ܭըは寿・ো福祉
՝が中心となり、հޢ保ۀࣄݥはみよしҬ࿈合が୲
当し、地Ҭแׅ支ԉセンターを社会福祉ٞڠ会にҕୗ
しています。三保݈ॴの医療اը՝は在医療・հ
は地ҬแׅέΞシステϜにࢢ。のௐをしていますޢ

ɹલ߸までは会を࢝ΊίΞメンバーにΑるد稿をリϨーࣜܗでࡌܝさͤて頂きました。今߸
Αり৽しいاըとして「ҬแׅέΞʜʜҬのݱঢ়」とい͏λΠτルでओとして会員ؒにΑ
るリϨーد稿を࢝Ίます。「ҬแׅέΞ」にରするそれͧれのҬの۩ମతなऔりΈについ
会員のํから紹介していただきます。なお、ࣥචしていただいた会員Αり࣍を໊ࢦしていただ
くࣜܗといたしました。༰については্هにؔわるものであれಛにݶఆいたしまͤん、
ごࣗ༝なࣜܗ・จମで 。ఔでお願いできれとଘじますࣈ����

ʮҬแׅέΞʜʜҬͷݱঢ় ᶃʯʕಙ島ࢢࡾ・ݝʕ

ωοτϫーΫࠃΔྍॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ
理�事　ଜࢁ ળل

けて、ฏ ��年よりچொଜݍҬผ（�地۠）の地
ҬέΞ会ٞをそれͧれ年�ճ։࠵し、出てきた問
などを֤地۠ද者会ٞでݕ౼し、ػࡦ会ٞに
өさせようとしています。しかしながら、৬छや৬Ґ
により医療やհޢにରする考えํにはまだまだࠩがあ
ります。また行も�ʙ3年ごとに෦ॺҟ動があって、
୲当者がมわるに考えやରԠもҧってくるのがݱঢ়
です。

۩ମతͳ׆ಈ
三ࢢ医ࢣ会ではฏ��年 ��年と地Ҭ࿈ܞ
修会を中心にऔりݚを迎えてのࢣߨで֎෦ۀࣄڌ
んできました。まだまだे分とは言えͣさらにମ੍を
えるため、本年��݄からは在医療୲当理ࣄもܾめ
ました。当院はݝの在医療ωットワークߏங支ԉࣄ
をきっかけに、ฏۀ ��年 �݄より地Ҭ医療にؔわ
る֤ํ面の৬छの人たちにくし合いの出来るを
ઃけました。ࢢຽもࢀՃした顔の見えるؔのߏஙを
ਤる「在έΞを考える会三」を։࠵し、ݱ在も݄
�ճܧଓしています。療ॴωットワークやプライマリ・
έΞ࿈合ֶ会にࢀՃし、そのՌを会でใࠂし、地Ҭ
の中でバラバラなঢ়ଶのՁ؍やέΞのํ法について
し合ってきました。

まとめ
でのแׅέΞにରする考えํはਁಁしてきていݱ
ますが、行はまだॎׂりのままで、ޙࠓは৫ମ੍
のඋがٸと考えています。（ଜ山ળل）

のࢢרੴݝٶճ࣍ ઌੜʹ͓ئい
するࣄʹͳ てͬいますɻʢଜࢁળلʣ

　　ࢴؔػωοτϫʔΫࠃΔ療ॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ　10/　　ࢴؔػωοτϫʔΫࠃΔ療ॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ　10/　　ࢴؔػωοτϫʔΫࠃΔ療ॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ　目次に戻る/10　　ࢴؔػωοτϫʔΫࠃΔ療ॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ　10/　　ࢴؔػωοτϫʔΫࠃΔ療ॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ　10/
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● ੴר市宮
城
県

ʮҬแׅέΞʜҬͷݱঢ় ᶄʯʕٶݝ・ੴࢢרʕ

ੴר市ཱප院։Ծྍॴ　
ੴרҬแׅέΞηϯλーॴ長
理�事　　७Ұ

ったݮも大きくޱで人ࡂ、ではࢢר地ੴࡂ大ඃ࠷
が、ࠓでも෮ެڵӦॅݐઃଞ、ࡂ෮ڵにけて༷ʑ
なऔりみが行われている。࠷大時̐ສ人近くのԾઃ
ॅ入ډ者がݱ在は̍ ສ人を切るఔまでݮってきた
ঢ়گであるが、ඃࡂ者の՝は心理面や社会త՝
がਂࠁであることがগなくない。
私は、ඃࡂ地支ԉに地ҬแׅέΞほかへのऔりみ
࣮が生かせればとٱࠤ病院をୀ৬し、ޙࡂ 年̍の
時で̎千ށのԾઃॅにプレハϒの療ॴをし
てもらい、医療からඃࡂ者支ԉをは͡めて̑年がܦա
した。
։ઃ時より在医療࿈ڌܞのϞデルをいただき、
そのޙ私がఏ言した地ҬแׅέΞがੴࢢרのॏཁࡦ
としてҐஔ付けられたため、�0�3 年 �݄私がॴの
แׅέΞセンターがつくられ、แׅέΞਪਐࣨを։ઃ
された。また、෮ڵிの৽しい౦ઌಋϞデルۀࣄと
して、「෮ڵの֗ͮくりと地ҬแׅέΞ」が࠾され、
地ҬแׅέΞਪרՃにより、ੴࢀ会などのࢣ・医ࢢ
ਐٞڠ会がつくられ、全ࠃにઌۦけ�0�� 年は地Ҭแ

ׅέΞਪਐ࣮ܭࢪըをࡦఆした。

ʢৄࡉࢢϗʔϜϖʔδࢀরʣ
ԽϞデルからさらに、地ੑ׆在は、ֳの地Ҭݱ
ํ生のྲྀれの地Ҭ࠶生ܭըୈ一に「౦ຊେ
の֗ͮڵΒの෮͔ࡂ Γ͘とඃऀࡂを支えるҬแׅ
έΞのల։」としてબばれ、行෦でその行にؔ
わっている。
の地ҬแׅέΞਪਐの中で、ಛに在医療にؔしࢢ
てੴࢢר医ࢣ会としてੵۃతにऔりΉということと
なった。とಉ時に、ٱࠤとಉ͡ように、医ࢣのڭҭの
が、地Ҭ全ମの在医療・έΞؔػを持つ医療ػ
をバックΞップしながらల։するといったことも、ಛに
若い在医を૿やすというと、地Ҭ全ମに��時間
3��日ମ੍のҡ持していくҙ味で有༻と考えている。
แׅέΞセンターとして、在医療հޢਪਐۀࣄはも
ちろんのこと、認知症ॳظ集中ۀࣄや人ࡐҭۀࣄな
どଟذにわたった׆動を行っている。౦・ඃࡂ地に
おいては医֬ࢣ保はۃめて大きな՝（૯合療・地
Ҭ医療のために医ֶ෦がࡢ年৽ઃされた͙らい）だが、

幸い「౦ʹ૯߹ྍ・ҬแׅέΞを୲え
るҩࢣҭ成のڌを」という呼ͼかけに、ච者
以֎に医ࢣが�人集まった。ڭҭ࣮のある
ಋ医̐人で̏人の̏年目の若手を̏年間在ࢦ
医療をؚΉࢦಋを։Ծ療ॴで行ってきたの
で、私をؚめ̓ 人の在医療ができる医ࢣが集
まったこととなる。ࡢՆݐ࠶されたཱࢢ病院は、
Ҿきଓき在医療も行っているが、これから૯
合療・地ҬแׅέΞを行できる医ࢣをҭ
することを目ࢦす病院として׆動していく༧ఆで
ある。

ҬแׅέΞਪਐ࣮ܭࢪըͱࢢͷ࠷ॏཁࡦ

ɹલ回のಙ島ࢢࡾ・ݝのଜࢁ先生からバτンがٶݝ・ੴࢢרのཧࣄにされました。
ɹごଘの௨りੴࢢרは東ຊ大ࡂで大きなඃをडけたҬです。「෮ڵ」と「ҬแׅέΞ」
の̎つのॏཁなを๊͑るҙຯでଞのҬにはない՝を࣋っています。ٯに͑ݴそれが
行とҬとのؔわりがΑりॏཁなとしてѻわれ、「ҬแׅέΞ」のऔりΈとしてߟࢀ
にすき多くのώンτがӅされているとも͑ݴます。
ɹ今回は、ޙࡂ、Ұૣくݱにೖり、行とڞにऔりんできた先生からのใࠂです。

ᶄ
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●ੈా୩۠

ʮҬแׅέΞʜҬͷݱঢ় ᶅʯʕ東京ੈా୩۠ʕ

ωοτϫーΫࠃΔྍॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ
理�事　ळࢁ༝ඒࢠ

ੈా୩۠の֓ཁ
ੈా୩۠は౦ژ �3 ۠のೆにあり、心に近
くަ௨のศがྑいྑなॅ地で面ੵ ���0�ὕ、ฏ
 �� 年݄̑の૯人ޱは ���000人、ੈଳ
���300 ੈଳ、ྸߴԽ �0���ˋ、ཁհޢ認ఆ
�0����（ฏ �� 年�݄）でཁհޢ認ఆが全ࠃฏ
。を上ճっていますۉ

͡めʹ
ੈా୩۠ではॅみ׳れた地Ҭで、支え合い、自分
らしく安心してらしଓけられる地Ҭ社会の࣮ݱを目
��、しࢦ 時間 3��日ରԠܕのྸߴ者安心コールࣄ
نখ、ޢ・ޢ๚問հܕ८ճ・ਵ時ରԠظやఆۀ
ଟػډܕհޢなどのॆ࣮にऔりんできました。
その中で۠ຽのࠔりごとにいちૣくରԠし、ૣظに支
ԉにつな͛ていくためには、近な地۠で気ܰに૬
ஊできるॴのඞཁੑを͡ײ、૬ஊମ੍のॆ࣮にऔ
りみました。

૬ஊମ੍のॆ࣮
ฏ �� 年 �݄から行のまちͮくりセンターにあ
んしんすこやかセンター（地Ҭแׅ支ԉセンター）、地
۠社会福祉ٞڠ会が入り三者が一ମとなって۠��
地۠に福祉の૬ஊ૭ޱを作り૬ஊମ੍のॆ࣮をਤり
ました。
۠ຽはどこに૬ஊしてྑいかっているとつい自分
で問を๊えࠐんでしまい地Ҭॅຽや行の目りな
どができにくくなってしまいます。

この૬ஊ૭ޱはྸߴ者だけではなくোのあるํ、
者ځࠔ׆ҭて家ఉ、生きͮらさを๊えた若者、生ࢠ
など誰でも、۠ຽのࠔりごとの૬ஊにԠ͡ています。
۠ຽはࠔりごとがあれば近な地۠のڌであるまち
ͮくりセンターに出けばそこにあんしんすこやかセン
ター、地۠社会福祉ٞڠ会が入っていて何でも૬ஊ
できるମ੍がいました。
地Ҭで自ཱした生׆をૹるために支ԉをඞཁとして
いる人ʑはྸߴ者ばかりではありません。ෳࡶな問
を๊えながら、何をどう૬ஊしたらྑいかށってい
る人たちもいます。これまでは分ごとのॎׂりで૬
ஊやサービスのఏڙを行ってきましたが、૬ஊ者を分
ごとにたらいճしさせるようなॎׂり行ではなく
誰もが近なところで気ܰに安心して૯合తに૬ஊで
きるମ੍を目ࢦしました。
しかし、࣮ݱまでには༷ʑなۤ࿑がありました。あ
んしんすこやかセンター৬һからはର者の֦大は自
分たちの力ྔをえることになるのではないかと言う
不安のがあった一ํで、ྸߴ者のとҾきこもりの
若者のੈଳなど、家族の問としてରԠしていかない
と、ྸߴ者だけの૬ஊでは՝をղܾできないとײ
͡ていた৬һもおりました。
まちͮくりセンターの৬һの間でも、福祉をษڧし
てこなかった自分たちが福祉の૬ஊにؔわることに
会でも人ٞڠる৬һもおりました。社会福祉͡ײを߅
、ࠔをҭし、��地۠に人һをஔすることはࡐ
など༷ʑなҙ見があり、一෦の৬һはࠓでもށい
を͡ײているようです。

ੈా୩۠ͷҬแׅέΞͷऔΓΈ

ळࢁཧࣄɹϓϩϑΟール
ɹত��Αりੈా୩۠ॴۈ。ฏ��ੈా୩۠෭۠ୀまでࣾ会ྸߴ、ࢱ
ରࡦ、อݥࡏ、ࢱαーϏεۀࣄなͲ行ۀにؔわられました。
ɹࡏݱは会のཧࣄを࢝Ί、ࣜג会ࣾςΟシーέΠαーϏεऔక、ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓ
ຊҬڀݚࢱॴओڀݚ員、Ұൠஂࡒ๏ਓࣾ会ڀݚࢱॴڀݚ員をはじΊ、৭ʑな
で׆༂をされています。

ᶅ
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ཧࣄձใࠂ
���� ɹୈ̎ճ�ཧࣄձ
։࠵࣌ɿ����  � ݄ �� ʢʣɹ�ɿ�� ～ ��ɿ��
։࠵ॴɿି͠ձٞࣨϓϥβീॏऱޱ

ݪձのѫࡰにଓ͖ɺࣄہใߦͣ·͕ࠂΘれɺͦのޙ߲ࣄ౼ݕؚめཧࣄձ͕ਐ͞ߦれ·͠たɻ

ใࠂɾ߲ࣄ౼ݕҎԼの௨ΓͰ͢ɻ

ʓɹ౦ࣄژہใࠂ
ʓɹଞஂମのޙԉঝ
ʓɹീށେձ
ɹɹਐߦঢ়گใࠂʢɺγϯϙδϜʣ
ࠂґཔにؔ͢Δใࢍڠ      
ɹ   ࣮ફަྲྀձのΧςΰϦʔՃ
ɹ   ࠲ɺΧςΰϦʔผ୲ཧࣄの֬ೝ
ɹɹཧࣄձاը
ɹɹϓϨେձใࠂͱ༧ఆ

さんにお願いするࢠ߂のۚాݝ回はௗऔ࣍
ことになっています。

へは、Ҿきޱ年から始まった地۠の福祉૬ஊ૭ࡢ
こもりやニートなど生きͮらさを๊えた若者の૬ஊ、
の問を๊えている家ఉのෳ合したޢҭてとհࢠ
問などدせられるようになりました。三者が力を
合わせ、ଞؔػともڠಇ・࿈ܞし、地۠の՝にき
合い、あらΏるੈのํʑによりྑ い支ԉが出来ること
を目ࢦし、そのੵみॏͶがแׅతな支ԉにܨがること
をظ待しています。

۠࿈ܞҩۀࣄ
また、ฏ �� 年�0݄から地۠࿈ܞ医ۀࣄを։始
しました。
��のあんしんすこやかセンターごとに୲当の地۠࿈
医をஔき、あんしんすこやかセンターが行う༷ʑなܞ
修ݚや医ֶ知ࣝにؔする౼ݕྫࣄ動の、ྫえば׆
の࣮ࢪやଟ৬छ間のωットワークߏஙにけたاըな
どで、医療త助言を行うことを௨して地۠における医
療・հޢの࿈ܞをڧԽしていくものです。医療との࿈
ばれている一ํでت৬һには大มܥがۤ手な福祉ܞ
医ࢣのそれͧれのੑݸや考えํにࠨӈされ、地۠ご

とにҧい（ࠩ）が出てきてۤ࿑している地۠もあるの
がݱঢ়です。ޙࠓは֤地۠のऔりみを共有しながら
۠全ମで医療とհޢのߋなる࿈ܞをਪਐして欲しい
とئっています。

後の期ࠓ
三者が࿈ܞして、問を๊えている人を地۠から્
いながすることなく、その人にඞཁなサービスを
らݸผの՝ղܾを௨して地۠全ମの社会ݯࢿに目
をけ、りないサービスは作り出し、۠ຽもؚめた
ଟ৬छがڠ力し合い地۠全ମの福祉の上を目ࢦす
ੈా୩۠のऔりみにظޙࠓ待しています。
また、私自も地Ҭ׆動にࢀՃし、山のํʑと顔
見知りになり༷ʑなωットワークをつくり、࢛季ંʑの
風があるॅみ׳れた地Ҭでらしଓけたいと思って
います。

ʓɹһબنఆに͍ͭͯ
ɹɹਪનཧࣄɺୀཧࣄに͍ͭͯのใࠂ
ʓɹདྷのܭۀࣄը
ʓɹશࠃのू͍ JO େࡕ ����ɹに͍ͭͯの४උঢ়گ
ʓɹ���� のશࠃେձの։࠵に͍ͭͯ
ɹɹ���� શࠃのू͍の։࠵౦ژにܾఆ
ʓɹ ग़੮ཧࣄશһにΑΔͦれͧれのձのఏݴ

ձɹ݄̔ࣄճཧ࣍ �� 
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● ●

ௗऔݝ౦ഢ܊
����Ӝொ⁊ଋۏ

ௗऔݝౡࠜݝ

Ԭݝࢁ
ฌݝݿ

ௗऔ市

ݝౡ

ਓࡐҭͱҬͮ͘Γ　ʕௗऔݝ東ഢۏ܊Ӝொʕ

ωοτϫーΫࠃΔྍॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ
理�事　ۚా ࢠ߂

私は、認知症のέマωジϝントݚ修をとおした৽し
い人ࡐҭにؔわっています。
このݚ修では、認知症のํをお持ちのご家族、サー
ビスఏۀࣄڙ者の৬һ、地Ҭแׅ支ԉセンターの৬
һがϝンバーとなって、 30人のࢀՃ者が一ॹにֶ
ͼます。
ճ̍のݚ修は̑時間、年̐ʙ̒ճ։࠵となっていて、

ຖճ、ࢀՃ者がఏ出する॓をチェックし、コϝント
をつけることは、私にとってもࣄہにとっても大ม
な作ۀですが、ࢀՃ者のみなさんが、ঃʑに「認知症
は༧できる！վળできる！」というҙࣝにมわって
いくことがわかるため、࣮は楽しいものになっていま
す。
認知症のૅج理をٛߨ・ԋशでֶͼ、࣮ࡍにؔ
わっているհޢのྫࣄの࣮ફをみ合わせて、認知
症έΞにඞཁな知ࣝ・ٕज़をにつけるݚ修でありま
す。
・ࢢສे࢛・ࢢ知ߴ・ہຽݝ美作ݝ修ઌはԬ山ݚ
ࢢࠤ・ௗऔݝ・日本認知症グル プɻϗʵϜڠ会ௗऔ
ઙ・ࢢాߴલ・ࢢ飯ೆொ・大ా・ࢢ支෦・ాݝ
の֤地で「認知症のॏԽ༧࣮ફक़（以Լ�࣮ࢢޱ
ફक़）」のࢣߨをめてます。
ඞཁな知ࣝとしてh ମػのԼと認知症がີ
にؔ࿈しているʱということを理ղしてもらい、そ
こで、ᶃʠふだんの体調（水分・栄養・排便・活動）ʡ
にண目し具ମతなテーマにऔりみ認知力をߴめるこ
と。ᶄ #14%にもඞͣ行動のҙ味があるという؍
からʠその人の生活歴を知りプライドを大切ʡにし

ながら不安にさせないؔわりをすることでฏԺな心理
ঢ়ଶを保てることをֶんでもらう。क़生が॓（έΞ
࣮ફ）を行う中でࠔったࣄや૬ஊしたいことなどがあ
れば、ࣄہがいつでもԠ͡るମ੍もえ、क़生をフΥ
ロー出来るମ੍もえています。
ฏ ��年ʙ�� 年क़生のࢀՃは 3�� 名 	 ઐ
৬ 3�� 名・家族 �� 名 
中அ者�� 名あり૯ܭの
क़生は 3�� 名、認知症ঢ়は ���ありました。	˞
࣮ફक़は̝�� 年もܧଓ中 

��� 症ঢ়の༁は中֩症ঢ়は ��ˋ、̨̗̥̙は
��ˋで、վળは��ˋでした。
վળのܾめ手は「ਫ分」でした。ਫ分不がվળし
たことで֮੧ਫ४ˢҙࣝレベルの上、ମ׆動ੑ
があがりཱつ・าくことでཱى大ࣹがಇきศൿ
վળし݁Ռ食欲もでて元気をऔりされます。
৬һが知ࣝにͮجいたରԠすると、ར༻者のମௐ
が安ఆしそのことに気ͮいた৬һから私たちにもڭえ
てほしいとมԽがىきチʵϜέΞができます。
とසճになかかわりを持つことができたྫࣄ
家族はվળが見られました。
中அ者・ະվળから考えられることとして、「グル
プɻϗʵϜ・݈・ಛཆ」はチʵϜέΞの不పఈとج
ૅ知ࣝの不、「デイサʵビス」はέΞマω・家族と
の࿈ܞ不が症ঢ়のվળに支োをきたし、「έΞマω
ジϟ 」ɻはΞセスϝント不でした。
「地Ҭแׅの৬һ」からは、自分たちはࠓまで地Ҭ
会ٞを࣮ࢪしている中で支ԉํがʠઐ医डʡ
やʠ֤छࢀࣨڭՃʡなどܾまったݯࢿしかհ出来 、ͣ

ཱࣗੜ׆ೝվળ
ӡಈػͷճ෮͔Β

ۚాཧࣄɹϓϩϑΟール
ɹௗऔݝ東ഢۏ܊Ӝொのຊ֎Պ・ਆܦ֎ՊҩӃ�෭Ӄޢ�෦・έΞϚωδϟー
として、ऀྸߴέΞ、とくにೝέΞのߨԋ׆ಈࢦಋをੵۃతに行っています。
පӃは ��Ҏ্もલからࡏҩྍにऔりΈ、リϋϏリςーションでもޮՌをあ͛
ています。σΠέΞηンλーάルーϓϗーϜなͲもซઃし、Ҭでらすऀྸߴに
とってཔりになるපӃです。

ᶆ



˕ɹҬแׅέΞに͍ͭͯͬߦたΞϯέʔτใࠂの
ɹɹ に͍ͭͯௐࠪΛͬߦた᷂ϝσΟϰΝଜాࢯΑΓ  

ௐࠪ݁ՌのํԲ͕ߦΘれたɻ

ձɹ݄̔ࣄճཧ࣍ �� 
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ཧࣄձใࠂ

೭さんにお願いݩのೇݝ島ࣇࣛ、回は࣍
することになっています。

具ମతなҙ見や助言が出来ていなかったのでޙࠓは
「;だんのମௐ」をえるॏཁੑをֶんだとใࠂあり
ました。
࣮ફक़は地Ҭの৽ฉࡌܝ、テレビ౦ژに์ө、̣
̝̠中ࠃ 会とのシンϙジϜ、全ࢣに์ө、医ݝ�
グルࠃ プɻϗʵϜڠ会ࢽؔػにࡌܝ、マンΨ「ϔルプ
マン」が୯行本としてൃ行されました。ݝ֎地Ҭॅ
ຽへのܒ・ൃܒにऔりんでます。

ઐ৬だけでなく、ご家族もέΞマωジϝントを理
ղし࣮ફするという৽しいࢼみは、人ࡐҭの手法
をมえていくのではないでしΐうか。
誰もがよりよく生きる社会の࣮ݱを、খさなݚ修会
をとおしてڧく࣮ײしました。

ҎԼのٞに͍ͭͯใࠂɺݕ౼Λͬߦた
ʓɹใ߲ࣄࠂ
ɹɹ౦ࣄژہɺձܭใࠂɺޙԉঝೝใࠂ
ʓɹ߲ࣄ౼ݕ
ɹɹͪのେձに͍ͭͯ
ɹɹ࣮ફަྲྀձɺγϯϙδϜɺཧࣄձاը
ɹɹ૯ձٞҊॻに͍ͭͯ
ʓɹͦのଞ
˕ ཧࣄձاըに͍ͭͯ
ɹɹҎԼのνϥγΛ࡞͠ɺࢀՃΛݺͼֻ͚Δ͜ͱ
ɹɹに͠たɻ

���� ɹୈ �ճཧࣄձ
։࠵࣌ɿ����  � ݄ �� ʢʣɹ�ɿ�� ～ ��ɿ��
։࠵ॴɿି͠ձٞࣨϓϥβീॏऱޱ
ग़੮ཧࣄ ɿ ळࢁɹ༝ඒࢠɹੴాɹҰඒɹҪଜɹོɹݪɹ࣮ɹେੴɹՂࢠɹେɹԆɹେᖒɹɹԬ࡚ɹՂࢠ
ɹɹɹɹɹখɹɹۚҪɹलथɹؠࠇɹɹݪ܂ɹ༝࣍ɹখࢁɹږɹଟބɹޫफɹɹ७Ұɹதౢɹࢠܒ 
ɹɹɹɹɹೄɹ৳幸ɹാɹ߃ɹాɹળɹ౻ଜ  ३ࢠɹଜࢁɹળلɹ٢Ҫɹರࢠɹ٢Ӭɹོߦɹɹ ʢܟশུʣ
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地域包括ケアシステムに関する
アンケート調査結果

ご報告書

NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク 御中

2017年7月21日

株式会社メディヴァ
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

問１ 医師会の状況 ①(現医師会長の在宅医療への関わり)
(1) 現在の医師会長が経営する医療機関における

在宅療養支援診療所の届出、在宅医療の提供の有無

 有効回答（166自治体）のうち、半数以上の自治体では現医師会長が在宅医療にかかわりを持って
いる。

選択肢 回答数

①届け出している 47

②届け出してないが
往診等により在宅患者が数名いる 48

③届け出していない 71

無回答 47

総計 213

56.4％

①届け出している

②届け出してないが
往診等により在宅患者が
数名いる

③届け出していない

現医師会長の在宅医療の関わりの有無

Copyright © Mediva Inc. All Rights Reserved. 10

医師会内に在宅医療に関する会議体が設置されていることの効果①

在宅医療・介護連携推進事業
進捗度（合計点）

 医師会内に在宅医療に関する会議体が設置されている自治体は、設置されていない自治体に比して
推進事業の進捗度が高い傾向にある（統計学的優位差なし）

 特に、項目（イ）、（ウ）、（キ）、（ク）の進捗度が高いことがわかる

会議体の有無
あり なし

項目
項目実施率

P会議体あり
(n=88)

会議体なし
(n=59)

(ア)地域の医療・介護サービス
資源の把握 64.8% 49.2% 0.060

(イ)在宅医療・介護連携の課題の
抽出と対応策の検討 58.0% 39.0% 0.047

(ウ)切れ目のない在宅医療と介護の
提供体制の構築促進 46.6% 39.0% 0.012

(エ)医療・介護関係者の情報共有の支援 42.0% 27.1% 0.517

(オ) 在宅医療・介護連携に関する
相談支援 40.9% 27.1% 0.087

(カ)医療・介護関係者の研修 71.6% 55.0% 0.051

(キ)地域住民への普及啓発 68.2% 44.1% 0.004

(ク)在宅医療・介護連携に関する
関係市区町村の連携 62.6% 30.5% 0.0013

0

10

20

30

40

50

60
P=0.151

アンケートにて各項目の自己評価4点以上を項目を実施している、3点以下を実施していないとして、実施率に反映した
統計にはSPSSを用いて、独立したサンプルによる最頻値の検定、ピアソンのカイ二乗検定を行っている
P<0.05を統計学的優位差有りとした

開催日
場 所

2017（平成29）年10月8日（日）～9日（月・祝）

2017（平成29）年10月9日（月・祝）　　八戸市公民館/第6会場  9：30～12：00

八戸市公会堂・八戸市公民館・八戸市文化教養センター南部会館

八戸商工会館・八戸ポータルミュージアム はっち��খ�ɹはちのϑΝϛリーΫリχοΫɹӃ
�はちのϑΝϛリーΫリχοΫɹاը࿈ࣨܞ
˟��������ɹ੨ݝീࢢށԼ�ஸ������
5&-����������������'"9�����������������
&�NBJM �SFOLFJ!IBDIJGD�KQɹɹIUUQɿ��UTVEPJ�����DPN

େ  ձ  େ ձ ࣄ  ہ

NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク

理事会企画シンポジウム

【 座　長 】　大石　佳能子（株式会社メディヴァ　代表取締役社長）

【 シンポジスト 】　　後藤　友子　（国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター

　　　　　　　　　　 　在宅連携医療部）　　川名　理惠子（横須賀市健康部地域医療推進課）
　　清水　智子　（新潟市保健衛生部地域医療連携課）
　　村田　耕平　（株式会社メディヴァ　マネジャー）

ୈ��ճ�શࠃͷूい�JO�ͪͷ�����

ҬแׅέΞ࣮ݱͷͨΊʹい·͕ͪͨ͢ࢲ͖͜ͱ

●八戸市

青森県

本企画は在宅医療・介護連携推進事業に関する有識者、先進的な取組みを実施している自治体担当者を招き、在宅医療・介護

連携推進事業の円滑な推進について議論し、地域包括ケア実現に必要な取組み等について検討します。

かだるべし！ 創るべし！ 地域のくらし 日本の未来

介護

医療

住まい

生活支援
介護予防

介護ケア・サービスの提供
活動場所の提供

ボランティアへの参加
地域包括支援センターケアマネージャー

日常の健康管理

かかりつけ医
通所・入所

通院・入院
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していたおۀで�0年以上Ӧࢢ近、地元ೆさつま࠷
ళがดళし、ऐしい気持ちになりました。ดళのݪҼ
は༷ʑだと思いますが、「ॅΉ人がগなくなったからͶ
ʙ」とよくࣖにし、ೆさつまࢢもաૄԽがਐんでいると
言われています。

日本は、�0�� 年にはஂմのੈが をえてࡀ��
、以上ࡀ��ຽの3人に�人がࠃ、者となりྸߴظޙ
�人に�人がࡀ��以上という時を迎えると言われて
おり、そのようななか、ް生࿑ಇলは、�0�� 年を目
్に、Մなݶりॅみ׳れた地Ҭで、自分らしいら
しを人生のظ࠷までଓけることができるよう、地Ҭの
แׅతな支ԉ・サービスఏڙମ （੍地ҬแׅέΞシス
テϜ）のߏஙをਪਐしており、社会保োඅの੍にΉ
けて「ࢪઃ」から「地Ҭ」へ完݁できるようシフトして
います。しかし、ஂմジュニΞੈが�0にಥ入する
�0��年には、のհޢがඞཁになり「հޢのҝの৬」
がଟくなると༧ଌされており、ࠃは「հޢのҝの৬ゼ
ロ」を目ࢦすべくࢪઃඋをਐめておりますが、ೆさ
つまࢢではࢪઃが૿えたҝに、ࢪઃ入ډへの待ػの
ํのݮগや在サービスのར༻Լにもܨがっている
ҹです。
հޢ人ࡐ不については、�0�� 年にはհޢ৬һが
��3ສ人ඞཁになるのにରし、څڙの見ࠐみは
���ສ人で、およそ3��� ສ人もの人ࡐが不するとใ
৬һޢ在ಇいているհݱされています。その༧ଌにࠂ
の「հޢのҝの৬」がਐΉとますます人ࡐ不はਂ
。になると思いますࠁ
そのようなഎܠのなかの花会では、Ҡ動作のෛ
୲ܰݮを目తにհޢロϘットスーπ̝̖ ὼ̡（ࠊタイプ）
や人知をࡌしており、ײのى෬もなくੑײ๛
かなදݱ力とద切な言༿ݣいで会のできるかわいら

ೇݩさんは、ࡢࣛࣇ島大会にて٢Ҫ大会のݩでࣄہをΊました。
また、ೇݩさんのॴଐする「のՖ会」は今 ��݄に「介ޢϩϘοτಋೖྫࣄදজۀࣄ」
にてԠืのあった ࣄҢとܦ༏लにબれています。そのಋೖの࠷ઃ・ஂମのதからࢪ��
ྫを、このد稿にてใࠂしています。

ωοτϫーΫࠃΔྍॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ
ೇݩ೭　（ࣾձࢱ๏ਓ�のՖձ）

しいコミュニέーションロϘット「パルロ」で楽しくレク
リΤーション、μンス、ମૢなどを行っています。ߋに、
赤֎ઢڑセンサーをったඇ৮ํࣜで、プライバ
シーにྀしたシルΤットը૾のੈ࣍༧ଌܕ見कり
システϜロϘ「ωオスέΞ」をಋ入しۀۈの心理త
ෛ୲ܰݮにもめています。
このように༧ଌされるհޢ人ࡐ不のঢ়گをଧ։す
るために、հޢロϘットを上手に׆༻出来るようऔり
んでいます。それ以֎に当ωットワークのごڠ力のもと、
スカラーシップ੍をར༻してフΟリϐンのֶ生を3名
डけ入れており、ࠃ֎ޙࠓ人ٕ࣮श੍へҠ行でき
ればと考えています。
しかし、地ҬแׅέΞのߏஙにい「ॅみ׳れた地
Ҭでظ࠷まで」を࣮ݱするҝの一൪の՝は医ࢣとの
࿈ܞです。ಛに間のऔりにؔして、ঢ়ଶがѱくな
ると昼間に入院してしまい、病院でظ࠷を迎えること
がまだまだଟいҹで、間における「医ࢣのաૄԽ」
はਂࠁな問です。

نもマイφスվఆが༧ଌされ、৽ޢ医療もհ、ޙࠓ
։ઃやその༧ࢉもݫしくなるなか、աૄԽという言༿
にわされることなく、地Ҭにඞཁなものをきちんと見
め、戦ུをཱてて、これまでの֓೦にとらわれないۃ
৽しいັ力ある地Ҭ作りを行っていかなければならな
いと͡ײています。そのҝに、当ωットワークは、地Ҭ
にࠜ͟した医ࢣをは͡ め、コϝデΟカルのࢀՃがଟいの
がಛ徴だと思います。օ༷の࣮ફ׆動をࢀ考にさせて
いただきたいです。

ʹࣄいするئ͓ʹճಙӬਖ਼ٛઌੜ࣍
ͳ てͬいますɻʢೇݩ೭ʣ

●

ౡ市ࣇࣛ

ʮҬแׅέΞʜҬͷݱঢ় ʯʕࣛࣇ島ݝʕ

風の萌040.indd   5 2015/11/29   18:03

ᶇ
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の中ԝ෦にҐஔする中山間地でݝౡࣇลொはࣛߔ
౦にໄౡ࿈ๆ、ೆにࡩౡがோできるे三௩ݪの
地にあり、ত�� 年にࣛࣇౡۭߓが作られた。ߔล
ொのྸߴԽは����ˋであるが、ொでも地Ҭにより
���̀ から�3�0ˋと֨ࠩがݦஶである。当法人はত
��年に地Ҭີணܕの療ॴをମにઃཱし、ಛཆフ
ラワーϗーϜを։Ԃした。療ॴでは戦ޙ間もなくか
ら在औりをੵۃతにやっていたが、ಛཆでは։ઃ
当ॳより地Ҭのྸߴ者をडけ入れ、ࢪઃऔりに力
をいできた。࠷近�� 年間で、死ୀॴ者30� 名
の����ˋはࢪઃ見औりであった。その中で��名は
を家族とともに自でऔってきた。（ฏ��年ɿظ࠷
ଠా）。また、#14%・せんໝなど入院に問を๊えた
తにऔりんでいۃ入ॴでのऔりもੵظ者のྸߴ
る。（ฏ��年ɿึ）。
一ํ、在հޢはಛཆでの௨ॴհ
、ϗーϜػଟنখ、ޢ๚問հ、ޢ
地Ҭີணܕখنデイサービスなどで
հޢレベルにԠ͡た地Ҭྸߴ者への
サービスをしている。ಛにখن
ଟػϗーϜでは地Ҭྸߴ者と࿈ܞし
てհޢするとともにϗーϜऔりに
もऔりんでいる。（ฏ �� 年ɿ
࡚、上ݪ）さらに、ฏ��年にはࠃ
ަলのϞデルۀࣄとしてࣜܗのߴ
ྸ者ॅを作り、入ډ者と地Ҭྸߴ
者のަྲྀを行っている。ຖि༵日、地Ҭྸߴ者（自
ཱ、ཁ支ԉ、ཁհޢをؚΉ）に集まってもらい、一ॹ
にサπマイϞやソバなどをഓし、ऩ֭したものをい、
地Ҭにわる料理についてし合い、一ॹにௐ理して
օで食べるというような集いを�年間ଓけてきた。（ฏ
��年ɿޱށ）また、地Ҭの自ެ࣏ຽؗ׆動にࢀ

લ回のࣛࣇ島ݝ・ೇݩからのバτンはࣛࣇ島ݝໄ島ߔࢢลொのಙ永ਖ਼ٛさんにされました。
ຊにجઃのࣾ会Խをࢪ、ਓϗーϜをઃҎདྷޢは、ಛผཆ「会ྕࢁ๏ਓࢱ会ࣾ」はڞࢲ
ೖॴऀ༷のͤにཱ٭したӡӦをํとし、またऀࡾのتͼʢར༻ऀ༷のتͼ・ಇく৬員の
ઃではࢪにΊております。্ͼʣを೦頭にར༻ऀ༷のέΞتできるݙߩͼ・Ҭت
。डけけております、お気ܰにお߹ͤԼさい࣌なͲਵֶݟ

ωοτϫーΫࠃΔྍॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ
ಙ永　ਖ਼ٛ　（ࣾձࢱ๏ਓྕࢁձ）

Ճして「認知症・հޢ༧࠲ߨ」として、医ࢣによ
るߨԋ会と৬һによるӡ動׆動を࣮ࢪしてきた。この
ような地Ҭ׆動をさらにൃలさせるため、ฏ��年 �
݄からはಛཆの近ॴにあるۭき߽ఛをར༻して「みͧ
べ元気क़」を始めた。そこでは、ຖ日�0人以上のߴ
ྸ者が集まり、認知症༧・հޢ༧のための׆動を
している。ࢀՃ者のຆどは独ډで自ཱした生׆をૹっ
ている。認知ػີࠎ、ࠪݕࠪݕ、ମࢷࠪݕ、
ମࠪݕ、า行などのӡ動力ଌఆなど、一
人一人の心ػをධՁしӡ動プログラϜを作する。
さらに、ྸߴ者のࢣߨをটき、認知症༧レクリΤー
ション׆動、Պֶ࣮ݧ、Պֶ、ے・ࠎのえํ
など༷ʑなओでのֶश׆動とマットやマシーンでのト
レーニングと֎า行܇࿅をしている。ܦӦతにはۤ

しいが、ଟくの元気な地Ҭྸߴ者が集い、
笑いのઈえない時間をաごしていることはこ
れからの地ҬแׅέΞを考えるうえでҙ味
のあることと考える。（ฏ��年ɿࡗ）
地Ҭ医療׆動の一として、社福で֎来
ઐ༻療ॴを։ઃした。そこでは、在療
ཆ支ԉ療ॴとして��時間3��日のରԠ
で๚問療をしている。ਫ਼ਆՊ医療のݧܦ
から、認知症やうつ病、さらにຫੑ࣬ױの
者とे分な時間をかけて面する全人ྸߴ
త医療を࣮ફしている。ྸߴ者医療にはհ
がඞਢであり、ಉ一法人の৬ܞとの࿈ޢ

һなどと一ମతにଟ৬छ࿈ܞのऔりみができる。（ฏ
��年ɿ中山）

カッコ内は全国大会の実践交流会報告

ʹઌੜ߂ճΝϛϦʔΫϦχοΫωϦϠӃ�ಙాӳ࣍
ͳʹࣄいするئ͓ てͬいますɻʢಙӬਖ਼ٛʣ

●
ໄౡ市ߔลொ ߓౡۭࣇࣛ˛

ʮҬแׅέΞʜࣛࣇౡݝໄౡߔࢢลொͷ
 ࣾձࢱ๏ਓͷऔΓΈʯʕࣛࣇ島ݝʕ

ᶈ
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地域包括ケアシステムの目指すところは、「重度な要
介護状態となっても、住み慣れた地域で、自分らしい暮
らしを、人生の最後まで続ける」ことといえます（ਤ̍）。
また、地域包括ケアシステムの植木鉢モデルの鉢に相当
する部分は“すまいとすまい方”となっています（ਤ̎）。
“すまい”を辞書で引くと「住むこと。暮らし。生活。」
とされています。つまり、すまいとは、単に場所を意味
するものではなく、人としての生活を含むものと言えま
す。“住み慣れた地域”、“自分らしい暮らし”、“すまい”
の原点は、人とのつながりや心地よさにあると言えるで
しょう。つまり、「人とのつながりのある居心地のいい
場所で暮らしていけること」が地域包括ケアシステムの
目指しているものと言えます。

　
また、ひとりひとりの健康寿命の延伸のために、サル
コペニア（加齢による筋肉量の減少）やフレイル（虚弱）
を予防していくことが重要とされています。そして、フ
レイルなどを予防する上での三本柱とされているのが、
「栄養、身体活動、社会参加」です（ਤ �）。社会参加に
ついては、職域や趣味の集まりを通したものも重要です
が、地域行事への参加などを通して、そこに集う人々同
士の思いやりを持ったつながりを築いていくことにも大
きな意味があります。こういったことも地域包括ケアシ
ステムの目指す一つの側面と言えるでしょう。

લ回のࣛࣇ島ݝ・ಙ永�ਖ਼༷ٛからのバτンはࣛࣇ島ݝԄඒࢢのಙా�ӳ༷߂にされました。
˔�「ωリϠΧφϠ」	ւのかなた、ࢁのかなた
は、ԄඒのシϚに	さち
をもたらすཧڷです。
ɹ�ここから「ωリϠ」をいただきました。
˔�ωリϠのϚーΫは、ւ・・ࢁのです。ϚーΫのதには、
ɹ�)�0�.�&�ʢզがՈ・;るさと・ࡏʣがೖっています。

ωοτϫーΫࠃΔྍॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ
ಙా ӳ߂　（ϑΝϛϦʔΫϦχοΫ�ωϦϠɹӃ）

奄美や沖縄で『シマ』という言葉の意味するところは、
地理的な島ではなく、地域社会であり、ふるさとでもあ
ります。つまり、『シマ』は健康長寿社会の基盤となる「人

と人のつながりのある地域社会」であると言え
ます。『シマ』の互助の精神は“結（ゆい）”と
して、今も脈々と引き継がれています。“結”の
精神を保ち、養っていくことが、地域の健康寿
命の延伸、健やかなシマ作りのために欠かせな
いことと言えます。奄美・琉球の世界自然遺産
登録は、残念ながら延期となりましたが、奄美・
琉球は世界に誇る長寿の島でもあります。先人
が築いてきた健康長寿の『シマ』の文化を守り、
発展させていくことが、在宅ケアに関わるもの
の大きな喜びでもあり、地域包括ケアシステム
の目指すものといっても過言ではないでしょう。
また、これは奄美に限らず、日本中のあらゆる
離島・へき地、小規模都市などに共通する優位
性であり、課題でもあると思います。
そうはいっても、「地域の核となる人や場」が

なければ、地域包括ケアシステムは進みません。私ども
の法人は、こういった活動がまだまだ不十分ですが、ご
家族をお看取りされた方々や関係事業所、そして、町内
の方々をご招待してバーベキューを毎年行なっていま
す。在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワークの
事業所は、それぞれの地域の核となる人や場の宝庫であ
ると思います。今年の全国の集い in大阪でも多くの学び
を得たいと思います。みなさん、よろしくお願いします。

ࢠಈ๏ਓ�Ώいのཬɹ൧ౡ�ዳ׆ɹಛఆඇӦརݝճಢ࣍
さΜʹ͓ئいするࣄʹͳ てͬいますɻʢಙా�ӳ߂ʣ

णͷʮγϚʯͷҬแׅέΞγεςϜ߁݈
ʕࣛࣇ島ݝԄඒࢢʕ

˔�「ωリϠΧφϠ」	ւのかなた、ࢁのかなた
は、ԄඒのシϚに	さち
をもたらすཧڷです。

णͷʮγϚʯͷҬแׅέΞγεςϜ߁݈

ਤ̎　
ҬแׅέΞγεςϜͷ২ു

ਤ̏　
ϑϨΠϧ༧ͷ̏ຊப

 ਤ 1　ҬแׅέΞγεςϜ
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こんにちは、ΏいのཬのίミϡχテΟ・ケアϚωδϟー൧ౡ
ዳࢠです。「在宅ケアをࢧえる療所・市ຽશ国ωットϫー
Ϋ」とも長いお きͭあいになりました。わたしは、このωットϫー
Ϋの「ϙν・市ຽ」がとてもきです。様 な々ઐ職のஂ体、
学ձがありますが、「市ຽ」がҐஔづけられ、在宅ケアのઐ
職と共に市ຽ・当事者が、ここまでาんでき
たことは、この時代にوॏなこととߟえています。

地域แׅケアシステϜの২ുのֆ、3 ຕの
葉っͅ ʢ医療・看護、介護・ϦϋビϦテーション、
保݈・福祉ʣのઐ職ྖ域がؾݩにҭͭために
は、ʢ介護༧・生活ࢧԉʣ、২ ʢുすまい
とすまい方ʣ、受けࡼʢຊ人の選とຊ人・家族の心ߏえʣ
の地域やひとり一人の市ຽがଘ在しないと葉っͅ をࢧえҭて
ていくことは出来ません。今や、地域แׅケアから地域共
生社ձづくりの時代、2025 年をえて、この国の未来を
見ਾえたまるごとケアのまちづくりは、市ຽ・当事者を主体に
ઐ職とڠ働していくことがٻめられています。

ΏいのཬのΏいʢ݁ʣは、地域の中でおޓい様のॿけ合
い。1996年から、住ຽ参Ճ型在宅ࢧԉサービスの活動ʢ移
ૹサービス、デイϗーϜ、֗中サロンなどʣ、地域のݯࢿを
活かしてまちの中に҆心な居所づくりをしてきました。2000
年 /10 ๏人となり、介護保険開始とಉ時に通所、居宅、
訪問介護の事業所として活動してきましたが、ࡢ年、介護
保険事業をഇࢭし、今Ն、/10 ๏人をղࢄしてݩのҙ
ஂ体にり、ै 来からの制にറられない活動、ίミϡχテΟ
ŋ ケアϚωδϝントにઐ念しています。
l 地域包括ケアのݟえるԽ z

市ຽの見えるԽはデータではありません。おࡇりのԾ装
大ձや 36/ 、өըケアχン上өձ、自治ձや小
学ߍで認知症サϙーターཆ࠲ߨ、ઐ職と市ຽが
共にޠり合うΧフェや市ຽެ開࠲ߨの開࠵など、ػձ
をଊえ地域にえていく活動とฒߦして、市ຽが主体
の居所 くͭり、ެຽؗで「転ば͵先の知ࣨڭܙ」 

ʢ写真１ʣ、認知症当事者の どͭい「ΦレンδΧフェ
にしなす」を市ຽ活動の間たちや地域แׅࢧԉηンター
や生活ࢧԉίーデΟωーターとڠ力してల開しています。

主役は市民。まるごとケアのまちづくりは、まだまだ続く。

લ回のࣛࣇ島ݝԄඒࢢのಙా�ӳ༷߂からのバτンは、ಢݝのΏいのཬɹ൧島ዳࢠさんに
されました。
Ώいのཬは、૬ޓැॿのਫ਼ਆにͮجき、介ޢࢧԉをඞཁとするਓٴͼそのՈにରして行
ࣗ、ԉࢧࡏ、͏ ฒͼにҬίϛϡ্のࢱを௨し、Ҭۀࣄԉにؔするࢧҭてࢠ、ԉࢧཱ
χςΟ࡞りにد༩することをతとしています。

ωοτϫーΫࠃΔྍॴɾ市ຽશ͑ࢧέΞΛࡏ
൧ౡ ዳࢠ （ࣾձ࢜ࢱ・ೝఆέΞϚωδϟʔɹΏいのཬʗࡏέΞωοτϫʔΫಢࣄہ）

ʮ在宅ケアネοτϫーΫಢ TJODF�����ʯ͝ հ
1996年 6 月の「在宅ケアをࢧえる療所શ国ωットϫーΫ

ʢ現 /10 ๏人在宅ケアをࢧえる療所・市ຽશ国ωット
ϫーΫ」関౦科ձ「ಢձٞ」をきっかけに、ଠాल
थさん、᪅ୡ来さんのֻけで発足。現在 11 ໊の世人

ʢ医師 8、薬ࡎ師 1、福祉職 3ʣを中心に活動ܧ続中。毎
年 2 月11日、自治医科大学地域医療ใ研修ηンターを
ձに「在宅ケアωットϫーΫಢ」市ຽに開かれた૯ձと
シンϙδϜを開࠵。毎回、ݝ内֎から 500 ໊のઐ職、
学生、当事者、市ຽが参Ճしてإの見える関をߏஙして
います。   ʢ写真2ձ෩ܠʣ

2011年 2 月11日౦日ຊ大震災の̍ ϲ月前、わたしが大ձ
長をめたୈ 15 回大ձ、病の当事者として「これまでと
これからのເ」をシンϙδϜでޠったಹਢԘݪ市在住の大
にࡕさんʢ写真3ʣは、この直後、大ܙتグレースѪڮ 1 人
移住して自立生活にઓし、/H, の & テレ「όϦόϥ」の
レΪϡϥーとしても活༂。そしてຊ年 8 月「日ຊには前例の
ないʠϝントϦングʡ制を࣋ちؼるため、ࢲはアϝϦΧにߦく。」
とアϝϦΧのਐんだ福祉制を学Ϳために、人呼吸器と
ి動ंいすと介ॿ者と共にシΧΰにඈͼ立ちました。

人ݖとଚݫを大に、当事者の
をୣわない、その人らしいあؾݩ
たりまえの暮らしをࢧえる在宅ࢧԉ・
自立ࢧԉ、自ܾݾఆ。在宅ケアを
える療所・市ຽશ国ωットϫーࢧ
Ϋのこれからに期待しています。

�ҩʣのԘձ�とͩখྛҩӃ�খྛ�༸ҰさΜݝۄ࡛、ճ࣍
ʣࢠい͠ますɻʢ൧ౡ�ዳئ͓ʹ

ҬแׅέΞ͔ΒҬڞੜࣾձ　
ʙࢢຽ͕ओʂ·Δ͝ͱέΞͷ·ͪͮ͘Γʙ
ʕಢݝಹਢԘ原ࢢʕ

ࣸਅ̎ ʮస͵ઌͷࣨڭܙʯ෩ܠ　ެຽ館ར༻ͷऀྸߴͷͭͲ͍

ࣸਅ１ ࡏέΞωοτϫʔΫಢ ෩ܠ 
　　　 ʢ࣏ࣗ医ՊେֶҬ医療ใݚमηϯλʔʣ

ࣸਅ̏ େڮάϨʔεѪ͞ܙتΜͱ 
　　　 ൧ౡዳࢠʢ)30 Նʣ
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こんにちは、ただの次അձһのࢲがόトンを受け
取ってしまった感がڧいのですが、զが地域の地域แ
ׅケアシステϜの現状にͭいて、ࢲなりのઆ໌をしたい
と思います。

があߥのೆ෦にあり、ೆにݝۄ戸ా市は࡛ݝۄ࡛
りର؛は౦ژ板۠ڮになります。面ੵ人ޱなどৄࡉ
は「ް生労働ল見えるԽシステϜ」でごཡいただければ
とଘ ま͡す。現在は出生数も多く「若い」地域ですが、
今後急な高齢Խが༧ଌされている地域であり、そ
のରॲとしての地域แׅケアシステϜ、地域共生社ձの
ڙࢠとಉ時にࡦஙがඞཁとされています。高齢Խରߏ
たちをҭΉ֗࡞りもߦわͶばならない地域でもあります。

科医でしたが、いͭの֎ܗは普通に手ज़もする整ࢲ
間にか手ज़より介護保険と変Խしていきました。ある日
高ߍの先ഐであるാ߃先生から「ୈ 7 回શ国のू
い JO ౦ژ 2001」のお༠いを受け参Ճしたのが、وωッ
トϫーΫとの出ձいでした。参Ճしてみたら大学のಉ級
生である新ׁݝ小出ொの上ଜ医院上ଜഢ人先生が発
表をしていたなどがあり、Կかを吸ऩして地ݩで役立て
ようと思い、以来できるだけ参Ճさせていただいていま
す。ാ先生にはおձいするたͼに「小ྛさん年ձඅが
まだのようですが・・・」とおかけくほどに認知して
いただけるようになりました。

地ݩの活動としては、戸ా中ԝϦϋビϦテーション病
院のごڠ力をき「戸ా地域ϦϋビϦテーション研ڀ
ձ」が年 2 回開࠵をܧ続しています。多職種の方々の
参Ճをいただき、إの見える連携の一ͭとなっており、
現在ਐߦ中の介護༧事業におけるڠ働にもܨがった
と思っています。

のϞデル事業からは͡ݝۄ࡛ まった「戸ా市在宅
医療ࢧԉηンター」とM$Sを༻した I$5 による連携
も始まり、医師ձのاըによる、I$5 の༻๏などの
ߨ とٛ連携ձʢ৯るҿΉؚΉʣも回を増すほどに参Ճ
者も増えています。

戸ా市介護ࢧԉઐһ連བྷٞڠձは、戸ా市には

ҩʣのԘ会
「のԘ」とは、ϚλΠにΑるԻ書のなかの「あなたํはのԘである。」のݴ༿が༝དྷです。
。のҙです「。生していきましょ͏ڞちຯを生かして࣋それͧれࣗの」なりの解ऍではࢲ
とだখྛҩӃ����������������������ɿ�ܗ֎ՊɹՊɹリϋϏリςーションՊɹリϚνՊɹ
Έなしࢦఆۀࣄॴ� ɹɹɹ���ɿ�๚リϋϏリςーションɹ๚ޢɹډྍཆཧࢦಋ
ॴۀࣄԉࢧޢ介ډ�ԉηンλー�ɿࢧޢ介ࡏ東ాށ

ҩʣのԘձɹとͩখྛҩӃ
খྛ ༸Ұ  ҩࢣ（ܗ֎Պ）ɺέΞϚωジϟー（ະߋ৽）ɺ
ձձ長ɺٞڠԉઐһ࿈བྷࢧޢ市հాށ
ձ෭ձ長ɺٞڠ市ҬแׅӡӦాށೝఆ৹ࠪձձ長ɺޢ市հాށ
市ҬέΞਪਐձٞҕһాށ

ҙஂ体にもかかわらず地域แׅࢧԉηンターӡӦڠ
ٞձに 2 人のҕһを参Ճさせていただいています。ٯ
に転ۈなどにより࣮ 働ཧ事がগなくなるなどҙஂ体の
ਏさもຯわいながら、ܧ続していけるӡӦ方๏をࡧし
ています。

そしてୈ17回શ国のूいJOしんしΎう2011において、
あかはͶ内科・神ܦ内科医院のઍึ先生の「小
さなษڧձ JO 松ຊ」の発表をഈ見し、パΫらせてくださ
いとおئいをしてڐのଈをいただきました。以来「小
さなษڧձ JO 戸ా」とশして、当院とお付き合いのある、
多職種、市ٞձٞһ、ொ内ձなど市ຽのօさんなどに
おをかけて、当院の待合ࣨで、ショートレΫνϟーであっ
たり、ϫールυケアΧフェをしたりとしています。

地域ϦϋビϦテーションਪਐ事業の一としてݝۄ࡛
「50DA 体ૢ」が戸ా市内ؾݩ 17 か所でߦわれてい
ます。

また /10 ๏人グϦーンΨーデΟアンさんと戸ా市社ձ
福祉ٞڠձさんが、医ʣᠳձɹ;くだ内科さんの
療所の待合ࣨをར༻した「地域サロンɹ;く;く」ʢ月
2 回ʣの活動もあります。

ྡのޱ市ではޱ市医師ձに「ݝೆ在宅医療研
ձ」があり、ਿӜ医院ਿӜහ೭先生ʢஶॻ「死Ͷなڀ
い老人」ݬౙࣷ M$ʣを中心に、ご高໊なߨ師のٛߨ
の回、地ݩの地域แׅケアの現状などใࠂの回と毎回
多職種 100 ໊の参Ճ者でߦわれています。

されていますׯ医師ձの仕事をݩはこの数年間地ࢲ
が、「಄に来てもアϗとはઓうなʂ」ʢே日新ฉ出൛ʣをಡ
んで思ったことは、ҙஂ体や、自院できな活動が
出来るのでかえってྑかったのではʁでした。そしてҙ
ࣝの高いϚイϊϦテΟʢʁʣたちが活動を続けて、ボトϜアッ
ϓして地域แׅケアシステϜにܨがっていけば地域はগ
しϋッϐーになるのかなと前きにߟえています。

εςʔγϣϯ�Ά͚ͬとޢɹ๚ࢢさいͨまݝۄ࡛、ճ࣍
の্ాߒඒさΜʹ͓ئい͠ますɻʢখྛ༸Ұʣ

զ͕࡛ࢢాށݝۄͷҬแׅέΞγεςϜ
ʙখ͞ͳ׆ಈͷੵΈॏͶ͋Γ͔ͳʙ
ʕ࡛ࢢాށݝۄʕ
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戸ాの小ྛ先生からόトンを受け取ったΆけっとの上
ాです。精神࣬ױで入院中の方をౡにุ参りに連れ
てߦくというボϥンテイア໋のさなかに、戸ాの小ྛ
先生から数年Ϳりのి。Կのご༻かと思ってฉいて
いると、今回のこのϦレーߘدを受け取ってཉしいとい
うґཔでした。小ྛ先生の地域、戸ా市からさほど
れていないさいたま市ですが、ྩ指ఆ市でもあり戸
ా市とは若ׯ異なるとこΖがあるかもしれません。また、
年ࡢ、自身の事業としてࢲ 4 月より、ࣇಐ発ୡࢧԉ 	 医
療的ケアࣇの 
 を開設したこともগしおさせてきた
いと思います。

が住ΉӜ和という地域は、Ӻࢲ、さいたま市ݝۄ࡛
໊に、Ӝ和、Ӝ和、中Ӝ和、Ӝ和、౦Ӝ和、
ೆӜ和、Ӝ和という໊前があることでも༗໊です。Ӝ
和˱౦ژは 26 、Ӝ和˱新॓も 26 。౦ژの
ϕッυタン。地方や内からの呼ͼدせ高齢者も多数。
さいたまຽと呼ばれています。さいたま市のೆ۠には
高Ϛンションがݐちฒͼ、小学ߍは 1000人えの学
ೆ۠だけをとってみれば大変若い地域のよ。ߍが数ߍ
うにもみえます。ただし、呼ͼدせ高齢者のӨڹもあり、
介護保険のਃ者数はうな͗ొりのようです。Ҽみにә
はӜ和の໊でもあります。中ࢁ道、॓、Ӝ和॓と
いうੲながらの॓ொのӨڹでしΐうか。

༗ݶձࣾ�Ά͚ͬと
දऔక
ඒ ߒ  ా ্
	έΞϚωーδϟーΦϑΟεΆけっと・
๚ޢεςーションΆけっと・ϔ
ルύーεςーションΆけっと・อҭ
ルーϜΆけっとۀا�ओಋܕอҭࣨ

Ұൠࣾஂ๏ਓ�Άけっとのྠɹ
ཧߒా্�ࣄඒ
	σΠルーϜΆけっとࣇ�ಐൃୡࢧԉ


さいたま市に住んで大ຌ 30 年その大を在宅医療、
介護、看護に関わって過ごしてきました。そんな中での
࣮感は、内にґଘした地域という言葉が当てはまる
様なؾがします。通学も通ۈも内にかい、事ނに
ૺった時のٹൖも、内の病院。ձ社でれた時も
内の病院ൖૹ。よって、ఆ年ୀ職のࠒまで、地ݩに
かかり付け医を࣋たない家ఉも多数です。ඞવと地域
のͭながりもബっらなܨがりとなってしまいます。地
主と言われる人たちとそこの新しい住ຽは、そんな中で
地域แׅケアシステϜをߏஙしようとしています。地域
แׅケアシステϜのඞཁੑを感͡ない中で、地域แׅケ
アシステϜをߏஙしていくۤ 労、ฒ大ではないかもし
れません。それでもお国からのおୡし、地域แׅケア
はֆにඳいたかもしれませんが、ଘ在します。

そんなさいたま市の取り組みにͭいておしします。
地域แׅケアにͭいて、さいたま市では、h 住み׳れた
地域でʡいきいきʡと輝きながらいͭまでもؾݩで自ら
しく ɦࢧえ合いと;れあい๛かな活力あるまちづくりを
ਪਐしています。介護がඞཁとなる状ଶの前に༧ޮ
Ռの高い体ૢ等をߦうとともに、社ձ活動の参Ճ、
生きがいづくりといったཁૉに働きかけ、身ۙな地域で
住ຽが主体となった、ܧ続ੑのあるӡ動がߦえるよう
ԉをશ市でల開しています。だそうです。なんだかあࢧ
りきたりであまり心にڹいてこないจ言なのですが、さ
いたま市としては、ここにΤωルΪーをかけている様で
す。取り組みの主な内༰としては以Լ様です。

ʕ࡛ݝۄさいたまࢢʕ

ॅΈ׳Εͨ֗で҆৺で͖Δ
共生αʔϏεのఏڙを
ࢦしͯɾɾɾ

ᶌ
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さΜࢠɹͻ͙Β͠のいえɹ҆�ॱࢢށদݝճ、ઍ༿࣍
ඒʣߒ�い͠ますɻʢ্ాئ͓ʹ

・介護予防について
・生活支援について
・家族介護者などの支援について
・認知症総合支援について
　　認知症サポーターの支援等行っています。
・在宅医療・介護連携について

ここがࢲたち介護事業所のキーとなるࢧԉですが。
自治体としてのスタンスは以Լのようです。

医療と介護療๏をඞཁとする状ଶの高齢者が住み׳
れた地域で自らしい暮らしを人生の最後まで続ける
事ができるよう、医療関者の連携をਪਐし、在宅医
療と介護を一体的にఏڙできる体制のߏஙをਐめます。
当市では 4 医師ձとの取り組みをߦっています。

そもそも、4 医師ձとの連携は大変ですよͶ。しかし
この地域には 4 医師ձがあります。そこと連携をとりͭ
ͭ一体Խをਤるのはϋーυルが高す͗。在宅医療ؤு
Ζうとߟえた医療ػ関は、ܸしている現状です。

・地域ケアձٞにͭいて
。事例がある限りఏҊしていますࠔ

・シχアサϙートηンターが主࠵するձٞ。ɹ
出੮はྑいです。地域の問も認ࣝしています。

ఏҊもできます。しかし開࠵日が限られていたりすること
もあります。୲当者も。でも、ケアϚωとして、最
期にཔれる所です。

これが、さいたま市ೆ۠の࣮ですが、最ऴ的にཔ
れる、ケアϚωがあったり、訪問看護があったり、介護
事業所や、訪問療所が。で、なんとなくそれなりにで
きているのがさいたま市ೆ۠の࣮ではないかと思いま

す。今後の՝はおおきいかもしれません。でも、やり
たい人たち、やってみたいひとが多いのもこの地域のಛ
ੑのように思います。

介護保険以֎の市ຽ活動としては、݈߁ຑや、Χϥ
Φケなどがあります。ڻくことにّやさんがاըしてく
れています。他、介護施設のボϥンテイア݉झຯ活動
で、ԋܶ。ࢠҭてࢧԉ �高齢者の҆൱֬認事業など৭々
ボϥンテイアさんがあります。ࢲもそのいくͭ かの事業に
ཧ事として参Ճしています。

地域ੑとしては、地域แׅケアがしっくりこない、で
も地域住ຽはػة感にさらされ、Կか活動を始めてい
る。それがこの地域の様に思います。

ԉにͭいてもಉ様です。障害があってもなくࢧҭてࢠ
ても、Կらかのࢧԉがඞཁ。だって、ࡢ今のようなχϡー
スه事になりたくはありません。ωグレΫト、ٮ待。

人ޱがগなくなくなる日ຊだから、ࢠҭてࢧԉもඞཁ。
地域แׅケアで、高齢者もڙࢠたちもࢧえる仕組みが
ඞཁではないでしΐうかʁ当事業所の取組は、住み׳れ
た֗で҆心できる共生サービスのఏڙを目指して・・・
です。

現在ࢲがめ͟しサϙートしようとߟえているのはࢠҭ
てࢧԉです。高齢者をࢧえるため、ࢠҭて世代の介護
者のࢧԉがԿよりඞཁとߟえています。地域は地域で
कらなければ、地域のಛੑを生かした地域แׅケアに
なれればと日々ޡࡨߦࢼです。
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とも穏やかなお別れができました。
訪問看護ステーション開所後は、家族の介護の限界もあり、

急遽お泊まりをお受けし、そのまま緩和ケア→看取りまでのお付
き合いの方も増えています。

人材不足が叫ばれる業界内において、他国の労働力の受け入れ
や、ロボットの導入等に光が当たっているようですが、今年は新
卒者の介護福祉士と 20 代の若い新人二人を迎え入れ、初の入社式
なるものができ、平均年齢もググッと若返ることができました。

ひぐらしのいえは、
在宅医療の先生方、地
域包括や多くの近隣ケ
アマネジャーの連携の
元、制度に乗り切れな
い方々も、このように
柔軟な対応ができる場
所としてやって参りま
した。その反面、グレー
ゾーンとか、アナーキー
なとか、「その日暮らし」
と揶揄されながらも、
地域に根差した施設を
目指していこうと、今
後も若い世代を中心に
日々努力して参りたい
と思います。

●
松戸市

౦ژ
ઍ༿ݝ

ҵݝ

ݝۄ࡛

ݝསࢁ

介護保険が始まる以前から在宅ケアに携わり、一念発起起業
して 16 年になります。看護師の仕事に就き、大学病院で最期を
迎える方の悲惨な現状を見て、「畳の上で死にたい」という世間の
言葉に突き動かされてきました。どうにか自宅で最期の時を穏や
かに過ごす事は出来ないものかと、様々な先人方の活動に触発さ
れての事です。

介護保険開始当初は、介護ばやりで、転職組の 2 級ヘルパー
研修は毎回大盛況でした。介護の世界に足を踏み入れた異業種参
入組は、こぞって人との温かみある関わりの仕事がしたくて…。
とか、身内の看取りに関われなかった後悔から、せめて、人様の
お役に立ちたいと介護職を選んでくださった方々で輝く未来が
待っているかのようでした。

2004 年 2 月に松戸市日暮 5 丁目で「宅老所・デイサービス 
ひぐらしのいえ」にて共生ケアを開所、2005 年 11 月に現所在地
に移転。2007 年 6 月に高齢者・障害者滞在型住居「ひぐらし荘」、
2009 年 8 月に「地域密着型デイサービス となりんち」、2015 年

「ひぐらし訪問看護ステーション」開所、現在に至ります。松戸市
は、幸運にも在宅医療が盛んな街で、この地に居を構えられたこ
とは、ひぐらしにとって幸運な事でした。

当時から共生ケアとして HIV 感染の方、ALS で呼吸器装着し
ている方の他、知的障害、高次脳障害、統合失調症、DV 被害のシェ
ルター等様々な生きづらさを抱えた方々と高齢者とが、日々一緒
に過ごし、泣いたり笑ったりの日々が続いています。

この間、在宅医療との連携にて、多くの高齢者の看取りに関わ
らせていただくことができました。多くの方々は在宅主治医と相
談し、片手盛りほどの内服薬を徐々に減量しました。代表的な例
としては、薬をなしにして 4 年間変わらずに普通に生きて、3.11
の震災後に 97 歳直前に老衰で看取ることができた、姑のフミさん。
この人がこの道に導いてくれたといっても過言ではありません。

他にも、レビー小体認知症で、精神科病院で抑制されていた
M さん。ひぐらしにお連れして、投薬の微調整ができ、症状
軽減して 3 年間普通に暮らす事ができましたし、長い方では、
ひぐらし開所以来のお付き合いのうえ、数年前にお二人の看板娘

ͻ͙Β͠のいえ
දɹ҆  ॱ ࢠ
【ઌۈ】
༗ݶ会ࣾ�ϓϥン・エετ�දऔక
ॴ・σΠαーϏεh ͻ͙らしのい͑ʱ
ॴ・σΠαーϏεh となりんちʱ
ʰͻ͙らし๚ޢεςーションʱ
【ॴࡏ】
˟��������ઍ༿ݝ松ࢢށീϲ࡚�������
5&-ɿ������������ɹɹ'"9ɿ������������
【ओͳஶॻ】
ʰあなたが࢝ΊるσΠαーϏεʱد稿ʢӢ書房ʣ
ʰ気ͮいていますか�ೝέΞのམとし݀ʱฤஶʢதԝ๏ن出൛ʣ
ʰϘϥンςΟΞφーεが௲る�υΩϡメンτ�東ຊ大ࡂʱد稿ʢࡾলಊʣ
ʰೝέΞのλーϛφルέΞʱ�回シリーζ࿈ࡌʢೝέΞ࠷લઢʣɹ
ʰঢ়ผ؍�のϙΠンτとҩྍ৬のつな͗ํ おɦはΑ͏��・��回࿈ࡌʢதԝ๏نʣ
ʰはいͤつέΞ・リϋʱد稿ʢࣜג会ࣾ�HFOF�ʣଞ

ʹさΜࢠձࣾ༑愛ϝσΟΧϧのඌ࡚�लࣜג、ճ࣍
ʣࢠい͠ますɻʢ҆�ॱئ͓

ʕ�ઍ༿ݝ松ࢢށ�ʕ

地域包括ケア―地域の現状
『最期まで普通の暮らしを』～共生ケアから包括ケアを学ぶ～

νϫϫを๊っこしているのが、ࢲですʢྻޙӈから�ਓʣ。

ˣɹएいελοϑのೋਓɹˢ

ᶍ
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ʰௌ͘こͱʱ

ʰখઆ͔ΓಡΜで·͢ɻɦ

私の
こだわり

私は �� 年લにペインクリニックを։ۀしまし
た。௧みのプロとしての自ෛを持ちあらΏる௧み
はༀとਆܦϒロックとで࣏せるものと思っていま
した。しかし、そのい自৴は։ۀして間もなく
ଧちࡅかれていきました。そのようなもので؆୯
に࣏る௧みはきわめてগなく、ଟくのํはわけの
わから͵௧みを๊えてあちこちをडしたՌてに
ペインクリニックというฉいたこともないような
ところにたどりணいたのでした。֬かに大病院で
ていたױ者さんたちはほとんどがもうすでに
அがついた௧みでした。「三ࠥਆܦ௧」「ଳঢ়᙮
ۀ௧」「がんੑ᙭௧」など。しかし֗の։ܦਆޙ
クリニックにやってくるױ者さんୡはஅがつく
ํがগないのです。ଟくは༷ʑなۤしみを๊え、
その一෦として、あるいはそのۤしみのସとし
て௧みをૌえているํʑでした。それらのױ者さ
んが๊えているࠔは私がそれまでฉいたことも
ないようなものばかりでした。家ఉの、ۈめઌの、
人生の༷ʑなࠔ。ࢲͦれΒをௌ͘ことʹເத
ʹͳΓまͨ͠ɻ孤独なࢠҭてや人հޢ、ަ௨ࣄ
を๊えたࢠ者、Ҿきこもりののඃނࣄや医療ނ
、ֶߍやۀاでのい͡め、リストラやۀࣄ
ഁたん、愛する人をくした൵୰者など・・・。
ͦ͠てͨͲΓいͨの͕ͦࢲうͨ͠ことʹؔ心
を͚ௌ͘ことʹΑͬて௧Έ͕ܰݮするというෆ
でͨ͠ɻ人はなんてͻとりͻとりҟݧͳମٞࢥ
なった大มなମݧをして生きているのだろう、そ
してそのことを誰にも言えͣ孤ཱしてۤしんでい

る、こうしたことを知ることなしにその人の๊え
た௧みを理ղすることは不Մだと気付いたので
す。ਆܦϒロックのࢪ行がどんどんݮっていき
ました。それとൺྫしてをௌく時間がどんど
ん૿えていきました。当વՔ͗もどんどんݮって
いきました。߅うつࡎのޮՌを知ったのもそのこ
ろです。お年دりが一日中「いたいよーいたい
よー。」とڣͼଓけていても出されるのはロキソ
ニンばかり。認知症の̨̗̥̙をֶんでༀを出し
見ҧえるようなঢ়ଶになって家族にتばれ自分も
ͼっくりしたこともありました。

そうしたݧܦの中で私は「ମと心とらしを
るϗリステΟックペインクリニック」という֓೦
を（自分の中で）ଧちཱてました。「؆қਫ਼ਆ療法」
「ラϙールのܗ」「̢̣̗」などの֓೦はそのޙ
になって知ったことです。
者の在療ཆを支える؇έױ在、ओにがんݱ
Ξ療ॴにҥସえをして年間 �00 人༨りの在
औりをしていますが、がんױ者さんの௧みのૌ
えにରしてもこの「ମと心とらしをる」ࢹ
はܽかさͣ持ちଓけています。がんױ者がいたい
といえばす͙オϐオイドがॲํされます。をれで
も௧いといえば「Ϟルώωには天ҪޮՌはありま
せん」と、どんどん૿ྔされます。それでもޮき
ません。そんなױ者さんがհされてきてઌͣす
るのはపఈతにをௌくことです。サーチライ
トをΏっくりとճしながらどこにこの人のۤしみ
の「֩」があるのか୳るのです。ಛに在だとそ
こにいろいろなࡐ料がసがっています。家族ؔ
は？ࡁܦは？人生のتͼは？ผれの൵しみは？こ
のઌの不安は？そしてたどりணいてフΥーカスが
当たった時ଟくのױ者さんはྦをྲྀします。「自
分でも気ͮかなかったۤしみの֩が目のલにݱれ
それによってਏさがණղしていくようなମݧをす
る」のではないかと思います。私はそのॠ間を
いٻめています。医者້རにਚきるॠ間です。

؇έΞྍॴ ͍ͬΆ（܈അ県࡚ߴ市）
খּݪ Ұ

؇έΞྍॴ�いͬΆ
医ࢣ 3 人ϓϥεݚम医ɺࢣޢ 8 人Ͱ؇和έΞ
֎དྷɺϖΠϯΫϦχοΫ֎དྷɺࡏέΞΛͯͬߦ
͍· ɻؒ͢ 300 人ͷ؇和έΞʹؔΘΓɺ200
人લޙͷࡏऔΓΛͯͬߦ ͍· ɻ͢࿈ࢪܞઃͱ
ͯ͠ ϗεϐεΛ͍ͯͬ࣋· ɻ͢͜Ε͔Βͷ՝
͕ΜऀױҎ֎ͷࡏ؇和έΞͱࢪઃͰͷऔΓ
ʹऔΓΜͰ͍͘͜ ͱͰ ɻ͢

目次に戻る

ᶃ
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ʰ৬ͮ͘りਓͮ͘りʱ
私の
こだわり

所ΛӡӦ͍ͯ͠Δ͕ɺҙਤతͳۀࣄޢɺհࢲ
৬ͮ͘ΓΛ͢Δ͜ͱにͩ͜ΘΓ͕͋Δɻ

ɹࢱの৬ɺͲ͜ͱͳࣗ٘͘ݾਜ਼ไの
χϡΞϯεΛؚΜで͍ΔのでɺใुΛಘΔߦҝͱ
͜ΕΛ໌֬ʹ͢Δ͜ͱ͕ಛʹେͳ͜ͱであり、
そうでなければくۈめることはできない。ྫえ
ば、ฐ社にはٳظՋ੍が年 �ճあるが、࣮は
հޢの৬でこれをऔり入れているۀࣄ者はほと
んどない。入ॴࢪઃにはٳظՋは不ཁという҉
のྃղがあるようだ。しかし、ར༻者と৬һの
うち、ར༻者だけを大ࣄにすることはΞンフェΞ
なことで、৬һを大ࣄにすることとར༻者を大ࣄ
にすることはಉ͡と考えたほうがྑい。࣮ࢪして
年ܦつが、ٳΉことは気まͣくಉ྅にをか
ける行ҝではなく、ϙジテΟϒなࣄという共௨認
ࣝががった。また、ମにも心にもΏとりが出来、
Ώっくりとհޢができるので、しい࣮ݱと理
にΪϟップを͡ײてࣄをࣙめることもなくなっ
ている。
の֞ࠜΛͳ֨͘͢ࢿに大切なことは、৬छ࣍
͜ͱである。医療৬はಛにそのઐੑにプライド
がߴいのでଞ֨ࢿやଞ෦ॺへの൷త࢟をと
ることがある。これがなくなるとޓいのঢ়گや大
มさを共有出来るようになり、ඇৗにいいؔੑ
が保てるようになる。そのため、社һ食ಊではແ
料チέットをしたりプロ球બ手名ؑのごと
く？スタッフ名ؑを作したり、૬ޓ理ղのを
ҙਤతに作っている。それにより、不ཁなストレ
スがແくなっていく。

そして、3つ目に大切なことは、ࣾ͘͠ݫձの
ৗࣝΛ͑ڭΔ͜ͱである。これはۀاとしての
ׂと考えている。ٳظՋ੍や社һ食ಊのແ料
։์、ಇきやすいڥをつくることとݫしくࢦ
ಋすることは྆ྠである。ฐ社の理৬にはその
ための行動ࢦのようなものがあり、それにより、
తなհޢのࣄや૬ஊۀ、人を支ԉする
ཱのࣄにもཱっている。
には、大มなことやۤ࿑をりӽえたことࣄ
がՁとされるイϝージがあるが、そうではなく、
ਖ਼֬な知ࣝとద切なٕज़をにணけることが本来
の࢟であり、そして、৬が楽しければ、なお人
生は楽しいものになるだろう。

Λߘݪͷͩ͜ΘΓʯͱ͍͏ςʔϚͰࢲճɺʮࠓ
ґཔ͞Ε͕ͨɺࣄʹ͓͍ͯͷͩ͜ΘΓͱͦͷ
人ͷͭ࣋ઐੑͱಉ͡ҙຯͳͷͩͱͨ͡ײɻ໘ɺ
༡Ϳ͜ͱʹ͓͍ͯɺͩ͜ΘΓෆཁͰɺ୭ͱͰ
ԿʹͰָ͘͠༡ΔΑ͏ͳେ人ʹͳΓ͍ͨͳ
͋ʜͳͲͱͨ͑ߟɻʢ͏ 44 Ͱ͕͢ʜ永ԕͷࡀ
ςʔϚͰ͢ɻʣ

͔ͬ͜͏の総߹ࢪઃ長
Լ و೭

ձࣾϦϒϥΠζࣜג
　2000 年、介護保険制度がわが国でも導入され、この業界は
それまでの福祉制度から大きな変化を遂げました。その中のひ
とつに『民間参入』があります。これまで、介護施設を運営で
きるのは行政や社会福祉法人でしたが、これにより異業種から
の参入や介護現場にいる個人での起業が大きく増えました。
　株式会社リブライズ（Librise）もそんな一介護職員が設立し
た会社です。
　社名は、Liberty（= 自由）の Libと rise up（= 立ち上がれ）の
rise から取った造語です。「あらゆる制限をなくし自由な空間を
作りたい」という利用者さんの日常への思いと「介護に携わる
人たちにこそ起業してほしい」という現場ではたらく人たちへ
の思いです。これが出来れば、この業界はもっと良くなります。
　それは、利用者にとってもはたらく社員にとっても「もっと
良くなる」ことです。株式会社リブライズのミッションは、普
遍的なものを大切にしながらも介護業界で新たな価値を作るこ
とです。（ホームページより）

　「Լ༷σΠαーϏεͱεϙーπ
ジムΛΈ߹Θͤͨ「ϥΠϑジム」ͱ
͍͏औΓΈΛ͡Ίɺຊஂࡒの
ιーγϟルΠϊϕーλーʹબΕશࠃ
తʹ͞Ε͍ͯΔํで͢ɻ」（খ
ͪのେձ長ΑΓ）

森カフェ

ᶄ
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私の
こだわり

独居高齢者宅で一緒に夕食

みなさん初めまして。この度、会報「風の萌―
私のこだわり」への寄稿依頼がありましたので、
いざ原稿を書き始めようとしたところ「こだわり
がない」ということに気付き、はたと手が止まっ
てしまいました。

仕方ないので、自己紹介をしつつ自らを振り返
り私の診療に対する思いなどを述べていこうと思
います。

2000 年に順天堂大学医学部を卒業、医療法人
社団佐倉の風 さくら風の村訪問診療所を 2007
年 5 月に社会福祉法人生活クラブ風の村のいち組
織として千葉県佐倉市で開業し、その後独立、法
人化を経て今日に至っております。ようやく 11
年目に入ったばかりです。開業前に、いらはら診
療所やあおぞら診療所で研修をさせていただきお
世話になりました。近くには日本医科大学千葉北
総病院、東邦大学医療センター佐倉病院や成田赤
十字病院など大規模な医療機関が複数あり恵まれ
た環境です。職員は看護師 2 名、事務員 2 名、医
師 1 名の小さな診療所です。通常の外来診療はな
く、訪問診療が主体の診療所です。近隣で開業し
ている神経内科専門医に 1 ヵ月に 2 回ほど手伝っ
てもらっていますが、普段は基本的に 5 名で頑
張っております。実患者数は 80 ～ 90 人 / 月で、
年間看取り数はおよそ 40 人ほどです。社会福祉
法人生活クラブの組織である「風の村訪問看護ス
テーションさくら」や「風の村ケアプランセンター
さくら」などと同じ建物内に診療所がある関係で、
非常に連携しやすい環境にあり、日々助けられて
おります。

産科および小児科領域以外の全ての患者を受け
入れていますが、循環器内科出身の私としては
10 年経っても日々勉強不足を感じているところ
です。毎日の診療の中で思うのは「家っていいな、
凄いな」ということです。何が、と具体的に挙げ
られるものはありませんが、単純にそう思います。

開業当初は訪問診療の依頼があってすぐに患家
を訪問し診療開始としていたのですが、そうして
いるとなぜか多くの患者が最終的に紹介元の病院
へ戻ってしまうことになってしまいました。原因
をいろいろ考えた結果、診療所あるいは私の考え
がしっかり届いていないのではないかと思い、そ
の後は訪問診療開始前に必ず家族との面談を実施
することにしました。そうしたところ、最期まで
自宅で過ごす患者が目に見えて増えてきました。
それを目指している訳ではありません。患者ある
いは家族に対しては「自宅だろうと病院だろうと、
本人が過ごしたい場所が居心地のいい場所」と説
明し、その考えが昨日と今日、今日と明日でころ
ころ変わっても構わないと伝えているだけです。
計算すればすぐ分かる在宅看取り率をあえて出し
ていないのですが、こうしたことが理由です。自
宅でもずっと安心して過ごせるということがきち
んと伝われば大丈夫なのだと分かりました。その
他、面談時に「死ぬために家に帰ってくるのでは
なく、普通に過ごすために帰ってくる」「病気を
抱えて入院していれば病人だけど、病気を抱えて
いても家で過ごしていたら普通の人」ということ
も伝えています。在宅医療だ、と気合いを入れて
臨んではきっとダメなのだと思います。病院は治
療する場ですが、家は過ごす場ですから。

こだわりがないようで、こだわりがあることに
気付きました。

    普段どおり、いつもどおり。

ҩྍ๏ਓࣾஂࠤの෩
͘͞Β෩のଜ๚ྍॴ　院長

ହ೭ ౢࡾ

ϓϩϑΟʔϧ
氏　　名　三嶋　泰之　（みしま　やすゆき）
生年月日　昭和 46 年 9 月 22 日（45 歳）
現住所　　千葉県習志野市奏の杜 3-10-3
学歴　1990 年 3 月　埼玉県立浦和高等学校卒業
　　　1991 年 4 月　順天堂大学医学部入学
　　　2000 年 3 月　順天堂大学医学部卒業
職歴　2001年5月　医師国家試験合格（医籍登録番号 第416145号）
2001 年 5 月　同愛記念病院内科研修医（墨田区）
2003 年 5 月　同愛記念病院循環器内科（墨田区）
2006 年 4 月　順天堂大学医学部附属順天堂医院循環器内科（文京区）
2006 年 7 月　吉祥寺南病院内科（東京都武蔵野市）
2007 年 4 月   さくら風の村訪問診療所開設（千葉県佐倉市）
2012 年 10 月　医療法人社団佐倉の風設立                 現在に至る。

診療所遠景

ʰීஈͲ͓りɺ
͍ͭͲ͓りʱ

第３回
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ʮࠓʯɺʮここʯ
私の
こだわり

ࣄのՖྍॴのࡊ�˖
���� 年当時、私は大ֶ病院にۈする一ޢ
、ݧܦ者さんの病院での死をױでした。ଟくのࢣ
ମにいくつもチューϒがつけられ、৸ฦりもで
きないঢ়ଶで死を迎えるࣄにҧײを֮えていま
した。そんな時に「一ॹに療ॴをらないか」
のがかかり、ૉ人ばかりでֶश会をܭը、全ࠃ
のઌਐతな療ॴを見ֶに行きました。その中
に、ാ医ࢣ、౻ଜࢣޢがܦӦされていた愛知
療ॴฒ、中ౢご්でܦӦ、׆༂されていた中
ౢ療ॴもありました。༐気をいただき、私たち
は ���� 年に、「療ॴઃཱ४උ会」をൃ、「み
んなでろうみんなの療ॴ」を合言༿に出ࢿ者
をืり、���� 年の、ࡊの花療ॴは生した
のです。「そこに行けば何とかなる療ॴ」「出か
ける医療」がスローΨンでした。

・・ࢲ�˖
療ॴを։ۀする年લに、大ֶ病院をୀ৬。
自動ं໔ڐをとり、手をशい、྆を「ޙࠓ
່、のཱྀ行へ࿈れて行きޙ࠷行は出来ない」と
ୡには「これからはいない」と͛ࠂ、ܾҙして
の出ൃでした。全全力でಥっるຖ日はଓき、
ਅ中に自సंでる自分がきでもありまし
た。おऔりをしたのຬ݄、໌けલのんだ
ۭ気などײޒで͡ײられるࣄにもײ動を֮えてい
ました。その一ํで、自分の一生ݒ命さをଞ人に
もٻめてしまいがちになっていました。

˖�ឯ༨ંۂをܦて
���� 年に名ݹで։࠵された「ωットワーク
݁ୈ �ճ४උ会」にもࢀՃさせていただき、「全
、Ճ、以来ࢀ大会からژの集い」にはୈ一ճの౦ࠃ
ଟくのֶͼやまたྭましをいただき、療ॴの存
ଓػةにもཱちかうࣄができました。ສが一の
療ॴのഇۀにඋえ、�003 年には有ݶ会社ࡊの
花をઃཱしました。おか͛さまで、ݱ院の׆༂
で �0�0 年に全ての出ۚࢿをฦ٫し、�0�� 年に
。の৽療ॴにҠసすることができたのですࠓ

「ここ」、「ࠓ」˖
�0�� 年、私はࡊの花療ॴをୀ৬し、有ݶ会
社ࡊの花でհޢを中心としたۀࣄをܦӦしていま
す。会社ܦӦ、৫りはしいです。以લの「私
がやってやる」ではμϝというࣄを࣮ײしていま
す。在έΞで࠷も本ԻをͿつけられるϔルパー
がԹかいέΞができなければ、࣏療ޮՌは上͛ら
れません。έΞ৬の࠷લઢをϔルパーとともにา
みたいと思っています。

˖�େࡕେձ͕ࢦすの
これまで、このωットワークの全ࠃ大会はஶ名
なまた࣮力のあるઌ生ํが大会をされて来られ
ました。私が୲うࣄは、おҧいかもしれません。
私はڧいリーμーではなく、みながら、一ॹに
りあ͛るখさな存在です。この大会を௨͡て、
つͿれない、つͿさないωットワークりをめ͟
しています。地Ҭ共生社会のߏஙには、ҧいを認
め合えるࣄがඞཁです。地Ҭりは人り。出来
ていないࣄの൷ではなく、どうしたらできるよ
うになるか、何が自分にできるのか、「ࠓ」、「ここ」
͔Βาみたいと思っています。よりଟくのํに出
会い、ҙ見ަし、ҭみあい、大ࡕ大会を迎えた
いです。全ࠃの会һのみな༷、ごࢦಋ、ごฬᎪの
ほどよろしくおئいகします。

Ԭ࡚ Ղࢠ
༗ݶձࣾ ࡊͷՖ（େࡕେࡕ市）

ͷʮͩ͜ΘΓʯͰ͢ɻࣄɺԬ࡚ཧ߸ࠓ

こΕ·Ͱのࣗ͝のମݧࢥいΛ௲ͬͨ༰ͱͳͬ
͓ͯΓɺ͝ ࣗのʮこͩΘΓʯͰ͋ΔλΠτϧの「ࠓ」、
「ここ」͔ Βのલఏͱͳ͓ͬͯΓ·͢ɻ
͜ͷɺʮͩ͜ΘΓʯ͕େࡕେ会ͷॏཁͳഎܠͱͳͬͯ
͍Δ༷Ͱ͢ɻ
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ཧ ʕػةのࢲ
ͬた࣌にଛ͢ΔํΛબべ

私の
こだわり

大ࡕの松ࢢݪで։ۀして、あっという間にೋे
年がܦちました。当ॳ、おۚもなく、ۜ行から
आりるにも色ʑハードルがあり、ࠔりはてて一時
は։ۀはແ理かなと思っていた時もありました。
そんな時、ྨの॑からԉ助をडけることがで
き、։ܭۀըがやっと具ମతにਐΉこととなりま
した。しかしその॑は、ශしい生׆から一で
についての考えํۀࣄ、をなした人だったのでࡒ
は大มݫしい人で、「ී௨のചなら、色ʑ自分
でࣦഊしては、そこからֶんでいくが、おલはそ
のࣦഊする力もない。そのことをよく理ղしてお
きなさい」とڭえられ、֬かにࣦഊして࠶ཱち
上がるにもそれなりのཪ付けがないと、そう؆୯
にࣦഊもできないはͣだとೲಘし、ࣦഊできない
のだとの思いをڧくしました。
そのような思いの中、ちΐとしたࣦഊを色ʑ܁
りฦしながら、何に大きなࣦഊしないようにす
るのか、なりにޛったことがあります。それは、
「அにった時は、ଛするํをબͿ」、しんどい
ํを自らબͿこということです。
これはどういうことかと言いますと、も欲ਂ
い人間なので、何かࣄをおこなう時には、ۚમ
తなことだけでなく、いろんなҙ味でどうしても
ଛಘצఆがಇいてしまいがちです。໌らかに大き
なଛをඃることはҾきडけられませんが、ଛかಘ

かޒ分ޒ分のように思える時は、人はどうしても
ಘなํをબͼやすいものとだと思います。そんな
ΪリΪリのところでった時に、ԟʑにしてஅ
を間ҧえ、大きなࣦഊをしてしまうのではないか
と思います。だから、そんな時には、どちらかと
いうと自分がଛをする、自分がしんどい思いをす
るํをできるݶりબͼ、૬手に楽なํをબんでも
らうようにすることが大切だと思うようになりま
した。なんかえらくかっこのྑいことを言ってい
るように思われるかもしれませんが、これには;
たつのྑいޮՌがあります。ͻとつは、自分のզ
をগしはえることができて、うまいに᱐され
にくくなること。もうͻとつは、पғの人のڠ力
がಘやすくなるというޮՌで、これがけっこう大
切で、݁Ռతに自分のもकってもらっているの
ではないかと思えます。�大してಘすることはな
くても、大ࣦഊは͛るのではないでしΐうか。
人の思いを知ることはなかなかࠔで、自分の
ํが૬手にରして一าৡっているつもりでも、૬
手から見たらまだまだ欲ுりにөるのがੈのৗ、
ਫ਼一ഋৡったつもり͙らいでஸいいՃݮではな
いでしΐうか。在医療や地Ҭ医療の࣮ફは、自
分以֎の人たちの༷ʑなڠ力があっては͡めてՄ
です。おޓい、গしଛするつもりでৡり合えば、
より心地よい地Ҭ医療が行えるのではないかとも
思い、自分にରするռめのҙ味をࠐめて、これか
らも、「った時にはଛするํをબͿ」よう心が
けていこうと思っています。

ཥ　ར
ձ ཥΫϦχοΫ　Ӄ࠼

（େࡕ松ݪ市）

ཥΫϦχοΫ
〒 580�0032　松ݪ市ఱඒ౦ 7�2�27 ୈ 3 ଠڤϏϧ 1 ֊ 
TEL　072�330�4��3　　FAX　072�330�4��1

Ϧϋηϯλʔఱඒ
〒 580�0032　松ݪ市ఱඒ౦ 7�1�7
TEL　072�330�0333　　FAX　072�330�0339

ͬた࣌にଛ͢ΔํΛબべ
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झຯΛ࣋ͱ͏
私の
こだわり

౦大ࢢࡕで医院を։ઃして 30 年になりますが、
あっという間に時間がա͗ていったײがします。ଔ
։院するまでの、ޙ ��年間を大ࡕ大ֶୈ �֎Պで
աごし、ຖ日、手ज़に໌けれていた頃を、時ʑջ
かしく思い出すこの頃です。։ۀ当ॳは自৴もなく、
ઌ行き不安な気持ちでいっͺいでしたが、日ৗ療
は医ࢣ会のһなどのࡶをこなしている間に、地
Ҭにとってかかりつけ医のॏཁさを認ࣝし、ԟな
ども始めるようになりました。ԟױ者が૿えるに
つれ、在医療のඞཁੑも௧ײしだしました。

ඇৗʹ͠ࣄΔ͑ࢧΛ༷ऀױ医療୯ಠͰࡏ
͘ɺ๚ࢣޢͳͲͱ͠ྗڠͳ͕Β͍͋͑ࢧΛ͠ͳ
͚ΕͳΒͳ͍ͱ͍ࢥ·͢ɻಛにターミφルױ者༷
のऔりにؔしては、医ࢣ �人で �� 時間、3�� 日
見कることは౸ఈ不Մに近く、ࢣޢ、έΞマωー
ジϟー、ଟछのサービスۀࣄॴのํʑと共に、家ఉ
でのऴ医療の20-を考えながら支えなければい
けないと考えております。
ճの療ใुվఆで認められた「かかࠓ、はޙࠓ
りつけ医」ಉ࢜がڠ力し、チーϜ医療が出来るよう
になれば理と考えております。
地Ҭ医ࢣ会会としてݱ在、౦大ࢢࡕよりの地Ҭ
แׅέΞମ੍のཱ֬とਪਐにけた在医療コー
デΟωータۀࣄ、医療・հۀࣄ̩̘̞ޢなどを療
ॴと病院、行、հޢ支ԉઐһ、地Ҭแׅ支ԉセ
ンター、հޢサービスۀࣄॴと一ମとなり、ଟ৬छ
ௐしڠ、けてにܞங、医・հ࿈ߏಇシステϜのڠ
てऔりんでおります。
さらに在医療࣮地ݚ修、؇έΞݚ修などをੵ
会医ֶ会૯会で「在ࢣ医ࡕ年の大ࡢ、తに行いۃ
医療におけるଟ৬छ࿈ܞへの̞̘̩׆༻」を୲当
理ࣄがൃදしております。ฏ �� 年 �݄には「հ
ຽシンϙジࢢと認知症」のテーマでۀࣄ૯合ݥ保ޢ
Ϝを։࠵し、会は ��0 人のࢢຽでຬഋとなり
ました。福祉෦՝、医ࢣ会理ࣄ、έΞプランセン
ター理者らによる૯合ۀࣄ、認知症ॳظ集中支ԉ

チーϜのઆ໌、認知症༧、認知症のํの在生׆
を地Ҭで支えるϙイントなどのߨԋのޙ、女༏のळ
リサさんのܰົなトークで自の認知症のの
հޢମݧから、見कるհؤ、ޢுりす͗ないհޢに
ついてϢーϞΞをަえてされ、誰もが心をଧたれ
るૉらしい༰で大ධでした。

ײӈͷখҟΛࣺͯͯେಉʹཱͭで、খさな࠲
にࠨӈされるࣄなく、大きな気持ちでࣄをଊえ、
。にରԠすることを目ඪとしております࣮ݱ
झ味はғޟ、テニス、ゴルフ、スキーとくઙく
のཱですが、ମを動かすことが大きで、͡っ
としている時間がগなく、ৗにフットワークをܰく
をϞットーとし、݈߁寿命の૿ਐ、ංຬ止のҝに
力しておりましたが、̏年લからபࡥڱ症に
てԼࢶのᙺれ、᙭௧がͻどくなり、ڸࢹ手ज़をड
け症ঢ়はかなり؇ղしました。
しかしこれまでのようにΞクテΟϒに動きճるこ
とが出来なくなり、ғޟに಄するようになり、い
ろんな大会にも出し、ؔع院より名༪̒ஈの໔
ঢ়をいております。࠷近はあまり出かけてଧつ時
間も੍され、࣮力はどんどんམちている༷に思い
ますが、िに̍ʙ̎はകాにあるғޟサロンᗞᐬ
や日本ع院・ؔ૯本෦に௨い、インストラクター
のઌ生のࢦಋޟでੲをしながらଧつのが、唯一の
楽しみとなっております。

本年 �݄ �日（）には౦大ࡕ名༪ࢢຽでもあり、
Ӌ生কع永ੈ名人と共にࠃຽӫ༪をडけたғޟの
Ҫ山ࣣףをॕう৽य़ғޟフェステΟバル・Ҫ山༟ଠ
ഋにࢀՃいたしました。その中で࢙上࠷年গプロに
なるのは時間の問と言われているখֶߍ �年（�
才）のՄ愛いおさんが出しており、খֶߍ上ڃ
の෦で༏উしました。ޙࠓはレベルのߴいؖࠃにあ
るプロ࢜عのཛがڝうソルの有名ಓに௨い始め
るとのことです。ຢ、౦大ࡕはラグビーのொでご͟
います。ݱ在ٕڝとなる花ԂスタジΞϜのվ修が
��ϐッチでਐめられておりますが、�0ٸ 年の౦
大ࢢࡕでのラグビーワールドカップでの地元։࠵に
も地Ҭ医ࢣ会としてڠ力したいと考えております。

 ੜ
ҩӃ�Ӄ
（େࡕ౦େࡕ市）

医療法人ੜ会　医院
Պɾܗ֎Պɾ֎ՊɾϦϋϏϦՊ
〒 578�0935 େࡕ౦େࡕ市एߐ౦町 4 ஸ 2�5 
TEL　0���729��020
ۙమಸྑઢ　एాؠߐӺ　ెา 15 
IUUQ���XXX�ES�UVNPSJ�OFU�
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『食』 ～食べれば幸せ！笑顔のために
私の
こだわり

ഡా ࢘ۉ
දऔక
ༀࢣࡎ

հࢧޢԉઐһ
（市࡚ٶ県࡚ٶ）

会社έΞϑΣχοΫεࣜג
〒 880�091�
ٱ߃ࣈ市େ࡚ٶ県࡚ٶ 5314 ൪ 5
ॅܕ༗ྉਓϗʔϜέΞϰΟϨολφνϡΒい;ٱ߃ɺ
௨ॴհޢφνϡΒい;ɺ๚հޢφνϡΒい;ɺ٤ࡊちΎΒ;

༗ݶ会社ϝσΟϑΣχοΫείʔϙϨʔγϣϯ　
ༀͭہΊϑΝʔϚγʔ
〒 880�091�
ٱ߃市࡚ٶ県࡚ٶ 5073 ൪ 
IUUQ���XXX�QIPFOJY�IE�DPN�BCPVU�IUNM

私は、美味しい料理を食べたりうまいञをҿ
んだりすることはもちろんきである。しかし、
ここでհするのはʰ食ʱと言っても、私自
が食べる食生׆のࣄではない。私がܦӦするॅ
ܕ有料人ϗーϜの食ࣄのࣄである。ܦӦの
ޮから、どうしてもఏڙできる食ࣄにはݶք
がある。ݝຽॴಘのい地ํでは、ֹߴな入ډ
අをઃఆすることはできないが、食අは ��日 3
食 ��おやつで、当ॳは �000�ԁ、ݱ在は ��00�
ԁにઃఆしている。そんな中、։ઃ当ॳからӫ
ཆ࢜と一ྲྀの腕を持った料理をޏ༻しଓけて
いる。
ॳ料理は、༸食がಘҙでローストビーフ
や、フルーπの০りつけをಘҙとしていた。刺
のり付けも見ࣄで、以લϗテルのレストラ
ンでಇいていたݧܦが生きていた。ఆ年で、料
理はୀ৬となり、�目の料理はࡢ年から
ಇいている。�目の料理は、寿司や食
を中心とした料理ళでಇいていた。ಘҙ料理は
もちろん寿司やমきڕ、天ら、とんかつで、
出来ӫえ味は見ࣄである。�目料理が来て
からڻくことが有った。それは、ӫཆ࢜がॳ
料理の時とಉ༷͡にཱݙを作し、カロリー
理も行っているのだが、ࢪઃの入ډ者やデイ
サービスར༻者のମॏが૿えてきたことである。

入ډ者やར༻者は、食ࣄをすことがগなく
なり、食ࣄをඇৗに楽しみにしている。
人間何ࡀになっても、食べることは幸せであ
る。食ࣄがより美味しいࣄは、より幸福につな
がる。ましてや、ࢪઃに入ॴとなると֎出する
会もগなくなり、デイサービスのΞクテΟビػ
テΟーや食ࣄが楽しみとなる。ࡢ年からは、
औりを行った入ډ者の家族と行ったグリーフέ
ΞのデスカンフΝレンスにちΐっとした寿司の
弁当を出したり、料理がऔりدせたマグロの
ղମショーを行ったり、Նにはྲྀしそうめんを
行ったり、h 食ʱにؔするイベントをいろいろ
はࣄしଓけるڙを自લでఏࣄしてきた。食ࢪ࣮
ඇৗにݫしいが、入ॴ者やར༻者は美味しいも
のを食べ、笑顔になるのを見ると、h 食ʱにこ
だわりଓけてきて本当にྑかったと思う。݁Ռ、
入ॴ者は年たってもཁհޢが入ॴ当時とຆ
どมわらない。
もʰ食ʱにこだわりଓけ、笑顔のઈえなޙࠓ
いࢪઃӡӦをଓけていきたい。

ච ʢऀࠨʣͱྉཧ

৯ࣄߦ
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「ʑ෮शͱ༧शΛ͢Δ」
私の
こだわり

ಊਨ ৳࣏　Ͳ͏ͨΕՊྍॴ�院長
　　　　　　　（千葉県松ށ市）

医療法人 会　Ͳ͏ͨΕՊ療ॴ
〒 270�22�1　千葉県松ށ市ৗ൫平 1�20�3
5&-�������������ɹ'"9�������������
IUUQT���XXX�EPVUBSF�DPN�
ྍํ
ˑऀױ�さんຊҐのҩྍ
ˑ֨ݫ�ͳྟচͱのҩྍ
ˑ�ਓؒΛେʹ͢Δҩྍ
ˑ�Ҭॅຽのํʹ৴པさΕΔҩྍ
ˑ�ಇ͘৬һތΓΛちॆ࣮Ͱ͖Δҩྍ

私にとって「こだわり」のୈ�は「医ࢣのྙ理
ۤݎすとهを保つこと」です。しかし、これを؍
しいので、ࠓճはදのごときものにします。
ॳݚظ修などの�年間ऴྃޙ、自らの医療࣮ફ
のを千༿ݝ松ࢢށとఆめました。松ࢢށでは、
病院で�年、։ۀして�0年ಇいています。
医時は、ૣேと༦ํの�日ۈ �ճ、病౩
ճをश׳としてきました。ױ者さんの病ঢ়に
よっては、༵ޙޕや日༵も間も病院に行って
いました。こまめにしていると病ঢ়มԽにਝ
にରԠでき、間ҧいがىこらなかったからです。
医にも࣏にもओࢣޢ者さんはもとより、病౩ױ
ʠํࡾΑ͠ʡでした。
։ޙۀは、「පӃՊ֎དྷとൺべてଝ৭ͳい
ྍをߦう」という理೦でやってきました。ױ者
さんは、ԟʑにして「ጶױしている࣬ױ」と「க
命తになる病気」はҟなっています。ैって、「૯
合తな؍でױ者さんにඞཁなࠪݕ」を、ਝか
つదٓ病院にհしてきました。文字௨りの病
࿈ܞを行ってきました。また病院でܞわっていた
「在医療」もܧଓしてきました。これらの療
༰のਫ४を保つ「私のこだわり」は、ʠʑの
෮शと༧शʡです。
֎来ऴྃޙ、した全һのカルテを෮शして
います。「見མとししていないか」、「ภった見ํ
をしていないか」、「やるべきࠪݕがないか」、「ඞ
ཁな書ྨを書いているか」、「保ݥ療にैってい
るか」ʑの「෮शと༧श」をඞͣ行っています。
この෮श作ۀは、若い頃はޕલલのૣேに
行っていました。ࠓでは書ྨ書きなどのۀྔも
大ม૿え、ऴྃޙとཌேの�ճ行っています。

在ױ者さんでは日ʑの෮श以֎に、݄ �ճ「ਫ਼
ࠪ෮श」も行っています。集中して振りฦると、
病ঢ়のਐ行合いや༧ଌもՄだからです。
当院では݂݁࠾Ռはཌேに1$でૹられてきま
す。その݁Ռをきめこまかにチェックしҟৗの
ํや心なํをϐックΞップしておきます。ຖே
のスタッフ・ミーテΟングで、当֘ױ者さんを呼
ͼ出したり助言したり、๚問してణしたりと、
りݶしています。Մなࣔࢦһにࣄやࢣޢ
「ਫも࿙らさ͵ଶ」でྟんでいます。
௨ৗ、֎来は「一աੑ」です。ैって、と
もすれば、ଦੑやݻఆ؍೦や「思いࠐみでる」
など、ภったにؕりがちです。日ৗでは、
に出会うこともありױやॏ症࣬ױな࣬رめてۃ
ます。こうした「一աੑのऑ」を、この
カルテ෮शはิえると֬৴しています。ຖ日が
時間にわれる日ʑだからこそ、͡っくり考え
る時間を持つことはॏཁだと͡ײています。ಛ
に在医療では、ױ者さんの生׆や家ఉঢ়گに
ྀしたରԠもٻめられます。「ख़考する時間を
とること」は、ױ者さんもकるし、։ۀ医の
。めるํ法だと思っていますߴਫ४も

思うに私たちはױ者さんの命を༬かる৬ۀで
す。「やりっ์し」や「そのݶり」のஅや࣏
療だけでは不े分で、「うっかりミス」も生͡か
Ͷません。「問の࣬ױ」ともૺ۰することも
あります。日ʑの෮शやলʙそれにう༧श
を௨して「おޓいに安心する医療」が生まれる
と֬৴しています。日本の全ての医療ݱでこ
れを行えば、医療レベルが上しױ者さんと医
療ؔػの৴པがਂまると考えています。

ᶊ
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生の三徴候
私の
こだわり

松永 平太　松永醫院　理事長
　　　　　　　（千葉県南房総市）

医療法人社団優和会　松永醫院
〒 2950021
千葉県南房総市千倉町平館７６４－１
TEL：0470440385　FAX：0470440901

死の三徴候、心拍停止・呼吸停止・瞳孔散大が
あるのならば、生の三徴候もあるだろう。
生の三徴候、これを持って生きている。逆に生
の三徴候がなくなれば、そろそろ寿命かな。
そんな生の三徴候は「食べること、笑うこと、
愛されること」だと、私は考えています。

美味しいものを食べて怒る人はいません。人が
楽しく笑うことを怒る人もいません。
美味しいものを食べて、楽しく笑い、思いを共
有できるときほど幸せなことはないです。
だから、「食べること、笑うこと、愛されること」
にこだわって来ました。
30年以上レストランで腕を振るってきたシェフ
に来ていただき、赤、白、黄色、緑などのカラフ
ルな料理を作っています。日頃食欲のない人がペ
ロリと完食、「どんな料理でしたか？」という私の
質問に、「横文字だったか、箸と（ハッシュド）ビー
フ千倉風？何が何だかわからないけどとにかく旨
い！」と答えています。おやつも全て手作り、クレー
プシュゼットオレンジ添え。季節のイベントに合
わせて、お花見弁当、チラシ寿司、バイキングな
どをもてなしてくれます。お風呂に入り、みんな
で美味しい美味しいと言って食べる昼ご飯、おや
つは、至福の時です。みんな笑顔になっています。

デイサービスセンター「あそぼ」に、あるレス
トラン厨房で責任者をしていた若き天才シェフが
やって来ました。そしたらもう一人、何でかフラ
ンスまで修行に行った若き天才フレンチシェフま
でもが仲間に入って来て、認知症の人たちに腕を
振るっています。
いのちを支える医療とは、「いのちを助け、いの
ちを元気にし、いのちを輝かす」医療のことを言
うのだと思う。元気になるためにはゴソゴソ動き、
ゴソゴソ動けばニコニコになり、生き生きとなり、
いのちが輝き始めます。いのちの輝き具合の目安
は、笑顔となります。
私の名刺のトップには、赤字で「日本一、地球一、
笑顔を集めるグループへ」と書いてラッパを吹い
ております。松永醫院の封筒にも「あなたの笑顔は、
わたしたちの力」という文字を入れています。医
療法人と社会福祉法人と会社法人の3つの法人を
「笑顔グループ」と名付けました。

マザーテレサは云う「戦争は不幸だが、愛のな
いのも不幸」。彼女のキーワードは「愛」。
山の中の病院で面会もなく唯ベッドの上で死を
待つ人のように、自分の存在を認めてくれる人が
いないのは不幸です。誰かに愛され、存在を認め
てもらうことは大切です。ただ、誰にも愛されな
い人でも私たちに出会えば、私たちがその人を愛
します。つまり、生の三徴候の3つ目である「愛
されること」は、全ての人に保証されることにな
ります。孤独で生きてきた人でも、私たちと出会
えば家族にかわって愛します。

私は、生の三徴候「食べること、笑うこと、愛
されること」にこだわります。逆に食べなくなり、
笑うことができなくなれば、そろそろ寿命となり
お迎えが近くになります。最後の最期までいのち
を支え、真心を込めてQOD・満足死を達成する
ことが私たちのミッションであり、私のこだわり
です。
【ホームページ「笑顔グループ」で検索】

「房総半島の先っちょの松永です」多少のバリエーションはあり
ますがいつもこんな書き出しで東京大会の実行委員会宛にメール
送って頂く松永先生に今回は原稿をお願いいたしました。メールの
冒頭から緊張が解け、癒され、ほっとする・・・そんな気遣いが
感じられる先生の「こだわり」を今回はご紹介いたします。

せ い の さ ん ち ょ う こ うᶋ
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私の
こだわり

ੴా ݡೋ　 ΈͲΓグループද
� � ͞ Β͘ΫϦχοΫ　　　������������
　　　　　　　　（長࡚県େଜ市）

͞くらΫϦχοΫ
〒 85��002�
࡚県େଜ市ా 1�50�1
TEL：0957�53�8819　FAX：0957�53�8337

『࡚ͱఱํのજ෬ΩϦγλϯؔ࿈Ҩ࢈』ɺࡢɺੈք
จԽҨ࢈ͱͯ͠ొ͞れ·͠たɻ͜れΩϦετڭېڭにΑΔએ
	 ڭのதɺຊの౷తफࡏෆࢣڭ ਆಓɺڭ 
 Ұൠࣾձͱ
ؔΘΓͳ͕Β৴ڼΛଓ͚たʮજ෬ΩϦγλϯʯの౷のূͱͳΔ 
�� のߏ͔࢈ࢿΒͳΔҨ܈࢈Ͱ ɻ͢

ͦの�ͭͰ͋ΔݪʠΩϦγλϯ͕ԿΛ͖͔ͬ ͱ͚͠ ʮͯજ෬ʯ
͢Δ͜ͱにͳͬた ʡ͔Λࣔ͢ߏ࢈ࢿͰ ɻ࡚͢ํのΩϦετ
���� དྷڭ ͰɺβϏΤϧ͕ฏށͰ͠ڭ·͠ たɻ 

���� にल٢ఱ࿈์ྩΛൃ͠· ɻ͢͞Βにɺ ����
にށߐນΩϦετྩࢭېڭΛൃ͠· ɻ͢͜の༗അͰɺ
ΩϦγλϯେ໊༗അࢯΑΓদࢯにྖओ͕มΘΓɺྖຽٮ
ඇಓͳΩϦγλϯѹΛड͚ɺ͞Βにෆ૬Ԡͳڊɾౡݪங
にͱॏ੫Ͱۤ͠めΒれ· ɻ͢͜のঢ়گに࡞ڟͳͲՃΘΓ
ຽのෆຬ͕രൃ͠·͠ たɻ͜ れ͕ɺ ������݄にຄൃ͠たౡݪɾ
ఱҰᎋͰ ɻ͢

͜のࡍにɺఱ࢛͕͍ΔҰᎋ͕܉͠ɺ����  � ݄
にམ͢Δ·Ͱນ܉ͱઓͬたの͕ݪͰ ɻ͢Ұᎋ܉ए
உঁ߹Θせͯ � ສઍਓɻນ܉ �� ສਓɻҰᎋ܉΄
΅શһ͞ࡴࢂれ͍ͯ· ɻ͢͜のҰᎋ͕ΩϦγλϯのڴҖΛນに
ೝࣝ͞せɺ���� にϙϧτΨϧਓの์ɺϙϧτΨϧધのೖߓ
͠·ʯཱ͕֬͠ࠃれʮ͞ࢭې͕ たɻ

ͦͯ͠ ���� にޙ࠷のએࢣڭϚϯγϣখ 	 ΩϦγλϯ
େ໊খߦの່ɺରഅൡओफٛஐ 
 ͕२͠ڭɺࠃにએ
Λڼͳ͔ͬたதɺࣗたͪࣗͰ৴͠ࡏ·Ͱଘ࣏࣌໌͕ࢣڭ
कΓଓ͚ͳ͚ればͳΒͳ͘ͳΓ·͠たɻ͜͏ ͠たग़དྷࣄの͖͔ͬ
ͬ͜ىͰݪ͕͚ た͜ͱͰҨ܈࢈の�ͭͱͳͬたΘ͚Ͱ ɻ͢͜
の࣌のΩϦετ࢙ڭにେଜにؔ͢Δ͜ͱ͕ଟ͞ࡌهれ͍ͯ
· ɻ͢ 

���� にେଜࢯ �� ओ७͕ચྱΛड͚ɺຊॳの
ΩϦγλϯେ໊ͱͳΓɺ࡚ߓΛ։͠ߓ·͢ɻ·たɺ���� 
にʮఱਖ਼ݣԤઅʯ͕ ࡚͔Βग़͠ߤ· ɻ͢અҏ౦Ϛϯγϣɺ

ઍʑੴϛήϧɺதӜδϡϦΞϯɺݪϚϧνϊの � ਓͰ ɻ͢ 
���� に൴Β͕࡚にؼল͠た࣌にఱ࿈์ྩにΑΓɺ

େ͖͘มΘͬͯ ·͠ たɻϛήϧ७のԛͰ ɻ͢ޙにΩϦ
ετڭのෆ৴͔Β� ਓ͚͍ͩͯ͠ڭغ· ɻ͢ݸਓతにڵຯΛ
たのϚϧνϊͰͬ࣋ ɻ͢

൴์ઌのϚΧΦͰ͘ͳΓ·͕͢ɺҎલϚΧΦにͬߦた
ંにੈքҨ࢈のʮύϩఱओಊʯΛֶݟに͖ߦ·͠たɻݱ
のΨΠυ͔Βɺʠ͜͜のԼに͍ͬͯΔຊਓ͕͍ΔΑʡͱ
ฉ͍͍ͯ·͠ た͕ɺ࣌ฉ͖ྲྀ͠Ͱ͠たɻ͜のఱओಊΠΤ
ζεձΧϧϩɾεϐϊϥのͱɺຊ͔Β์͞れたΩϦετڭ
ెͱݱのਓにΑΓɺ���� ͔Β���� のؒにݐ͞れɺݱ
れたϑΝαʔυͱ͞ࠁにூࡶෳࡏ �� ஈの֊ஈɺԼೲࠎಊ
͕ͯͬ ͓ΓੈքҨ࢈ͱͳͬͯ ͍· ɻ͢

Ϛϧνϊ ���� にϚΧΦͰͯ͠ · ɻ͢ϚΧΦจԽہ͜の
ఱओಊΛൃ۷ௐࠪのࡍɺຊਓΩϦετెڭの२ऀڭɺΠΤζε
ձのमಓૐのҨࠎफڭҨΛଟ͘ൃͯ͠ݟ · ɻ͢͜͜Ͱɺ͋の
ͯͬݴのΨΠυ͕ݱ࣌ ͍たຊਓͱϚϧνϊ͕ ͠·Γ͕ܨ たɻ

࡚のେଜのྺ࢙ΛϚΧΦの൴͕ͯ͑͘ڭ れたのͰ ɻ͢͜の
ఱओಊΛઃ͠ܭたεϐϊϥɺେଜのʮླా࿚ʯに � のؒ
ऩ༰͞れɺ���� ࡚ͰՐ͋ͿΓのܐͰ͞ࡴれ͍ͯ· ɻ͢൴
ఱจֶݐஙֶにਫ਼௨͠ɺ͜の࿚のৄࡉਤॻ؆ΛϤʔϩο
ύにॻ͖ૹΓɺͦのฏ໘ਤࠓͰ༷ʑͳΩϦγλϯؔ࿈ຊに
స͞ࡌれ͍ͯΔͦ͏Ͱ ɻ͢͞Βに ���� にେଜྖͰʮજ෬
ΩϦγλϯʯのଘ֮͢ൃ͕ࡏΔ『่܊れ』͕͋Γ·͠ たɻ

େଜൡ܊ଜにॅΉඦ͕࡚ͰɺଜのΩϦγλϯに͍ͭͯޱ
ΛΒ͠ɺ࡚ไ͕ߦେଜൡにௐべ͞せたͱ͜Ζɺ܊Ұଳのॅ
ຽ͕ΩϦγλϯͰ͋Δͱ໌͠ɺ��� ໊Λัറɺट ��� ໊ͱ
͍͏ҰେΩϦγλϯൃ֮݅ࣄͰ ɻ͢େଜͰのटऀ ��� ໊Ͱ
͠たɻؔ࿈࢙ɺʮ์ݪދ२ڭʯɺʮࢠ࠺ผれのੴʯɺʮ௩ʯɺ

ʮट௩ʯɺʮࠈॴʯͳͲͰ ɻ͢
͞Βにɺ���� େଜൡͱޒౡൡͱのؒにඦҠॅのڠఆ͕

ཱ͠ɺେଜൡ֎ւҬΑΓޒౡྻౡͳͲҠॅΛ։࢝͠· ɻ͢
ͦのதの�ͭɺʮٱլౡのूམʯ『࿀ਓΑ』のۂͰΒれΔ

ͱΏ͔ΓのͰٷਅྠޒ ɻ͢ʮྠޒ 	 ͍ͭΘ 
ʯͱ͍͏ٱլ
ౡのʮྠޒ 	͝ΓΜ 
ʯ۠に༝དྷͯ͠ ͍Δͱの͜ͱͰ ɻ͢ٱլౡ
൴ঁののੜ·れҭͬたॴͰʮڭྠޒچձಊʯͦの৴ڼ
のத৺Ͱ͠たɻٱլౡ֎ւҬ͔Βの։ҠຽΛड͚ೖれɺ
のڼΛங͖ͳ͕Βɺͻ͔ͦに৴ॿؔޓଘ͠ɺڞଘのूམͱط
͠·Γ࡞ಉମΛڞ たɻ͜͜ߏ࢈ࢿの�ͭͰ ɻ͢

ɹࠓճɺདྷ։࠵༧ఆの長࡚͓͓ΉΒେձのେձ長Λ͞ΕΔੴాݡೋ༷ʹ͓͍ئΛ
͠·ͨ͠ɻページのاը「ࢲのͩ͜ΘΓ」ʹ͞ٴݴΕ͍ͯͳ͍จ໘で͕͢ɺ長࡚
ҬのհのͦのపఈͿΓ͔ΒɺΉ͠Ζ長࡚େձͦのの͕ੴాઌ生の「ͩ͜ΘΓ」で
͋Δͱ͡ײ·ͨ͠ɻීஈػ͘ߦձ͕͋·Γͳ͍Ҭで͢ɻ͜のେձੋඇ͝ࢀՃ
͖ɺੴాྲྀ「ͩ͜ΘΓ」Λମ͍͖͍ͨͩͨͯ͠ײɾɾɾͦΜͳײΛͪ࣋·ͨ͠ɻ

是非、ロマンの地、
　長崎おおむらへ
　　お越しください⽏

ᶌ




